
口絵１ 釈迦霊鷲山説法図 奈良国立博物館



霊
鷲
山
へ
の
道

一
、
は
じ
め
に

釈
迦
説
法
図
は
、
仏
教
絵
画
の
中
で
も
古
く
か
ら
、
ま
た
常
に
描
き
続
け
ら

れ
た
、
重
要
な
主
題
の
一
つ
で
あ
っ
た
。
壁
画
や
掛
幅
の
大
画
面
に
、
ま
た
絵

巻
や
経
巻
見
返
の
よ
う
な
小
画
面
に
も
、
尊
像
の
性
格
が
強
い
も
の
か
ら
、
説

話
性
の
強
い
も
の
ま
で
、
内
容
も
様
々
に
変
化
し
な
が
ら
、
数
多
の
作
品
を
遺

し
て
い
る
。
こ
こ
に
紹
介
し
よ
う
と
す
る
奈
良
国
立
博
物
館
本
「
釈
迦
霊
鷲
山

説
法
図
」（
口
絵
１
）
は
、
掛
幅
画
で
あ
り
、
か
つ
て
村
山
龍
平
氏
の
収
蔵
品
と

し
て
存
在
は
知
ら
れ
て
い（
１
）
た
も
の
の
、
長
く
消
息
不
明
に
な
っ
て
い
た
作
品
で

あ
る
が
、
近
年
再
び
世
に
出
て
、
博
物
館
に
収
蔵
さ
れ
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
。

画
面
の
横
折
れ
や
裏
打
ち
紙
の
接
着
力
低
下
に
よ
り
、
損
傷
の
進
行
が
懸
念
さ

れ
た
た
め
、
早
速
修
復
が
施
さ
れ
、
保
存
に
万
全
を
図
る
と
同
時
に
、
損
傷
部

分
を
目
立
た
な
く
す
る
こ
と
も
で
き
、
良
好
な
状
態
で
観
照
す
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
っ（
２
）
た
。
以
下
で
は
、
図
様
の
特
色
を
確
認
す
る
こ
と
に
努
め
、
あ

わ
せ
て
類
品
と
比
較
し
な
が
ら
美
術
史
上
の
位
置
を
探
る
こ
と
も
試
み
た
い
。

二
、
伝
来

本
図
の
表
装
背
面
に
は
、
文
暦
元
年
（
一
二
三
四
）
か
ら
享
保
三
年
（
一
七
一

八
）
ま
で
、
五
度
に
わ
た
る
銘
文
を
墨
書
し
た
紙
片
（
図
１
）
が
貼
り
付
け
ら
れ

て
い（
３
）
た
。

ま
ず
初
度
分
は
こ
う
で
あ
る
。

「
奉
修
復
／
靈
鷲
山
釋
迦
如
来
像

巨
勢
金
岡
筆
／
文
暦
元
年
甲
午
二
月
吉

日
／
自
往
昔
相
傳
之
長
眞
誌
／
開
眼
師
権
僧
正
承
圓
記
」

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
文
暦
元
年
（
一
二
三
四
）
に
修
復
を
行
っ
た
こ
と
が
判
り
、

ま
た
そ
の
時
点
で
「
往
昔
よ
り
こ
れ
を
相
伝
す
」
と
言
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

本
図
の
製
作
は
文
暦
元
年
を
下
限
と
す
る
の
み
な
ら
ず
、
そ
れ
よ
り
か
な
り
遡

る
こ
と
に
な
る
。
な
お
、
文
暦
改
元
は
十
一
月
五
日
で
あ
る
の
で
、「
二
月
吉

日
」
は
疑
問
で
、
写
し
誤
り
が
あ
る
か
と
思
わ
れ
る
。
相
伝
の
記
の
下
に
「
長

眞
誌
」
と
あ
る
の
と
、
左
端
に
「
開
眼
師
権
僧
正
承
圓
記
」
と
あ
る
の
と
の
関

係
が
は
っ
き
り
せ
ず
、
疑
問
を
生
じ
る
が
、
あ
る
い
は
転
写
時
に
混
乱
を
生
じ

た
の
か
も
し
れ
な
い
。「
長
眞
」
に
つ
い
て
は
、
管
見
で
は
資
料
を
見
出
し
得
な

い
。
開
眼
師
の
承
圓
は
、
若
く
し
て
天
台
座
主
に
就
い
た
高
僧
の
承
圓
（
一
一
八

―
奈
良
国
立
博
物
館
所
蔵
「
釈
迦
霊
鷲
山
説
法
図
」
を
め
ぐ
っ
て
―

中

島

博
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〇
〜
一
二
三
六
）
と
考
え
ら
れ

よ
う
。
承
圓
は
、
建
永
元
年

（
一
二
〇
六
）
十
月
に
権
僧
正

に
任
じ
、
建
保
二
年
（
一
二
一

四
）
十
一
月
に
そ
れ
を
辞
し
た
。

承
久
元
年
（
一
二
一
九
）
四
月
に

は
僧
正
に
任
じ
た
も
の
の
、
翌

年
十
二
月
に
そ
れ
も
辞
し
た
。

さ
ら
に
そ
の
翌
年
、
一
時
座
主

を
辞
し
て
大
原
に
籠
居
し
た
後

再
任
し
て
い
た
座
主
も
辞
し
、

勅
許
を
得
て
再
び
大
原
に
籠
居

し
果
せ
、
嘉
禎
二
年
（
一
二
三

六
）
に
逝
去
し
た
時
は
無
官
で
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
文
暦
元

年
（
一
二
三
四
）
に
は
「
前
僧
正
」
と
称
す
る
べ
き
で
あ
る
の
に
、「
権
僧
正
」
と

な
っ
て
い
る
点
に
疑
問
が
あ
る
。「
権
僧
正
」
を
尊
重
す
る
な
ら
ば
、「
開
眼
師

…
」
の
一
行
が
、
文
暦
元
年
の
修
復
銘
と
は
本
来
別
で
あ
っ
た
も
の
を
、
転
写

の
際
に
混
同
し
て
し
ま
っ
た
可
能
性
を
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
場
合
は
、

建
永
元
年
か
ら
建
保
二
年
の
間
の
承
圓
に
よ
る
開
眼
が
製
作
時
の
こ
と
か
と
も

思
わ
れ
る
も
の
の
、
そ
の
わ
ず
か
二
十
年
ば
か
り
後
に
修
復
さ
れ
、
し
か
も
そ

の
時
点
で
「
往
昔
よ
り
相
伝
」
と
い
う
の
は
多
少
不
自
然
な
感
が
な
く
も
な
い
。

こ
の
よ
う
に
色
々
と
疑
問
を
残
し
つ
つ
も
取
り
あ
え
ず
は
、
承
圓
の
名
か
ら
、

お
そ
ら
く
本
図
が
も
と
も
と
比
叡
山
な
い
し
そ
の
周
辺
に
伝
来
し
て
い
た
と
考

え
ら
れ
る
こ
と
を
認
め
て
お
き
た
い
。
な
お
、「
巨
勢
金
岡
筆
」
は
特
に
取
り
上

げ
る
ま
で
も
な
い
伝
承
で
あ
ろ
う
。

次
の
銘
文
は
こ
う
な
っ
て
い
る
。

「
奉
／
靈
山
尊
形

金
岡
筆
／
文
安
四
年
丙
寅
佛
誕
生
日
修
復
裏
付
畢
／
日

輪
院
法
印
長
瑜
記
之
」

文
安
四
年
（
一
四
四
七
）
の
修
復
銘
で
あ
る
が
、
文
安
四
年
の
干
支
は
正
し
く
は

丁
卯
で
、
三
年
な
ら
ば
丙
寅
で
あ
り
、
写
し
誤
り
と
み
ら
れ
る
。
な
お
、
日
輪

院
の
法
印
長
瑜
と
い
う
名
は
、
奈
良
国
立
博
物
館
本
「
山
王
宮
曼
荼（
４
）
羅
」
の
背

マ
マ

面
墨
書
銘
（
後
世
の
写
し
）
の
中
に
、「
天
正
二
年
甲
戌
十
月
十
九
日
修
幅
裏
付

畢

開
眼
師
法
印
長
瑜
七
十
五
歳

日
輪
院

」
と
見
え
、「
修
復
裏
付
畢
」
と
い
う
語
句
の
一

致
も
見
逃
せ
な
い
。
し
か
し
、
天
正
二
年
（
一
五
七
四
）
に
七
十
五
歳
で
あ
っ
た

人
が
文
安
年
間
に
生
存
し
た
は
ず
は
な
く
、
ど
ち
ら
か
の
年
記
が
誤
っ
て
い
る

こ
と
に
な
る
。
こ
の
「
山
王
宮
曼
荼
羅
」
は
、
横
川
鶏
頭
院
の
厳
覚
と
い
う
僧

の
所
持
品
で
あ
っ
た
と
知
ら
れ（
４
）
る
が
、
先
の
修
復
銘
の
上
に
は
「
文
安
四
年
甲

子
卯
月
日
書
之

自
西
塔
西
谷
相
伝
之
」
と
も
あ
り
、
比
叡
山
の
西
塔
西
谷
か

ら
相
伝
し
た
と
い
う
が
、
こ
の
干
支
も
正
し
く
な
く
、
甲
子
な
ら
ば
文
安
元
年

（
一
四
四
四
）
に
あ
た
る
。
本
図
裏
書
と
の
関
係
か
ら
は
、
文
安
と
長
瑜
と
が
結

び
つ
け
ば
好
都
合
な
の
で
あ
る
が
、「
山
王
宮
曼
荼
羅
」
裏
書
に
お
け
る
現
状
の

位
置
関
係
か
ら
は
難
し
い
。
ま
た
別
の
資
料
と
し
て
、
天
台
寺
院
で
あ
る
和
泉

国
の
松
尾
寺
が
天
正
九
年
（
一
五
八
一
）
に
織
田
信
長
軍
に
破
却
さ
れ
た
事
件
を

記
録
す
る
「
松
尾
寺
破
滅
之
事
」（
松
尾
寺
）
に
は
、「
日
輪
院
法
印
長
瑜
八
十
一

歳
」
と
い
う
筆
者
の
署
名
が
あ
る
。
長
瑜
は
、
当
時
色
々
な
宗
派
の
僧
侶
が
い

た
松
尾
寺
で
、
子
院
の
一
つ
日
輪
院
に
住
み
、
真
言
密
教
の
伝
法
灌
頂
を
司
っ

て
い
た
と
さ
れ
、
弘
法
大
師
像
の
台
座
銘
の
中
に
名
が
見
え
、
ま
た
十
二
天
像

の
天
文
十
六
年
（
一
五
四
七
）
の
修
復
銘
に
も
開
眼
師
と
し
て
名
を
残
し
て
い

（
５
）
る
。
こ
の
「
破
却
記
」
と
「
山
王
宮
曼
荼
羅
」
の
銘
文
を
照
ら
し
合
わ
せ
る
と
、

年
齢
に
一
歳
の
ず
れ
は
あ
る
も
の
の
、
ほ
ぼ
符
合
す
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
ら
に
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お
け
る
長
瑜
と
同
一
人
物
で
あ
る
な
ら
ば
、
本
図
の
修
復
銘
の
「
文
安
四
年
丙

寅
」
は
誤
り
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
天
正
の
前
後
で
「
文
安
」
あ
る

い
は
「
丙
寅
」
と
写
し
誤
っ
た
元
を
探
っ
て
も
、
適
当
な
も
の
を
見
出
し
が
た

く
、
年
記
と
内
容
の
関
係
が
転
写
時
に
混
乱
し
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
年
記
に
つ
い
て
疑
問
の
多
い
資
料
で
は
あ
る
が
、
同
一
人
物
に

関
わ
る
可
能
性
の
あ
る
資
料
が
、
い
ず
れ
も
比
叡
山
と
の
縁
を
示
す
点
だ
け
は

注
意
し
て
お
き
た
い
。

そ
の
次
の
銘
文
は
こ
う
で
あ
る
。

「
奉
修
復
靈
山
會
釋
迦
像
／
巨
勢
大
納
言
金
岡
卿
筆
／
天
文
三
甲
寅
九
月
吉

辰
／
探
題
法
印
大
僧
都
豪
仁
」

こ
れ
も
修
復
銘
で
、
天
文
三
年
（
一
五
三
四
）
と
あ
る
が
、「
天
文
三
甲
寅
」
は
、

「
天
文
二
十
三
」
ま
た
は
「
甲
午
」
の
ど
ち
ら
か
を
写
し
誤
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

「
豪
仁
」
と
い
う
僧
の
経
歴
は
明
か
で
な
い
も
の
の
、
同
人
に
関
す
る
と
考
え

ら
れ
る
資
料
が
あ
る
。
個
人
蔵
の
「
山
王
垂
迹
神
曼
荼（
６
）
羅
」
は
、
一
部
に
淡
彩

を
施
し
た
白
描
模
本
で
あ
る
が
、
背
面
の
銘
文
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
次
の
よ

う
な
も
の
を
図
の
上
部
に
配
し
て
い
る
。「
金
岡
筆
／
覚
舜
／
奉
修
復
／
日
吉

マ
マ

山
王
二
十
一
社
／
探
題
法
印
権
大
僧
都
豪
仁
記
之
／
弘
治
三
丁
己
天
九
月
二
日

／
佐
々
四
郎
兵
衛
写（
７
）
之
」
弘
治
三
年
（
一
五
五
七
）
の
修
復
銘
で
あ
り
、
豪
仁
の

僧
位
が
権
大
僧
都
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
天
文
三
（
ま
た
は
二
十
三
）
年
の
大
僧

都
と
照
ら
し
て
疑
問
を
生
じ
る
が
、
同
人
の
可
能
性
が
あ
ろ
う
。
山
王
曼
荼
羅

の
修
復
に
関
わ
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
豪
仁
は
比
叡
山
の
僧
と
推
定
で
き
る
。

次
の
銘
文
は
こ
う
で
あ
る
。

「
靈
山
會
尊
像
巨
勢
金
岡
筆
／
寛
永
三

初
夏
奉
修
復
畢
／
秦
氏
認
之
」

寛
永
三
年
（
一
六
二
六
）
の
修
復
銘
で
あ
る
が
、「
秦
氏
」
に
つ
い
て
手
掛
り
が
な

く
、
詳
細
は
不
明
。

最
後
の
銘
は
こ
う
で
あ
る
。

「
靈
山
會
釋
尊
巨
勢
金
岡
筆
／
享
保
三
己
戌
佛
誕
生
良
辰
日
／
長
等
峯
法
輪

房
羲
舜
／
記
之
」

こ
れ
も
お
そ
ら
く
修
復
銘
で
あ
ろ
う
か
。
享
保
三
年
（
一
七
一
八
）
の
干
支
は

正
し
く
は
戊
戌
で
あ
っ
て
、
己
戌
と
い
う
干
支
は
存
在
し
な
い
。
こ
の
銘
は
転

写
で
は
な
い
と
見
受
け
ら
れ
る
が
、
不
可
解
な
誤
り
で
あ
る
。「
長
等
峯
」
と
は
、

有
名
な
と
こ
ろ
で
は
所
在
地
の
長
等
山
を
山
号
と
す
る
園
城
寺
を
指
す
と
も
思

わ
れ
る
が
、
こ
こ
で
は
そ
う
で
な
く
、
同
じ
長
等
山
を
山
号
と
し
て
い
た
、
比

叡
山
東
塔
の
無
動
寺
の
こ
と
と
考
え
ら
れ（
８
）
る
。
羲
舜
に
関
す
る
資
料
と
し
て
、

『
日
吉
山
王
権
現
知
新
記
』
巻
上
に
所
載
の
、「
山
王
垂
迹
神
曼
荼
羅
」
と
い
う

べ
き
図
の
銘（
９
）

文
に
、「
日
吉
山
王
廿
餘
社
神
影
以
梵
豪
筆
奉
謹
寫
之

享
保
七

年
壬
寅
孟
夏
吉
祥
日

山
門
無
動
寺
法
曼
陀
羅
院
所
化
法
輪
房
羲
舜
書
」
と
あ

っ
て
、
羲
舜
は
無
動
寺
の
僧
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
、
さ
ら
に
法
曼
陀

羅
院
と
い
う
所
属
も
わ
か
る
。
よ
っ
て
、
享
保
三
年
に
は
本
図
が
比
叡
山
の
中

で
も
無
動
寺
に
伝
来
し
て
い
た
可
能
性
が
高
い
。

以
上
の
よ
う
に
本
図
背
面
の
墨
書
は
、
転
写
の
際
に
多
々
誤
り
を
生
じ
て
い

る
と
み
な
さ
れ
る
た
め
、
細
か
い
点
で
正
確
を
期
し
が
た
い
憾
み
が
あ
る
と
は

い
え
、
全
体
と
し
て
、
本
図
が
も
と
は
比
叡
山
に
伝
来
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と

を
指
し
示
す
の
は
ほ
ぼ
確
実
で
あ
ろ
う
。
文
暦
元
年
（
一
二
三
四
）
の
修
復
が
お

そ
ら
く
初
度
と
思
わ
れ
、
製
作
が
そ
こ
か
ら
ど
れ
く
ら
い
遡
る
か
は
明
か
で
な

い
も
の
の
、
可
能
性
の
一
つ
と
し
て
は
、
承
圓
が
権
僧
正
で
あ
っ
た
、
建
永
元

年
（
一
二
〇
六
）
か
ら
建
保
二
年
（
一
二
一
四
）
の
間
と
い
う
時
期
を
挙
げ
る
こ
と

が
で
き
よ
う
。
そ
し
て
最
も
後
の
享
保
三
年
（
一
七
一
八
）
に
は
、
山
内
の
無
動

寺
に
伝
わ
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
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な
お
、
保
存（
１０
）

箱
に
は
、
復
古
大
和
絵
派
の
絵
師
、
冷
泉
為
恭
（
一
八
二
三
〜

六
四
）
に
よ
る
箱
書
（
図
２
・
３
）
が
あ
る
。

（
蓋
表
）「
靈
山
會
場
諸
尊
影

金
岡
大
納
言
筆

三
幅
一
鋪
」

（
蓋
裏
）「
箱
表
文
字
式
部
少
丞
為
恭
書
之
」

「
式
部
少
丞
」
と
い
う
呼
称
は
、
安
政
二
年
（
一
八
五
五
）
か
ら
文
久
二
年
（
一

八
六
二
）
頃
ま
で
の
落
款
に
見
ら
れ
る
も
の
と
さ
れ（
１１
）
る
。
為
恭
は
、
古
画
の
学
習

に
勤
し
ん
だ
こ
と
が
よ
く
知
ら
れ
、
諸
大
寺
の
所
蔵
品
に
接
す
る
機
会
も
多
か

っ
た
の
で
、
無
動
寺
と
の
関
係
を
示
す
資
料
も
、
お
そ
ら
く
存
在
す
る
こ
と
と

思
う
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
調
査
が
全
く
行
き
届
い
て
い
な
い
。
た
だ
、
無

動
寺
と
縁
の
深
い
�
川
明
王
院
に
関
わ
る
例
と
し
て
は
、
為
恭
筆
の
「
相
応
和

尚
染
殿
皇
后
御
加
持（
１２
）
図
」
や
、「
普
賢
延
命（
１３
）
像
」、「
普
賢
十
羅
刹
女（
１４
）

像
」
が
明
王

院
に
伝
わ
っ
て
い
る
。
ま
た
、
無
動
寺
と
何
ら
か
の
関
連
を
有
し
て
い
た
と
推

測
さ
れ
る
園
城（
１５
）

寺
と
の
関
係
で
は
、
弘
化
四
年
（
一
八
四
七
）
の
「
不
動
明
王
像

（
黄
不
動
）」
の
模
写
が
園
城
寺
に
伝
わ
っ
て
お
り
、
ま
た
同
年
、
聖
護
院
に
伝

わ
る
「
新
羅
明
神
像
」
を
模
写
し
た
際
、
原
本
で
は
不
明
の
部
分
に
つ
い
て
、

園
城
寺
所
伝
図
を
参
照
し
た
こ
と
も
知
ら
れ
る
（
聖
護
院
所
蔵
模
写
裏
書
）。
こ

の
よ
う
に
無
動
寺
の
周
辺
で
も
活
躍
し
て
い
た
為
恭
が
、
お
そ
ら
く
当
時
無
動

寺
に
所
蔵
さ
れ
て
い
た
本
作
品
に
、
箱
書
を
行
う
こ
と
が
あ
っ
た
の
だ
と
理
解

さ
れ
る
。

三
、
図
様
と
表
現

本
図
は
絹
本
著
色
で
、
縦
百
六
十
・
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
横
八
〇
・
一
セ

ン
チ
メ
ー
ト
ル
あ
り
、
三
幅
一
鋪
で
、
中
央
一
幅
の
左
右
に
半
幅
を
継
ぎ
、
向

か
っ
て
右
か
ら
十
六
・
八
、
四
十
五
・
七
、
十
七
・
六
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
で
あ

る
。
左
右
の
端
近
く
に
位
置
す
る
像
が
、
わ
ず
か
に
画
面
の
枠
で
切
れ
た
と
こ

ろ
が
あ
る
の
で
、
画
面
の
左
右
に
は
若
干
切
り
詰
め
が
あ
る
と
見
受
け
ら
れ
る

ほ
か
、
下
端
部
も
図
様
の
切
れ
具
合
か
ら
見
て
多
少
切
り
詰
め
の
可
能
性
が
あ

る
か
と
思
わ
れ
る
も
の
の
、
全
体
と
し
て
は
、
ほ
ぼ
当
初
の
全
容
を
保
っ
て
い

る
と
言
っ
て
差
し
支
え
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
全
面
に
わ
た
っ
て
、
画
絹
の

小
さ
い
欠
損
が
多
数
生
じ
て
は
い
る
が
、
お
そ
ら
く
彩
色
が
画
絹
の
保
護
に
役

立
ち
、
幸
い
に
も
図
様
に
関
わ
る
部
分
は
ほ
と
ん
ど
失
わ
れ
て
お
ら
ず
、
彩
色

も
剥
落
や
汚
損
が
あ
ま
り
な
く
て
、
き
わ
め
て
良
い
保
存
状
態
と
い
え
る
。

図
様
は
、
か
な
り
広
い
山
水
の
風
景
の
中
に
、
如
来
を
中
心
と
す
る
群
像
を

配
し
た
も
の
で
あ
る
。
概
ね
上
中
下
の
三
部
分
に
分
か
れ
、
上
部
に
は
横
に
連

な
る
山
並
み
の
風
景
、
中
央
部
に
は
ほ
ぼ
左
右
対
称
に
整
然
と
居
並
ぶ
群
像
、

下
部
に
は
山
や
渓
流
な
ど
変
化
に
富
む
風
景
が
表
さ
れ
て
い
る
。

（
一
）
中
央
部
の
情
景

�
如
来

ま
ず
中
央
部
に
配
さ
れ
た
、
多
数
の
像
か
ら
な
る
情
景
を
見
る
こ
と
に
す
る
。

図
２

釈
迦
霊
鷲
山
説
法
図

保
存
箱
蓋
表

図
３

釈
迦
霊
鷲
山
説
法
図

保
存
箱
蓋
裏
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そ
の
中
で
の
上
部
中
央
に
位
置
し
、
他
の
諸
像
よ
り
も
格
段
に
大
き
く
表
さ
れ

て
、
視
線
を
集
め
る
の
は
、
七
重
蓮
華
座
上
に
正
面
向
き
に
結
跏
趺
坐
す
る
如

来
坐
像
（
図
４
）
で
あ
る
。
両
手
を
胸
の
前
に
挙
げ
、
各
第
一
・
二
指
を
捻
じ
て

近
付
け
る
、
転
法
輪
印
を
結
ぶ
。
こ
の
印
相
は
、
釈
迦
の
初
転
法
輪
に
由
来
す

る
が
、
阿
弥
陀
な
ど
他
の
如
来
像
に
も
見
ら
れ
る
通
仏
相
と
し
て
、
こ
れ
の
み

で
尊
名
は
特
定
し
得
な
い
。
肉
身
は
白
肉
色
に
彩
り
、
鮮
や
か
な
赤
の
線
で
描

き
起
こ
す
。
頭
部
は
、
顎
の
方
が
わ
ず
か
に
す
ぼ
ま
る
、
単
純
な
卵
形
の
輪
郭

を
も
ち
、
髪
際
部
は
、
宋
風
の
形
式
の
一
つ
と
さ
れ
る
、
帯
状
に
施
さ
れ
て
い

た
緑
の
彩（
１６
）
色
が
ほ
と
ん
ど
剥
落
し
て
い
る
も
の
の
、
露
出
し
た
下
描
き
線
に
よ

れ
ば
、
額
の
中
央
部
が
少
し
下
が
っ
て
い
る
。
眉
は
円
弧
状
で
外
側
が
や
や
高

く
、
眼
は
細
く
目
尻
が
吊
り
上
が
っ
て
い
る
。
眼
窩
の
線
は
、
眼
の
上
部
で
は

絵
絹
の
欠
損
の
た
め
明
か
で
な
い
が
、
目
頭
か
ら
下
瞼
に
近
接
し
て
曲
が
り
、

短
く
途
切
れ
る
。
鼻
は
小
さ
い
小
鼻
が
左
右
に
離
れ
気
味
に
付
き
、
鼻
孔
は
筆

を
軽
く
触
れ
る
程
度
で
平
た
い
形
を
な
す
。
口
は
鼻
よ
り
幅
が
狭
く
、
薄
い
上

唇
と
そ
れ
よ
り
短
い
下
唇
と
で
、
小
さ
く
結
ば
れ
る
。
全
体
的
に
、
造
作
は
顔

の
中
央
部
に
よ
り
が
ち
で
、
引
き
締
ま
っ
て
厳
し
い
印
象
を
与
え
る
。
こ
の
顔

立
ち
に
近
い
も
の
を
探
す
と
、
桜
池
院
本
「
薬
師
十
二
神
将（
１７
）
像
」
や
、
安
楽
寿

院
本
「
阿
弥
陀
聖
衆
来
迎（
１８
）
図
」
な
ど
、
平
安
時
代
末
期
か
ら
鎌
倉
時
代
初
期
頃

に
類
品
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
体
部
は
、
円
味
を
も
っ
て
下
が
る
肩
や
、

長
い
胴
、
厚
み
が
な
く
貧
弱
な
膝
な
ど
、
細
身
で
柔
ら
か
い
肉
付
き
を
感
じ
さ

せ
、
胴
部
か
ら
脚
部
へ
と
滑
ら
か
な
曲
線
で
つ
な
が
る
。
こ
の
よ
う
な
体
部
は
、

斑
鳩
寺
本
「
釈
迦
三
尊
十
六
羅
漢（
１９
）

像
」
の
中
尊
と
似
て
い
る
。
衲
衣
は
白
紅
地

に
白
橙
色
の
暈
を
施
し
、
青
緑
と
白
に
よ
る
団
花
文
を
配
し
、
縁
取
り
は
青
、

そ
の
裏
は
緑
な
ど
、
各
部
を
丁
寧
に
彩
っ
て
、
輪
郭
と
衣
文
線
に
は
截
金
を
施

し
て
い
る
。
比
較
的
単
純
な
彩
色
の
せ
い
も
あ
り
、
截
金
線
が
目
立
っ
て
、
そ

の
滑
ら
か
な
曲
線
が
体
�
の
柔
ら
か
さ
を
強
調
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
衣

端
が
台
座
の
蓮
弁
に
懸
か
っ
て
垂
れ
る
様
子
の
描
写
は
精
細
で
あ
る
。
像
の
頭

部
か
ら
、
二
本
組
み
と
三
本
組
み
が
交
互
に
な
っ
た
截
金
の
光
線
を
七
方
へ
放

射
し
、
淡
青
色
の
二
重
円
相
光
背
を
負
っ
て
い
る
。
台
座
の
各
部
は
細
か
く
区

画
し
て
文
様
を
付
し
、
暈
繝
を
ま
じ
え
て
多
彩
に
彩
る
。
下
端
の
框
の
下
に
角

ご
と
に
付
く
脚
の
様
な
部
分
は
特
徴
的
な
形
を
し
て
い
る
が
、
鎌
倉
時
代
前
期

の
作
と
考
え
ら
れ
る
一
乗
寺
の
「
阿
弥
陀
五
尊（
２０
）

像
」
に
相
似
の
も
の
が
見
ら
れ

る
。像

の
彩
色
は
す
べ
て
画
絹
の
表
か
ら
施
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
今
回
の
修
復

で
肌
裏
紙
を
除
去
し
た
際
に
、
裏
彩
色
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。
な
お
、
裏
彩

色
が
行
わ
れ
て
い
な
い
こ
と
は
、
こ
の
像
に
限
ら
ず
本
図
の
全
体
に
わ
た
っ
て

の
こ
と
で
あ
り
、
仏
画
と
し
て
は
有
名
な
作
品
に
も
類
例
が
な
い
わ
け
で
は
な

い（
２１
）
が
、
か
な
り
珍
し
く
、
本
図
の
彩
色
に
お
け
る
技
法
上
の
特
徴
と
い
え
る
。

図４ 釈迦霊鷲山説法図 部分（釈迦如来）
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�
菩
薩

如
来
の
左
右
に
九
体
ず
つ
、
合
わ
せ
て
十
八
体
の
菩
薩
（
図
５
・
６
）
が
、
い

ず
れ
も
蓮
華
座
上
に
坐
り
や
や
内
を
向
く
と
い
う
、
画
一
的
で
動
き
の
乏
し
い

姿
勢
を
示
し
て
い
る
。
像
容
は
、
条
帛
・
裳
・
腰
衣
・
肩
衣
を
ま
と
い
、
宝
冠

・
胸
飾
・
臂
釧
・
腕
釧
を
着
け
る
、
菩
薩
と
し
て
通
例
の
形
姿
で
、
着
衣
の
彩

色
に
変
化
が
あ
る
の
を
除
い
て
は
す
べ
て
共
通
で
、
宝
冠
に
標
幟
は
な
い
。
像

の
個
性
は
持
物
お
よ
び
手
勢
に
表
さ
れ
、
向
か
っ
て
左
（
以
下
本
稿
に
お
け
る
左

右
は
、
基
本
的
に
図
に
向
か
っ
て
の
も
の
で
あ
る
）
の
最
前
列
か
ら
順
に
、
華
籠
、

柄
香
炉
、
合
掌
、
華
籠
、
合
掌
、
合
掌
か（
前
の
菩
薩
の
頭
光
に
半
ば
隠
れ
る
）、
蓮

華
、
合
掌
、
華
籠
、
ま
た
右
の
前
か
ら
、
合
掌
、
華
籠
、
合
掌
、
華
籠
、
合
掌
、

蓮
華
、
合
掌
、
香
炉
か
、
合
掌
と
な
っ
て
い
る
。
総
じ
て
、
尊
名
を
特
定
す
る

に
足
る
ほ
ど
特
徴
的
な
も
の
で
は
な
く
、
恭
敬
お
よ
び
供
養
と
総
称
で
き
る
種

類
の
、
一
般
的
な
形
と
言
え
よ
う
。
例
え
ば
『
法
華
経
』
の
「
法
師
品
」
に
、

「
…
こ
の
経
巻
を
敬
い
視
る
こ
と
仏
の
如
く
に
し
て
、
種
々
に
華
・
香
・
瓔
珞

・
抹
香
・
塗
香
・
焼
香
・
�
蓋
・
幢
幡
・
衣
服
・
伎
楽
を
供
養
し
、
乃
至
、
合

掌
し
恭
敬
せ
ば
、（
２２
）
…
」
と
あ
る
よ
う
な
内
容
で
あ
る
。

十
八
体
で
一
組
を
な
す
菩
薩
を
描
く
作
品
は
非
常
に
珍
し
い
と
思
わ
れ
る
が
、

『
法
華
経
』「
序
品
」
の
冒
頭
近
く
に
は
、
菩
薩
名
を
十
八
、
列
挙
す
る
箇
所
が

あ
る
。
釈
迦
が
霊
鷲
山
に
滞
在
し
て
い
た
と
き
、
共
に
い
た
者
が
多
く
あ
る
中

に
、
八
万
人
の
菩
薩
・
摩
訶
薩
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
菩
薩
の
具
体
名
と

し
て
、
文
殊
師
利
菩
薩
以
下
、
十
八
の
菩
薩
名
が
列
記
さ
れ
、「
か
く
の
如
き
等

と
も

の
菩
薩
・
摩
訶
薩
、
八
万
人
と
倶
な
り
き
」
と
記
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ

ち
、
十
八
人
の
菩
薩
は
そ
れ
だ
け
で
独
立
し
一
群
を
な
す
存
在
で
は
な
く
、
あ

く
ま
で
も
八
万
人
の
一
部
に
過
ぎ
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
経
中
で
そ
れ
ら
を
指

し
て
「
十
八
菩
薩
」
と
は
称
し
て
い
な
い
。

図５ 釈迦霊鷲山説法図 部分（菩薩、右）図６ 釈迦霊鷲山説法図 部分（菩薩、左）
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し
か
し
、
梁
の
法
雲
撰
述
『
法
華
義（
２３
）

記
』
の
巻
第
一
に
お
い
て
は
、
こ
の
箇

所
に
注
す
る
中
に
、「
其
名
曰
此
下
是
第
五
略
列
十
八
菩
薩
名
也
」
と
い
う
語
句

が
あ
る
よ
う
に
、
十
八
と
い
う
数
が
意
識
さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
こ
と
が
認
め

ら
れ
よ
う
。
浅
学
に
し
て
十
八
菩
薩
の
例
を
他
に
は
見
出
し
得
な
い
こ
と
と
、

そ
れ
が
他
な
ら
ぬ
『
法
華
経
』
で
あ
る
こ
と
か
ら
も
、
こ
の
箇
所
を
本
図
の
菩

薩
像
の
典
拠
と
し
て
ほ
ぼ
間
違
い
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
し
、
本
図
の
十

八
像
の
個
々
を
、
像
容
か
ら
そ
こ
に
挙
げ
ら
れ
た
諸
菩
薩
の
う
ち
ど
れ
か
に
該

当
さ
せ
る
材
料
は
な
く
、
あ
く
ま
で
も
こ
れ
ら
は
八
万
の
菩
薩
等
を
代
表
す
る

も
の
と
し
て
、
あ
え
て
一
般
的
な
形
で
描
か
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お

十
八
菩
薩
に
つ
い
て
以
上
の
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
な
ら
ば
、
先
に
見
た
中
尊
が

釈
迦
如
来
と
な
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

釈
迦
説
法
図
に
聴
聞
の
菩
薩
衆
を
表
す
場
合
、
そ
の
数
は
ど
う
な
っ
て
い
る

か
、
日
本
で
の
作
例
を
概
観
し
て
み
る
と
、
飛
鳥
時
代
の
法
隆
寺
金
堂
壁
画
の

う
ち
「
釈
迦
浄
土
図
」
は
釈
迦
の
印
相
が
説
法
印
で
は
な
い
が
参
考
と
な
る
の

を
は
じ
め
、
奈
良
時
代
の
東
大
寺
法
華
堂
伝
来
「
釈
迦
霊
鷲
山
説
法
図
」（「
法
華

堂
根
本
曼
荼
羅
」、
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
）
お
よ
び
「
刺
繍
釈
迦
如
来
説
法
図
」（
奈
良

国
立
博
物
館
）、
平
安
時
代
か
ら
鎌
倉
時
代
に
か
け
て
経
巻
見
返
や
掛
幅
な
ど

種
々
の
形
態
で
描
か
れ
た
法
華
経
絵
、
ま
た
経
絵
の
一
種
と
し
て
平
安
時
代
後

期
の
中
尊
寺
大
長
寿
院
の
「
金
光
明
最
勝
王
経
金
字
宝
塔
曼
荼
羅
」
十
図
の
う

ち
大
半
の
左
右
上
部
な
ど
に
配
さ
れ
る
霊
鷲
山
説
法
図
、
さ
ら
に
宋
仏
画
の
図

様
を
伝
え
る
も
の
と
し
て
、
寛
和
二
年
（
九
八
六
）
に
�
然
が
宋
か
ら
請
来
し
た
、

清
凉
寺
の
「
釈
迦
如
来
立
像
」
納
入
品
の
う
ち
版
画
「
霊
山
変
相
図
」
や
、
宋

の
嘉
定
元
年
（
一
二
〇
八
）
開
版
の
図
に
基
い
て
日
本
で
正
嘉
元
年
（
一
二
五

七
）
に
製
作
さ
れ
た
「
観
音
経
絵
巻
」（
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
美
術
館
）
の
巻
頭
の
図

も
含
め
、
お
し
な
べ
て
菩
薩
の
数
は
多
く
な
く
、
両
脇
侍
の
み
の
も
の
か
ら
六

体
ま
で
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。
例
外
的
に
多
い
も
の
と
し
て
、
平
安
中
期
か
ら

後
期
頃
と
見
ら
れ
る
本
興
寺
の
紺
紙
金
字
本
「
法
華
経
」
の
見
返
絵
が
あ
り
、

巻
に
よ
っ
て
一
定
し
な
い
が
、
四
体
か
ら
十
二
体
く
ら
い
ま
で
数
え
ら
れ
る
。

そ
れ
と
図
様
が
近
似
し
、
先
行
す
る
平
安
時
代
初
期
の
作
と
見
ら
れ
る
、
延
暦

寺
の
紺
紙
銀
字
本
の
見
返
絵
も
、
失
わ
れ
た
部
分
が
多
い
た
め
明
確
で
は
な
い

が
、
そ
れ
に
類
す
る
数
の
菩
薩
を
描
い
て
い
た
か
と
思
わ
れ（
２４
）

る
。
そ
の
中
に
あ

っ
て
、
本
図
の
十
八
体
は
全
く
異
例
で
、
図
様
の
系
統
を
知
り
難
く
、『
法
華

経
』
か
ら
直
接
に
導
き
出
し
た
独
自
の
図
様
で
は
な
い
か
と
推
察
さ
れ
る
。

像
の
表
現
を
見
る
と
、
体
�
は
、
極
端
な
撫
肩
で
ほ
っ
そ
り
と
伸
び
上
が
る

よ
う
な
、
華
奢
な
上
半
身
に
特
徴
が
あ
り
、
厳
島
神
社
に
数
本
あ
る
「
法
華
経

并
開
結
」
の
う
ち
の
一
部
や
、
妙
蓮
寺
本
「
法
華
経
并
開
結
」
な
ど
、
平
安
時

代
末
期
の
経
巻
見
返
絵
に
近
い
も
の
が
見
い
だ
さ
れ
、
奈
良
国
立
博
物
館
本

「
普
賢
菩
薩
像
」
な
ど
平
安
時
代
後
期
の
彩
色
仏
画
に
も
似
た
例
が
あ
る
。
ま

た
相
貌
に
つ
い
て
は
、
ふ
く
よ
か
な
輪
郭
に
小
振
り
の
目
鼻
を
配
す
る
点
で
、

平
安
時
代
後
期
の
仏
画
に
一
般
的
な
形
式
に
な
ら
っ
て
い
る
。
中
で
は
目
尻
が

か
な
り
吊
り
上
が
っ
た
鋭
い
眼
が
特
徴
的
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
眼
は
、
奈
良

国
立
博
物
館
本
「
虚
空
蔵
菩
薩
像
」
な
ど
鎌
倉
時
代
の
作
品
に
散
見
す
る
が
、

心
蓮
社
本
「
阿
弥
陀
三
尊
来
迎
図
」
や
東
寺
伝
来
「
十
二
天
像
」（
京
都
国
立
博
物

館
）
の
う
ち
「
羅
刹
天
」
の
脇
侍
像
な
ど
、
平
安
時
代
後
期
の
作
品
に
も
時
折
見

ら
れ
る
。

な
お
、
左
右
の
二
群
で
作
風
に
相
違
が
認
め
ら
れ
、
異
な
る
絵
師
が
分
担
し

て
製
作
し
た
ら
し
く
思
わ
れ
る
。
右
側
の
相
貌
は
、
輪
郭
が
眼
の
部
分
で
は
っ

き
り
と
括
れ
て
、
頬
を
大
き
く
膨
ら
ま
せ
、
目
鼻
の
表
情
は
穏
や
か
な
の
に
対

し
、
左
側
は
や
や
単
純
な
輪
郭
に
厳
し
い
表
情
を
示
し
、
脚
部
は
右
側
が
輪
郭

と
衣
文
線
で
円
味
を
強
調
す
る
の
に
対
し
、
左
側
は
よ
り
扁
平
で
あ
る
な
ど
、
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細
部
の
形
式
に
相
違
が
認
め
ら
れ
、
同
じ
工
房
に
属
す
る
絵
師
た
ち
の
間
で
の
、

異
な
る
個
性
が
表
れ
て
い
る
と
見
受
け
ら
れ
る
。

�
比
丘

如
来
の
下
辺
に
は
、
比
丘
形
像
十
体
（
図
７
）
が
左
右
に
五
体
ず
つ
分
か
れ
て

坐
り
、
い
ず
れ
も
持
物
は
な
く
、
お
お
む
ね
合
掌
し
て
如
来
を
仰
ぎ
見
る
姿
勢

を
と
っ
て
い
る
。
上
掲
の
『
法
華
経
』「
序
品
」
の
菩
薩
の
箇
所
の
前
に
は
、
釈

迦
と
共
に
い
た
者
の
最
初
に
、「
大
比
丘
衆
万
二
千
人
」
が
挙
げ
ら
れ
る
。
そ
れ

は
「
阿
羅
漢
」
で
あ
る
と
も
言
い
、
阿
若
�
陳
如
を
は
じ
め
と
す
る
二
十
一
人

の
名
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
も
菩
薩
の
場
合
と
同
様
に
、
多
数
の
代
表
と

し
て
挙
げ
ら
れ
る
に
過
ぎ
ず
、
二
十
一
と
い
う
数
に
特
に
意
味
が
あ
る
わ
け
で

は
な
い
と
思
わ
れ（
２５
）

る
。
二
十
一
人
の
中
に
は
、
釈
迦
十
大
弟
子
の
う
ち
優
婆
離

を
除
く
、
摩
訶
迦
葉
・
舎
利
弗
・
大
目
�
連
・
摩
訶
迦
旃
延
・
阿
�
楼
駄
（
阿

那
律
）・
富
楼
那
弥
多
羅
尼
子
・
修
菩
提
・
阿
難
・
羅
�
羅
の
九
人
が
含
ま
れ

て
い
る
。
優
婆
離
が
洩
れ
て
い
る
理
由
は
明
か
で
な
い
が
、
ほ
ぼ
十
大
弟
子
を

含
む
と
称
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
そ
の
他
十
二
人
も
、
大
方
は
仏
弟
子
と
し
て

名
が
知
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。

霊
山
説
法
図
に
表
さ
れ
る
仏
弟
子
の
数
も
、
主
な
作
例
に
つ
い
て
見
る
と
、

「
法
華
経
」
見
返
な
ど
に
比
較
的
小
さ
く
描
く
図
に
お
い
て
は
、
ま
れ
に
十
数

体
の
例
も
あ
る
が
、
二
体
か
ら
六
体
程
度
が
多
い
。
そ
れ
に
対
し
、
法
隆
寺
金

堂
壁
画
を
は
じ
め
大
き
く
描
か
れ
る
作
品
に
お
い
て
は
、
十
大
弟
子
を
表
す
十

体
が
多
く
、
そ
れ
に
次
い
で
多
い
の
は
、
十
六
羅
漢
を
表
す
で
あ
ろ
う
十
六
体

で
あ
る
。
こ
の
点
で
、
本
図
の
比
丘
形
像
の
数
は
通
例
に
倣
い
、
特
色
を
示
す

も
の
で
は
な
い
と
い
え
る
。

像
の
表
現
に
つ
い
て
見
る
と
、
本
図
の
十
人
は
顔
立
ち
・
肌
の
色
・
着
衣
が

様
々
で
、
老
若
の
別
も
見
て
取
ら
れ
、
意
識

的
に
そ
れ
ぞ
れ
個
性
的
に
描
き
分
け
て
い
る
。

し
か
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
個
々
の
像
の
尊
名

を
比
定
す
る
こ
と
は
難
し
い
で
あ
ろ
う
。
仏

弟
子
た
ち
の
個
性
的
描
写
は
、
法
隆
寺
金
堂

壁
画
以
来
伝
統
的
に
行
わ
れ
て
き
た
こ
と
で

あ
り
、
目
新
し
く
は
な
い
。
し
か
し
本
図
に

お
け
る
、
細
い
描
線
と
柔
ら
か
い
暈
し
彩
色

な
ど
に
よ
る
、
柔
軟
な
姿
勢
と
的
確
な
立
体

感
の
繊
細
な
表
現
は
、
菩
薩
像
に
お
け
る
画

一
的
な
固
め
の
表
現
と
は
っ
き
り
異
な
っ
た

印
象
を
与
え
る
こ
と
は
確
か
で
あ
り
、
凹
凸

の
あ
る
頭
部
の
輪
郭
や
、
彫
り
の
深
い
顔
立

ち
は
、
清
凉
寺
本
「
十
六
羅
漢
像
」
を
は
じ

め
と
す
る
、
宋
か
ら
請
来
さ
れ
た
羅
漢
図
諸

本
に
近
似
す
る
と
認
め
ら
れ
よ
う
。
し
か
し
、

ほ
と
ん
ど
が
横
向
き
な
い
し
斜
め
後
ろ
向
き

に
坐
る
像
は
、
羅
漢
図
か
ら
得
た
ま
ま
と
は
思
わ
れ
ず
、
自
在
に
形
を
変
え
て

描
い
た
趣
が
あ
る
。
小
さ
い
像
で
あ
る
に
拘
わ
ら
ず
、
天
真
寺
本
「
十
六
羅
漢

像
」
や
妙
心
寺
本
「
十
六
羅
漢
像
」
な
ど
、
宋
風
を
模
し
た
鎌
倉
時
代
の
羅
漢

図
諸
本
に
劣
ら
ず
と
い
う
以
上
に
、
よ
り
緻
密
に
行
っ
て
い
る
と
さ
え
思
わ
れ
、

本
図
の
諸
像
の
中
で
も
際
だ
っ
て
生
彩
が
あ
る
。
な
お
、
左
右
二
群
の
間
に
は
、

目
立
っ
た
作
風
の
相
違
が
見
ら
れ
な
い
。

図７ 釈迦霊鷲山説法図 部分（比丘）
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�
四
天
王

十
大
弟
子
の
左
右
下
に
二
体
ず
つ
分
か
れ
て
立
つ
神
将
形
像
（
図
８
・
９
）
は
、

四
天
王
と
思
わ
れ
る
。『
法
華
経
』「
序
品
」
冒
頭
に
会
衆
と
し
て
、
諸
菩
薩
の

次
に
記
さ
れ
る
一
群
中
に
、「
ま
た
名
月
天
子
・
普
光
天
子
・
宝
光
天
子
・
四

大
天
王
あ
り
て
、
そ
の
眷
属
三
万
の
天
子
と
倶
な
り
」
と
あ
る
う
ち
の
「
四
大

天
王
」
に
あ
た
ろ
う
。
い
ず
れ
も
邪
鬼
ま
た
は
岩
の
台
座
を
踏
ま
え
ず
地
面
に

直
接
立
つ
の
は
、
儀
軌
に
従
う
尊
像
と
し
て
の
正
確
さ
よ
り
も
、
情
景
に
溶
け

込
ま
せ
る
こ
と
の
方
を
重
視
し
た
も
の
で
、
釈
迦
説
法
図
な
ど
に
お
い
て
は
珍

し
い
こ
と
で
は
な
い
。

向
か
っ
て
右
端
の
像
は
、

右
手
で
三
叉
戟
を
突
き
立
て
、

左
手
に
は
塔
を
捧
げ
持
っ
て

お
り
、『
陀
羅
尼
集
経
』
等
に

説
か
れ
る
多
聞
天
に
相
違
な

い
。
左
か
ら
二
番
目
の
、
右

手
に
筆
、
左
手
に
巻
紙
を
持

つ
像
は
、『
般
若
守
護
十
六

善
神
形
態
』
に
説
か
れ
る
書

写
の
勢
の
広
目
天
と
認
め
ら

れ
る
。
以
上
、
北
方
守
護
と

西
方
守
護
の
二
尊
の
位
置
か

ら
し
て
、
四
像
を
方
位
に
従

っ
て
並
べ
た
と
は
解
し
得
ず
、

残
り
二
像
の
尊
名
を
位
置
か

ら
決
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

多
聞
天
の
隣
の
像
は
、
大
き
い
金
色
の
兜
を
着
け
、
鎧
の
上
に
、
赤
地
に
緑
の

円
文
、
裏
は
淡
青
の
合
羽
で
肩
か
ら
背
を
足
元
ま
で
覆
う
と
い
う
、
特
徴
的
な

着
衣
で
あ
る
。
合
掌
す
る
両
肘
に
剣
を
挟
み
持
つ
。
こ
の
形
の
像
は
、
南
宋
時

代
お
よ
び
高
麗
時
代
の
仏
画
や
写
経
の
見
返
絵
に
見
ら
れ
、
ま
た
我
が
国
で
も

鎌
倉
時
代
以
降
に
見
受
け
ら
れ
る
、
韋
駄
天
と
み
な
さ
れ
、
韋
駄
天
は
増
長
天

眷
属
の
八
将
の
一
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
本
図
に
お
い
て
は
増
長
天
の
代
わ
り
に
、

あ
る
い
は
増
長
天
と
し
て
描
か
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ（
２６
）

る
。
増
長
天
の

形
像
は
諸
経
に
よ
り
一
定
し
な
い
も
の
の
、
持
物
が
刀
剣
で
あ
る
点
に
つ
い
て

は
共
通
し
、
持
ち
方
は
と
も
か
く
、
持
物
と
し
て
は
本
図
の
像
と
齟
齬
し
な
い
。

広
目
天
の
隣
の
像
は
、
右
手
に
剣
を
持
ち
、
左
手
は
第
四
指
を
曲
げ
他
の
四
指

を
広
げ
る
特
徴
的
な
印
を
結
ぶ
が
、
こ
の
形
か
ら
尊
名
の
特
定
は
難
し
く
、
上

述
の
よ
う
に
三
像
が
決
ま
る
と
す
れ
ば
、
残
る
地
国
天
に
あ
て
ら
れ
る
こ
と
に

な
ろ
う
。
地
国
天
の
諸
形
像
の
中
に
も
、
刀
を
持
物
と
す
る
も
の
は
少
な
く
な

い
。表

現
に
つ
い
て
は
、
右
側
の
二
像
は
細
く
滑
ら
か
な
墨
線
に
よ
る
象
形
が
平

板
で
お
と
な
し
い
の
に
対
し
、
左
側
二
像
の
方
は
墨
線
に
抑
揚
が
あ
っ
て
躍
動

感
に
富
み
力
強
い
と
い
う
、
明
か
な
相
違
が
あ
る
。

�
そ
の
他
の
天
部
等

十
大
弟
子
の
下
辺
に
、
左
右
に
分
か
れ
て
五
体
ず
つ
、
非
常
に
変
化
に
富
む

像
容
を
示
す
が
、
総
じ
て
天
部
か
と
見
受
け
ら
れ
る
一
群
が
あ
る
。

右
側
（
図
１０
）
の
内
寄
り
か
ら
順
に
見
て
行
く
と
、
ま
ず
、
宝
冠
を
着
け
緑
色

の
衣
に
白
い
帯
を
締
め
た
男
性
が
身
を
屈
め
、
捧
げ
持
つ
盤
状
の
容
器
に
盛
っ

た
も
の
は
、
上
部
が
欠
損
し
て
お
り
詳
細
不
明
な
が
ら
、
青
い
玉
が
三
つ
ほ
ど

認
め
ら
れ
る
。
青
緑
色
の
龍
が
背
後
か
ら
男
の
肩
に
足
を
掛
け
て
の
し
掛
か
り
、

図８ 釈迦霊鷲山説法図 部分
（四天王、右）

図９ 釈迦霊鷲山説法図 部分
（四天王、左）
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男
性
像
と
一
緒
に
、
墨
に
銀
の

暈
を
付
す
と
見
ら
れ
る
涌
雲
に

足
元
を
埋
め
て
表
さ
れ
て
い
る
。

一
般
的
に
龍
王
と
称
さ
れ
る
も

の
で
あ
ろ
う
。

そ
の
後
の
像
は
、
墨
線
の
間

に
金
泥
線
を
入
れ
た
巻
き
毛
の

頭
部
に
、
顔
面
を
取
り
巻
く
よ

う
に
灰
緑
色
の
蛇
を
何
重
に
も

巻
き
付
け
、
右
手
で
そ
の
尾
を

�
む
ら
し
く
、
左
手
は
指
を
屈
し
て
前
に
向
け
、
大
袖
と
鰭
袖
の
衣
の
上
に
肩

鎧
を
着
け
、
裳
に
重
ね
て
腰
衣
を
着
け
、
肩
布
を
首
の
前
で
結
び
、
領
巾
を
肩

に
掛
け
、
爪
先
に
上
向
き
の
突
起
が
あ
る
沓
を
履
い
て
立
つ
。
衣
の
各
部
を
橙

や
青
や
緑
な
ど
に
塗
り
分
け
、
暈
を
施
し
た
り
、
連
珠
文
を
施
し
た
り
と
、
細

か
く
彩
色
し
て
い
る
。
蛇
を
巻
き
付
け
る
点
か
ら
、
蛇
の
神
格
化
と
さ
れ
る
、

八
部
衆
の
う
ち
の
摩
�
羅
伽
と
考
え
ら
れ（
２７
）

る
。

そ
の
右
下
に
立
つ
像
は
、
頭
部
が
鶏
形
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
や
は
り
八
部
衆

の
う
ち
の
迦
楼
羅
で
あ
ろ
う
。
大
袖
と
鰭
袖
の
衣
に
、
肩
衣
・
領
巾
を
着
け
て

い
る
。
赤
い
鶏
冠
や
、
や
は
り
墨
線
に
金
泥
線
を
配
す
る
後
頭
部
に
な
び
く
毛

の
鮮
や
か
さ
に
加
え
、
橙
地
に
赤
い
暈
の
衣
に
、
一
旦
橙
を
塗
っ
た
上
に
重
ね

て
塗
り
直
し
た
青
い
縁
取
り
な
ど
の
配
色
が
華
や
か
で
あ
る
。

迦
楼
羅
の
上
の
像
は
、
宝
冠
を
着
け
た
女
性
で
、
着
衣
は
大
袖
・
鰭
袖
・
肩

蔽
・
領
巾
で
あ
る
。
特
徴
は
、
胸
前
に
抱
え
た
細
長
い
包
み
に
あ
り
、
白
点
を

赤
の
円
で
囲
む
文
様
を
橙
地
に
施
し
た
、
筒
状
の
袋
か
と
見
ら
れ
る
も
の
の
両

端
を
垂
ら
し
て
い
る
。
こ
の
持
物
は
、
中
国
や
日
本
の
絵
画
に
し
ば
し
ば
見
ら

れ
る
、
隠
者
な
い
し
そ
の
従
者
が
持
つ
包（
２８
）
み
と
の
相
似
か
ら
、
琴
を
表
す
と
考

え
ら
れ
る
。
大
長
寿
院
の
「
金
光
明
最
勝
王
経
金
字
宝
塔
曼
荼
羅
」
は
、
こ
の

形
の
包
み
を
描
く
日
本
で
の
古
い
遺
例
で
あ
る
が
、
第
三
塔
で
は
、
宝
王
大
光

照
如
来
が
説
法
す
る
宝
荘
厳
と
い
う
仏
国
土
へ
向
か
う
男
性
が
、
ま
た
第
五
・

九
塔
で
は
、
釈
迦
が
説
法
し
て
い
る
塔
に
向
か
っ
て
歩
む
男
性
が
、
そ
れ
ぞ
れ

従
者
に
、
こ
の
包
み
を
胸
前
に
捧
げ
持
た
せ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
説
法
を
聴

聞
す
る
際
に
携
え
る
も
の
の
一
つ
と
い
う
認
識
が
あ
っ
た
こ
と
を
確
認
す
る
こ

と
が
で
き
、
本
図
と
意
味
的
に
関
連
す
る
も
の
と
し
て
注
意
さ
れ
よ
う
。
本
図

の
女
性
像
に
戻
っ
て
、
こ
の
持
物
か
ら
直
ち
に
特
定
で
き
る
尊
名
を
思
い
付
か

な
い
が
、
こ
の
像
の
姿
に
類
似
す
る
も
の
と
し
て
、
本
興
寺
本
「
法
華
経
曼
荼

（
２９
）
羅
」
第
一
幅
で
、
霊
山
説
法
の
場
面
に
表
さ
れ
た
多
数
の
会
衆
の
中
に
、
唐
装

の
女
性
が
袋
に
入
れ
た
琴
ら
し
い
も
の
を
胸
前
に
捧
げ
持
っ
て
坐
る
像
が
見
出

さ
れ
る
の
が
、
本
図
と
主
題
が
共
通
す
る
点
で
注
目
さ
れ
る
。
本
興
寺
本
の
像

の
隣
に
は
毘
沙
門
天
と
龍
王
が
並
ぶ
が
、
そ
の
他
周
辺
に
居
並
ぶ
の
は
、
鉢
様

の
も
の
を
捧
げ
持
つ
女
性
や
、
比
丘
尼
、
童
子
、
そ
し
て
官
人
風
の
男
性
な
ど

で
あ
り
、
こ
の
琴
を
持
つ
女
性
が
天
部
か
、
在
家
の
信
者
す
な
わ
ち
優
婆
夷
か

明
確
で
は
な
い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
側
の
女
性
の
持
つ
鉢
が
供
養
具
と
み
な
さ

れ
る
こ
と
と
の
関
連
か
ら
、
琴
は
奏
楽
供
養
を
表
す
と
解
さ
れ
う
る
で
あ
ろ
う
。

そ
の
背
後
に
立
つ
の
は
、
笏
を
構
え
た
唐
装
の
官
人
で
あ
り
、
頭
頂
部
に
戴

い
た
青
色
の
小
さ
い
花
形
の
よ
う
な
袋
様
の
帽
を
顎
に
廻
し
た
紐
で
結
び
つ
け

て
い
る
。
淡
紅
の
大
袖
の
衣
に
鰭
袖
の
付
い
た
緑
衣
を
重
ね
る
着
衣
は
他
の
諸

像
と
基
本
的
に
共
通
す
る
が
、
背
中
に
、
彩
色
が
剥
落
し
な
が
ら
も
下
描
き
の

か
く
た
い

う
わ

て

墨
線
で
、
腰
帯
か
ら
上
へ
膨
ら
む
曲
線
を
描
く
の
が
確
認
さ
れ
、
革
帯
の
上
手

部
分
を
表
す
と
み
な
さ
れ
る
の
は
、
唐
風
の
官
人
の
装
束
を
詳
細
に
描
写
す
る

も
の
と
し
て
見
落
と
せ
な
い
。
本
興
寺
本
「
法
華
経
曼
荼
羅
」
の
上
掲
の
女
性
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の
左
隣
に
も
、
同
様
に
革
帯
を
着
け
た
官
人
が
笏
を
構
え
て
坐
る
姿
が
あ
る
。

本
図
の
男
性
も
、
霊
山
説
法
に
参
じ
た
在
家
の
信
者
、
優
婆
塞
を
表
す
と
解
し

て
よ
い
と
思
わ
れ
る
。『
法
華
経
』「
序
品
」
冒
頭
部
の
会
衆
の
中
に
は
、
諸
天

部
の
後
に
、
優
婆
塞
の
代
表
と
し
て
挙
げ
ら
れ
た
と
思
わ
れ
る
、
韋
提
希
夫
人

の
子
の
阿
闍
世
王
が
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
像
を
そ
れ
に
当
て
る
こ

と
が
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
冠
の
簡
素
さ
は
王
に
ふ
さ
わ
し
く
な
い
と
も

見
ら
れ（
３０
）

る
。

左
側
（
図
１１
）
に
移
っ
て
、
最
も
内
寄
り
の
像
は
、
宝
冠
を
着
け
、
白
い
肉
身

の
上
半
身
に
、
白
橙
地
に
赤
い
暈
と
青
の
点
文
の
条
帛
と
、
緑
の
天
衣
を
掛
け
、

淡
青
の
裳
と
淡
緑
の
腰
衣
を
着
け
、
足
の
下
に
は
緑
の
蓮
肉
に
赤
い
花
弁
の
蓮

華
座
を
有
す
る
菩
薩
形
で
、
白
点
を
橙
の
円
で
囲
む
文
様
を
赤
地
に
施
し
た
袋

に
入
っ
た
、
琵
琶
を
抱
え
て
い
る
。
琵
琶
を
持
物
と
す
る
菩
薩
形
の
像
と
し
て

は
、
現
図
系
胎
蔵
曼
荼
羅
に
表
さ
れ
る
弁
才
天
が
あ
り
、
ま
た
二
十
八
部
衆
中

の
一（
３１
）
体
、
あ
る
い
は
阿
弥
陀
に
伴
う
二
十
五
菩
薩
の
う
ち
の
一（
３２
）
体
も
あ
る
が
、

い
ず
れ
も
そ
の
琵
琶
を
袋
に
入
れ
る
例
は
知
ら
れ
な
い
。
右
の
群
の
女
性
が
琴

を
袋
に
入
れ
る
の
と
関
連
し
て
い
よ
う
。
な
お
こ
の
菩
薩
形
像
は
、
柔
ら
か
い

身
の
こ
な
し
で
頭
部
だ
け

後
へ
振
り
向
け
て
い
る
点

に
注
意
し
て
お
き
た
い
。

そ
の
後
に
立
つ
像
は
、

宝
冠
を
着
け
、
大
袖
・
鰭

袖
・
肩
蔽
・
天
衣
な
ど
の

着
衣
で
、
右
手
に
独
鈷
杵

を
構
え
持
ち
、
左
手
は
胸

前
に
仰
向
け
て
、
頭
光
を

負
っ
て
い
る
。
像
容
を
諸
作
例
に
照
ら
し
て
、
帝
釈
天
と
認
め
ら
れ
よ
う
。

そ
の
背
後
に
半
ば
隠
れ
て
立
つ
像
も
同
様
の
着
衣
で
、
異
な
る
形
の
宝
冠
を

着
け
る
。
橙
色
の
地
に
赤
の
暈
し
を
施
し
白
と
青
で
円
形
の
文
様
を
配
し
、
青

の
縁
取
り
を
施
し
た
衣
が
鮮
や
か
で
あ
る
。
把
手
の
あ
る
ら
し
い
円
盤
状
の
も

の
を
右
手
に
持
ち
、
左
手
に
も
、
前
の
像
の
頭
光
の
陰
に
な
り
な
が
ら
、
同
形

の
も
の
を
向
か
い
合
わ
せ
の
形
に
持
つ
と
見
ら
れ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
持
物
は
楽

器
の
鐃
鉢
か
と
見
受
け
ら
れ
る
。
鐃
鉢
を
持
物
と
す
る
像
に
は
、
二
十
八
部
衆

中
の
神
母
天
と
さ
れ
る
一
体
が
あ
る
が
、
作
例
を
見
る
と
本
図
と
は
結
び
つ
き

難（
３３
）
い
。
前
に
立
つ
像
と
の
服
装
の
相
似
や
、
こ
の
像
も
同
じ
く
頭
光
を
負
う
こ

と
か
ら
見
て
、
前
の
像
と
組
に
な
っ
て
い
る
感
じ
が
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
神
母

天
と
い
う
特
殊
な
も
の
よ
り
は
、
持
物
に
疑
問
は
あ
っ
て
も
、
梵
天
と
し
て
描

か
れ
て
い
る
と
考
え
る
の
が
穏
当
で
は
な
い
か
と
一
応
考
え
て
お
く
。

そ
の
左
下
の
像
は
、
赤
身
に
三
面
四
臂
で
、
金
髪
は
逆
立
ち
、
左
右
第
一
手

に
弓
矢
を
執
り
、
挙
げ
た
第
二
手
に
日
月
を
捧
げ
持
っ
て
、
�
�
座
上
に
立
つ
。

六
臂
で
な
く
四
臂
で
あ
る
点
に
疑
問
は
あ
る
も
の
の
、
持
物
な
ど
そ
の
他
の
特

徴
を
、
蓮
華
王
院
の
「
二
十
八
部
衆
」
中
の
像
な
ど
の
作
例
に
照
ら
し
て
、
阿

修
羅
と
み
な
さ
れ（
３４
）
る
。
細
身
の
長
身
で
、
裳
を
短
く
着
け
脚
を
出
す
姿
は
、

若
々
し
さ
を
感
じ
さ
せ
る
。
橙
地
に
赤
い
暈
と
青
の
三
星
文
を
配
し
た
条
帛
や
、

青
い
天
衣
、
赤
地
に
青
と
白
に
よ
る
団
花
文
を
配
し
た
裳
、
緑
の
腰
衣
な
ど
、

華
や
か
な
彩
色
が
よ
く
残
っ
て
い
る
。
先
に
見
た
八
部
衆
中
の
諸
像
が
光
背
を

有
し
な
い
の
と
異
な
り
、
こ
の
像
も
八
部
衆
の
一
で
あ
り
な
が
ら
、
帝
釈
天
な

ど
直
前
の
二
像
と
同
じ
青
い
頭
光
を
負
う
こ
と
に
よ
り
、
そ
れ
ら
と
特
に
関
係

が
あ
る
こ
と
を
表
し
て
い
る
。

帝
釈
天
と
阿
修
羅
と
を
認
め
た
上
で
、
そ
れ
ら
を
振
り
返
る
姿
に
よ
っ
て
関

連
が
あ
る
こ
と
を
示
唆
す
る
、
琵
琶
を
持
つ
像
に
戻
る
と
、『
金
光
明
最
勝
王

図１１ 釈迦霊鷲山説法図
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（
３５
）
経
』「
大
弁
才
天
女
品
第
十
五
之
一
」
の
頌
に
お
い
て
、
弁
才
天
を
種
々
讃
歎
す

る
に
続
け
て
、「
阿
蘇

（
阿
修
羅
）羅

等
の
諸
天
衆
、
咸
く
共
に
其
の
功
徳
を
称
讃
し
、
乃

至
千
眼
帝
釈
主
も
、
殷
重
の
心
を
以
て
観
察
す
」
と
、
弁
才
天
と
阿
修
羅
（
阿
蘇

羅
）
お
よ
び
帝
釈
天
（
千
眼
は
帝
釈
の
異
称
）
の
関
連
を
記
す
と
こ
ろ
か
ら
、
こ
の

像
は
や
は
り
弁
才
天
と
み
な
す
の
が
適
当
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
し
琵
琶
を
袋
に

入
れ
る
点
は
な
お
疑
問
と
し
て
残
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
ま
た
後
に
触
れ
る

こ
と
が
あ
る
。

最
も
手
前
に
立
つ
像
は
女
性
で
、
冠
を
着
け
、
緑
の
大
袖
・
赤
の
肩
蔽
・
淡

褐
色
の
領
巾
、
淡
青
の
裳
な
ど
の
着
衣
は
、
右
側
の
琴
を
持
つ
女
性
と
同
種
の

姿
で
あ
る
が
、
や
や
差
し
出
し
た
右
手
の
先
が
欠
損
し
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、

特
徴
に
欠
け
る
。
と
り
あ
え
ず
形
か
ら
は
、
高
貴
の
女
性
と
し
て
お
く
ほ
か
な

い
。
右
側
の
優
婆
塞
と
対
を
成
す
優
婆
夷
、
す
な
わ
ち
在
家
の
女
性
信
者
に
当

て
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
か
。
な
お
『
法
華
経
』「
序
品
」
は
、
優
婆
夷
に

つ
い
て
は
固
有
名
詞
を
挙
げ
て
い
な
い
。

以
上
繁
雑
に
な
っ
た
が
、
十
体
に
つ
い
て
見
て
き
た
と
こ
ろ
を
整
理
す
る
と
、

一
部
不
確
定
な
像
も
あ
る
も
の
の
、
天
部
の
代
表
と
い
え
る
梵
天
・
帝
釈
天
、

広
範
に
信
仰
さ
れ
た
弁
才
天
、
次
い
で
八
部
衆
の
う
ち
摩
喉
羅
伽
・
迦
楼
羅
・

阿
修
羅
・
龍
王
、
そ
し
て
優
婆
塞
・
優
婆
夷
な
ど
で
あ
り
、『
法
華
経
』「
序

品
」
に
会
衆
と
し
て
最
後
に
記
さ
れ
る
天
部
た
ち
と
、
加
え
て
在
家
信
者
を
、

代
表
的
な
も
の
に
よ
っ
て
表
す
と
み
な
さ
れ
よ
う
。

こ
れ
ら
に
類
す
る
像
を
、
霊
山
説
法
図
の
主
な
例
に
つ
い
て
見
る
と
、
ま
ず

宋
画
で
は
、
清
凉
寺
釈
迦
像
納
入
の
版
画
「
霊
山
変
相
図
」
に
は
、
二
菩
薩
と

十
大
弟
子
の
外
側
を
囲
ん
で
二
十
体
の
様
々
の
像
が
描
か
れ
る
中
に
、
龍
王
二

体
・
阿
修
羅
・
摩
�
羅
伽
・
乾
闥
婆
が
認
め
ら
れ
る
が
、
そ
の
他
異
形
の
像
の

多
く
は
尊
名
が
不
詳
で
、
日
本
の
諸
作
と
は
か
な
り
様
相
を
異
に
す
る
。
雲
龍

院
の
宋
版
「
法
華
経
」
見
返
絵
に
は
像
に
名
札
が
付
い
て
お
り
、
四
天
王
・
阿

修
羅
・
乾
闥
婆
・
龍
王
・
迦
楼
那
（
迦
楼
羅
か
、
鳳
凰
を
負
う
神
将
形
）・
梵
王
な

ど
多
数
含
ま
れ
、
阿
闍
世
王
ほ
か
男
女
も
列
す
る
。
ま
た
宋
版
に
基
づ
く
鎌
倉

時
代
の
「
法
華
経
絵
巻
」（
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
美
術
館
）
巻
首
の
釈
迦
説
法
図
に
は
、

神
将
形
六
体
・
阿
修
羅
・
龍
王
・
矢
や
戟
を
持
つ
三
面
六
臂
像
な
ど
が
見
ら
れ
、

天
部
で
は
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
華
籠
を
持
つ
女
性
像
も
二
体
混
じ
り
、
前

に
は
王
な
ど
俗
形
の
男
性
が
多
く
居
並
ぶ
。

平
安
時
代
の
例
で
は
談
山
神
社
の
「
法
華
経
宝
塔
曼
荼
羅
」
に
は
、
塔
の
下

部
の
ほ
か
左
右
の
説
話
図
の
中
に
も
、
霊
鷲
山
説
法
の
場
面
が
多
く
描
か
れ
て

い
る
が
、
会
衆
に
含
ま
れ
る
天
部
は
神
将
形
に
限
ら
れ
、
数
は
一
体
も
な
い
も

の
か
ら
八
体
ま
で
一
定
し
な
い
。
大
長
寿
院
の
「
金
光
明
最
勝
王
経
金
字
宝
塔

曼
荼
羅
」
に
お
い
て
は
天
部
が
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
が
、
第
一
塔
の
右
上
部

分
に
、
馬
頭
・
鶏
頭
・
象
頭
の
像
が
認
め
ら
れ
、
緊
那
羅
・
迦
楼
羅
等
と
思
わ

れ（
３６
）
る
。
鎌
倉
時
代
初
期
の
海
住
山
寺
本
「
法
華
経
曼
荼
羅
」
で
は
、
釈
迦
の
左

右
下
に
分
か
れ
て
居
並
ぶ
中
に
、
本
図
に
似
た
形
の
龍
王
や
、
阿
修
羅
・
摩
�

羅
伽
が
見
い
だ
さ
れ
る
他
、
神
将
形
の
天
部
が
多
く
、
前
に
は
王
侯
貴
族
の
風

俗
の
優
婆
塞
・
優
婆
夷
た
ち
が
供
人
を
伴
っ
て
参
集
し
て
い
る
。
大
福
田
寺
の

「
釈
迦
八
相
図
」
中
の
霊
鷲
山
説
法
の
場
面
で
は
、
画
絹
の
損
傷
の
た
め
に
不

明
瞭
な
部
分
が
あ
る
が
、
四
天
王
・
二
王
・
阿
修
羅
な
ど
が
見
ら
れ
、
そ
の
他

女
性
形
の
像
も
数
体
混
じ
り
、
宝
珠
な
ど
の
持
物
も
認
め
ら
れ
る
。

総
じ
て
、
八
部
衆
を
揃
え
る
な
ど
体
系
的
な
描
写
は
行
わ
な
い
の
が
普
通
で
、

か
な
り
自
由
に
選
択
し
て
描
か
れ
る
が
、
中
で
は
四
天
王
な
ど
の
神
将
像
や
阿

修
羅
・
龍
王
な
ど
の
頻
度
が
比
較
的
高
く
、
本
図
の
場
合
も
そ
の
傾
向
か
ら
大

き
く
外
れ
る
と
こ
ろ
は
な
い
。
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�
構
成

改
め
て
中
央
部
全
体
を
見
る
と
、
諸
像
は
与
え
ら
れ
た
空
間
に
比
し
て
小
さ

め
に
表
さ
れ
、
や
や
多
す
ぎ
と
も
見
え
る
ほ
ど
十
分
な
間
隔
を
と
っ
て
配
さ
れ

て
い
る
。
そ
の
た
め
、
会
座
に
参
じ
て
い
る
か
の
よ
う
な
陶
酔
の
感
覚
を
見
る

者
に
与
え
る
、
情
景
の
迫
力
は
備
わ
っ
て
い
な
い
。
こ
こ
に
あ
る
も
の
は
、
霊

山
説
法
と
い
う
事
象
を
客
観
的
に
眺
め
る
、
冷
静
な
視
点
で
あ
る
。

こ
こ
で
、
釈
迦
を
囲
む
菩
薩
衆
と
十
大
弟
子
が
坐
像
で
あ
る
の
に
対
し
、
四

天
王
お
よ
び
天
部
等
十
体
の
像
は
、
立
っ
た
姿
で
、
し
か
も
少
し
離
れ
た
位
置

に
表
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
注
意
し
た
い
。『
法
華
経
』「
序
品
」
に
は
、
聴
聞
の

四
衆
を
列
挙
し
た
後
、「
各
、
仏
足
を
礼
し
、
退
い
て
一
面
に
坐
せ
り
」
と
記
さ

れ
る
の
で
、
そ
れ
を
正
確
に
絵
画
化
す
る
な
ら
ば
、
す
べ
て
坐
像
で
な
け
れ
ば

な
る
ま
い
。
も
ち
ろ
ん
そ
の
通
り
に
表
す
図
が
古
来
あ
り
、「
法
華
経
」
見
返
絵

「
霊
山
説
法
図
」
の
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
や
、
談
山
神
社
本
「
法
華
経
宝
塔
曼
荼

羅
」
の
第
五
・
六
幅
お
よ
び
開
結
両
経
幅
の
下
端
部
、
鎌
倉
時
代
後
期
の
本
法

寺
本
「
法
華
経
宝
塔
曼
荼
羅
」
第
一
・
六
幅
、
本
興
寺
本
「
法
華
経
曼
荼
羅
」

の
当
該
部
分
な
ど
を
例
に
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
一
方
で
、
清
凉
寺
本

尊
納
入
の
版
画
「
霊
山
変
相
図
」
や
、
談
山
神
社
本
「
法
華
経
宝
塔
曼
荼
羅
」

の
う
ち
上
に
挙
げ
た
以
外
の
六
幅
の
下
端
部
、
大
福
田
寺
本
「
釈
迦
八
相
図
」

な
ど
の
よ
う
に
、
釈
迦
の
両
脇
に
密
集
す
る
諸
衆
の
ほ
と
ん
ど
を
立
像
と
し
、

前
で
拝
す
る
若
干
の
衆
だ
け
を
坐
像
で
表
す
図
も
少
な
く
な（
３７
）

い
。
そ
の
中
に
あ

っ
て
本
図
は
、
釈
迦
に
近
い
位
置
で
取
り
巻
く
菩
薩
と
十
大
弟
子
は
坐
像
、
そ

れ
よ
り
下
部
の
諸
衆
は
立
像
と
い
う
組
み
合
わ
せ
に
な
っ
て
い
る
の
が
異
例
で

あ
り
、
特
別
の
意
図
が
あ
る
こ
と
を
思
わ
せ
る
。
上
の
諸
衆
が
釈
迦
に
注
目
し

て
い
る
の
に
比
べ
る
と
、
下
の
諸
衆
の
う
ち
特
に
中
の
十
体
は
向
き
が
ま
ち
ま

ち
で
集
中
性
に
欠
け
る
の
も
、
立
っ
た
姿
勢
に
応
じ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
説
法

の
場
に
到
着
は
し
た
も
の
の
、
未
だ
聴
聞
の
態
勢
に
入
っ
て
い
な
い
状
態
を
示

す
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
先
に
疑
問
と
し
て
残
し
て
お
い
た
、
こ
の
う
ち
二

像
の
持
物
、
琴
と
琵
琶
が
袋
に
包
ま
れ
て
い
る
こ
と
も
、
彼
ら
が
こ
こ
ま
で
移

動
し
て
来
た
と
こ
ろ
を
表
す
と
考
え
れ
ば
自
然
な
形
と
受
け
止
め
ら
れ
、
表
現

意
図
を
体
し
て
行
き
届
い
た
描
写
と
み
な
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
天
部
等
諸
像
の
動

的
な
表
現
は
、
観
者
を
説
法
の
場
へ
導
き
入
れ
る
た
め
の
媒
介
の
役
割
を
果
た

す
構
成
要
素
で
も
あ
る
と
い
え
よ
う
。

ま
た
、
こ
の
部
分
の
地
に
目
を
向
け
る
と
、
全
体
が
均
一
で
は
な
く
、
右
下

隅
を
低
い
三
角
形
状
に
占
め
る
部
分
と
、
そ
の
少
し
上
に
左
か
ら
楔
状
に
伸
び

る
部
分
、
上
端
部
の
左
右
一
杯
な
ど
に
、
明
る
い
灰
緑
色
を
あ
ま
り
厚
く
な
く

塗
っ
て
周
囲
を
暈
し
て
お
り
、
草
地
を
表
す
と
み
な
さ
れ
る
。
そ
の
他
の
白
っ

ぽ
い
部
分
の
絹
目
に
嵌
っ
て
光
っ
て
い
る
も
の
は
、
銀
泥
と
見
受
け
ら
れ
、
擦

り
つ
け
る
よ
う
に
淡
く
塗
ら
れ
て
、
地
面
に
明
る
い
輝
き
を
控
え
め
に
付
与
し

て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
彩
色
に
よ
り
こ
の
空
間
は
、
観
念
的
に
荘
厳

さ
れ
超
越
性
を
帯
び
た
仏
の
世
界
と
は
異
質
な
、
人
間
界
と
同
じ
具
体
性
を
帯

び
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
こ
れ
は
『
法
華
経
』
に
、
釈
迦
は
常
に
娑
婆
世
界
に
あ

っ
て
教
化
す
る
と
あ
る
の
に
ふ
さ
わ
し
い
表
現
で
あ
る
。
ま
た
、
地
の
彩
色
が

不
相
称
で
あ
る
ゆ
え
に
、
諸
像
配
置
の
相
称
性
が
引
き
起
こ
し
が
ち
な
堅
苦
し

さ
を
和
ら
げ
る
効
果
も
あ
る
。
な
お
、
こ
の
部
分
に
お
け
る
地
の
彩
色
に
つ
い

て
は
、
下
の
部
分
と
の
関
係
で
後
に
再
び
触
れ
る
こ
と
が
あ
る
。

（
二
）
上
部
の
風
景

�
霊
鷲
山

中
央
の
説
法
場
面
を
挟
ん
で
、
上
と
下
の
二
部
分
に
分
か
れ
て
、
自
然
の
風

景
が
表
さ
れ
て
い
る
。
ど
ち
ら
も
山
を
主
と
し
、
色
調
も
共
通
す
る
の
で
、
上
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下
合
わ
せ
て
中
央
部
分
を
包
み
込
む
効
果
も
あ
る
が
、
上
下
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る

役
割
も
負
っ
て
い
よ
う
。

ま
ず
上
部
に
は
、
左
右
一
杯
に
山
が
連
な
り
、
そ
の
裾
を
隠
し
て
帯
状
の
霞

が
層
を
な
し
て
立
ち
籠
め
る
。
霞
は
、
縁
に
青
を
濃
く
暈
し
塗
り
し
、
内
部
の

青
が
淡
い
部
分
は
絹
の
焼
け
た
よ
う
な
褐
色
を
呈
し
て
い
る
。
山
峰
は
五
つ
数

え
ら
れ
、
概
ね
左
右
対
称
で
、
中
の
峰
ほ
ど
高
く
、
中
央
の
峰
は
特
に
高
く
ま

た
大
き
く
て
、
集
中
的
な
構
成
に
な
っ
て
い
る
。

中
央
の
峰
（
図
１２
）
の
あ
た
り
に
は
絹
の
細
か
い
欠
損
が
集
中
し
て
い
る
た

め
に
、
形
態
を
確
認
し
に
く
い
が
、
墨
の
輪
郭
線
と
青
お
よ
び
緑
な
ど
の
暈
し

彩
色
で
表
さ
れ
た
峰
の
形
を
、
赤
外
線
写
真
（
図
１３
）
や
修
理
途
中
の
裏
面
か
ら

の
観
察
も
援
用
し
な
が

ら
見
る
と
、
頂
上
部
は

円
く
、
向
か
っ
て
右
の

肩
部
は
、
稜
線
が
急
角
度
で
下
り
か
け
た
あ
た
り
で
画
絹
が
欠
損
し
て
い
る
た

め
、
明
確
で
は
な
い
も
の
の
、
欠
損
部
の
上
下
に
認
め
ら
れ
る
滑
ら
か
な
曲
線

が
連
続
す
る
か
と
見
ら
れ
、
途
中
で
輪
郭
の
縊
れ
な
ど
目
立
っ
た
変
化
を
生
じ

る
ほ
ど
欠
損
部
の
広
さ
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
突
出
し
た
峰
部
の
下
に
、

よ
り
緩
や
か
な
傾
斜
の
曲
線
で
形
作
ら
れ
た
、
大
き
い
膨
ら
み
を
も
つ
山
腹
部

が
あ
り
、
峰
部
を
受
け
て
い
る
。
頂
部
の
左
も
稜
線
が
急
角
度
の
曲
線
で
下
り

か
け
る
が
、
そ
の
先
の
、
損
傷
が
激
し
い
あ
た
り
に
は
、
稜
線
の
延
長
に
あ
た

る
線
や
青
緑
の
彩
色
を
、
見
出
す
こ
と
が
で
き
な
い
。
少
し
下
の
、
内
側
に
引

っ
込
ん
だ
位
置
に
、
や
や
膨
ら
み
を
も
っ
て
縦
に
伸
び
る
輪
郭
が
あ
り
、
そ
の

下
方
で
左
へ
張
り
出
し
た
膨
ら
み
を
作
り
、
ゆ
っ
く
り
と
内
側
へ
戻
っ
て
行
く
。

こ
の
部
分
は
損
傷
が
甚
だ
し
い
が
、
残
存
す
る
画
絹
に
褐
色
の
彩
色
が
あ
り
、

岩
の
露
出
し
た
崖
面
を
表
す
と
見
ら
れ
る
。
こ
の
部
分
と
同
じ
彩
色
の
断
片
が

頂
部
の
左
下
一
帯
に
散
在
す
る
と
こ
ろ
か
ら
、
こ
の
崖
は
上
部
で
左
方
へ
張
り

出
し
て
、
頂
部
を
受
け
る
か
と
推
定
さ
れ
る
け
れ
ど
も
、
両
者

の
接
続
部
の
輪
郭
は
損
傷
の
た
め
確
認
し
難
い
。
上
述
の
縦
の

輪
郭
部
分
の
陰
に
交
わ
る
形
で
、
左
へ
緩
や
か
に
下
る
尾
根
が

あ
り
、
ま
た
張
り
出
し
た
部
分
と
交
わ
る
形
で
も
、
や
は
り
左

へ
下
る
も
う
一
つ
の
尾
根
が
あ
る
。
突
出
し
た
峰
部
の
左
右
に

取
り
付
く
こ
れ
ら
の
低
い
山
の
部
分
は
、
緩
や
か
に
う
ね
る
比

較
的
単
純
な
曲
線
で
柔
ら
か
い
膨
ら
み
を
描
き
、
そ
の
内
部
に

は
、
裾
か
ら
切
れ
込
む
谷
を
左
右
に
設
け
、
そ
れ
ら
の
谷
に
沿

っ
た
側
筆
の
掃
き
付
け
も
裏
面
か
ら
認
め
ら
れ
て
、
凹
凸
に
富

み
量
感
の
あ
る
山
を
形
作
っ
て
い
る
。
以
上
の
よ
う
な
描
写
か

ら
、
こ
の
中
央
の
峰
は
、
鷲
が
頭
部
を
左
方
に
向
け
て
立
て
、

胸
を
張
り
、
左
右
に
翼
を
広
げ
た
雄
偉
な
姿
と
み
な
さ
れ
、

図１２ 釈迦霊鷲山説法図 部分（霊鷲山）

図１３ 釈迦霊鷲山説法図 部分（霊鷲山） 赤外線写真
（修復前）
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『
法
華
経
』
は
じ
め
諸
経
に
、
釈
迦
如
来
が
住
し
説
法
す
る
場
と
し
て
説
か
れ

る
「
王
舎
城
の
耆
闍
崛
山
」、
通
称
「
霊
鷲
山
」
を
表
す
と
み
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

霊
鷲
山
の
形
に
つ
い
て
は
、
依
る
べ
き
決
ま
り
が
あ
る
わ
け
で
は
な
く
、
我

が
国
の
古
代
仏
教
絵
画
の
母
体
と
し
て
の
中
国
の
状
況
を
反
映
す
る
資
料
と
し

て
常
に
取
り
上
げ
ら
れ
る
、
燉
煌
莫
高
窟
壁
画
に
お
い
て
は
、
霊
鷲
山
と
み
な

さ
れ
る
場
面
の
ど
れ
を
と
っ
て
も
、
峰
は
鷲
形
に
描
か
れ
て
お
ら（
３８
）
ず
、
宋
版
本

の
霊
山
説
法
図
の
遺
例
に
も
鷲
型
の
峰
は
見
出
だ
さ
れ
な
い
の
で
、
中
国
に
は

霊
鷲
山
を
鷲
形
に
表
す
図
像
が
な
か
っ
た
と
考
え
て
よ
さ
そ
う
に
思
わ
れ
る
。

我
が
国
の
遺
品
で
も
、
飛
鳥
時
代
か
ら
平
安
時
代
初
期
頃
ま
で
は
、
鷲
型
が
見

（
３９
）
ら
れ
ず
、
鷲
形
の
霊
鷲
山
が
初
め
て
見
ら
れ
る
の
は
、
十
一
世
紀
前
半
の
作
と

み
な
さ
れ
る
金
剛
証
寺
本
「
紺
紙
金
字
法
華
経
并
無
量
義
経
・
般
若
心（
４０
）
経
」
の

う
ち
「
法
華
経
巻
第
一
」
の
見
返
絵
あ
た
り
で
あ
る
と
思
わ
れ
、
鷲
形
の
霊
鷲

山
の
定
型
は
、
十
一
世
紀
半
ば
こ
ろ
に
成
立
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
以
後
は
、

平
安
・
鎌
倉
時
代
の
経
巻
の
見
返
絵
な
ど
諸
遺
品
に
見
ら
れ
る
通
り
、
霊
鷲
山

は
、
呼
称
に
即
し
て
峰
が
鷲
の
頭
部
形
に
突
き
出
る
と
い
う
、
か
な
り
非
現
実

的
な
形
に
描
か
れ
る
こ
と
が
普
通
で
あ
り
、
本
図
の
場
合
も
そ
の
一
例
に
過
ぎ

な（
４１
）

い
。

彩
色
は
、
主
と
な
る
明
る
い
緑
を
、
褐
色
の
谷
の
部
分
を
少
し
暈
し
て
残
し

な
が
ら
、
厚
く
塗
っ
た
上
に
、
概
ね
尾
根
部
分
に
青
を
暈
し
て
重
ね
、
一
層
の

量
感
を
表
し
て
い
る
。
そ
の
上
に
さ
ら
に
重
ね
て
量
感
を
強
調
す
る
要
素
と
し

て
、
松
を
表
す
と
み
な
さ
れ
る
叢
林
を
所
々
に
配
す
る
が
、
笠
形
が
重
な
る
よ

う
な
茂
り
は
山
に
施
さ
れ
た
緑
よ
り
も
深
い
緑
で
、
ま
た
並
列
す
る
幹
と
短
く

出
る
枝
は
墨
で
描
い
て
、
大
き
い
か
た
ま
り
を
な
し
て
い
る
。
左
右
の
尾
根
の

上
部
は
こ
の
叢
林
で
覆
わ
れ
、
ま
た
剥
落
の
進
ん
だ
頂
部
に
も
、
同
じ
種
類
の

叢
林
の
痕
跡
が
あ
り
、
裏
面
か
ら
は
、
頂
部
の
輪
郭
に
重
な
っ
て
一
杯
に
並
ん

だ
幹
や
、
高
く
盛
り
上
が
る
茂
り
が
よ
く
確
認
さ
れ
た
。
こ
の
様
に
豊
か
な
樹

叢
に
よ
っ
て
、
観
念
的
な
形
の
峰
の
輪
郭
が
柔
か
く
ぼ
か
さ
れ
、
自
然
な
感
じ

に
整
え
ら
れ
て
い
る
。

な
お
、
こ
の
峰
の
左
側
の
尾
根
部
の
上
に
、
取
り
付
く
よ
う
に
小
さ
く
配
さ

れ
た
、
淡
い
緑
色
の
小
さ
い
突
出
部
に
も
注
意
し
た
い
。
現
状
で
は
か
な
り
見

え
に
く
く
な
っ
て
い
る
が
、
赤
外
線
写
真
に
よ
り
輪
郭
線
が
明
瞭
に
見
ら
れ
、

そ
の
形
は
、
左
下
か
ら
軽
く
波
打
ち
な
が
ら
斜
め
に
上
っ
た
稜
線
が
、
頂
を
過

ぎ
た
と
こ
ろ
で
急
に
落
ち
て
行
き
、
尾
根
に
到
っ
て
い
る
。
そ
の
内
部
に
は
、

輪
郭
に
沿
う
形
に
側
筆
を
掃
き
付
け
て
、
立
体
感
を
与
え
て
い
る
。
そ
の
先
に

も
う
一
つ
同
形
反
復
的
に
重
な
る
も
の
を
加
え
て
い
る
の
も
認
め
ら
れ
る
。
こ

の
様
に
尾
根
に
取
り
付
く
感
じ
の
白
っ
ぽ
い
岩
は
、「
信
貴
山
縁（
４２
）

起
」（
朝
護
孫

子
寺
）
の
山
景
描
写
に
多
用
さ
れ
て
お
り
、
中
で
も
「
延
喜
加
持
巻
」
の
第
十
九

紙
の
は
じ
め
に
あ
る
も
の
は
、
輪
郭
も
本
図
と
よ
く
似
て
い
る
。

中
央
の
峰
以
外
に
も
眼
を
向
け
る
と
、
よ
り
低
い
峰
が
左
右
に
二
つ
ず
つ
、

し
か
も
外
ほ
ど
小
さ
く
配
さ
れ
て
、
左
右
相
称
性
を
示
し
、
ひ
と
き
わ
大
き
い

中
央
の
峰
へ
の
求
心
的
な
構
成
に
な
っ
て
い
る
。「
法
華
堂
根
本
曼
荼
羅
」
の
霊

鷲
山
が
、
中
央
部
を
大
き
く
占
め
る
主
峰
に
加
え
て
、
左
右
に
谷
を
挟
ん
で
脇

の
山
を
配
し
て
い
る
の
を
は
じ
め
と
し
て
、
霊
鷲
山
は
単
独
で
な
く
、
複
数
の

峰
の
集
合
と
し
て
描
か
れ
る
の
が
普
通
で
あ
る
。「
法
華
経
」
見
返
絵
の
諸
例
に

あ
た
っ
て
み
る
と
、
十
二
世
紀
半
ば
頃
の
百
済
寺
本
「
法
華
経
」
あ
た
り
ま
で

は
、
左
右
の
峰
の
数
が
異
な
る
な
ど
形
式
に
変
異
が
多
く
、
平
安
時
代
最
末
期

に
到
っ
て
、
左
右
対
称
性
が
定
型
化
す
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

左
右
の
各
峰
の
表
現
は
、
中
央
の
峰
の
両
翼
部
に
準
じ
る
。
柔
ら
か
い
が
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所
々
に
変
化
を
含
み
単
調
に
陥
ら
な
い
曲
線
で
輪
郭
を
形
作
り
、
内
部
に
は
裾

か
ら
中
腹
ま
で
伸
び
る
谷
を
一
二
刻
む
か
、
前
に
低
い
山
を
一
つ
重
ね
る
程
度

の
単
純
な
形
式
で
、
彩
色
は
緑
を
主
と
し
、
そ
の
一
部
に
青
を
重
ね
て
量
感
を

生
み
出
し
、
ま
た
変
化
を
つ
け
る
た
め
小
部
分
に
褐
色
お
よ
び
白
っ
ぽ
い
部
分

を
配
し
て
、
穏
や
か
な
山
並
み
が
表
さ
れ
て
い
る
。
面
的
な
ま
と
ま
り
を
も
つ

密
集
し
た
松
の
叢
林
を
所
々
に
、
特
に
山
の
輪
郭
に
重
な
る
位
置
に
多
く
配
す

る
こ
と
に
よ
り
、
輪
郭
を
和
ら
げ
、
か
つ
量
感
の
増
幅
に
資
し
て
い
る
。
こ
の

叢
林
の
配
し
方
は
、
例
え
ば
「
信
貴
山
縁
起
」
が
、
空
間
展
開
の
躍
動
感
を
尊

重
し
、
山
の
輪
郭
を
損
な
わ
な
い
よ
う
主
に
輪
郭
の
外
側
に
帯
状
に
並
べ
て
少

な
め
に
施
す
の
と
は
異
質
で
あ
り
、
山
そ
の
も
の
の
描
写
と
併
せ
て
、
風
景
の

表
現
を
温
雅
に
し
て
い
る
。

盛
り
上
が
り
の
目
立
つ
山
の
形
態
は
、
天
喜
元
年
（
一
〇
五
三
）
の
平
等
院
鳳

凰
堂
扉
絵
「
九
品
来
迎
図
」
お
よ
び
「
日
想
観
図
」
の
中
景
部
分
の
山
に
、
叢

林
の
配
し
方
も
含
め
て
相
似
し
、
彩
色
法
も
基
本
的
に
共
通
す
る
。
相
違
点
を

挙
げ
る
と
す
れ
ば
、
鳳
凰
堂
扉
絵
の
方
が
懸
崖
部
を
多
く
含
み
、
ま
た
前
後
の

重
な
り
を
積
極
的
に
表
し
て
お
り
、
本
図
の
方
が
よ
り
柔
ら
か
み
を
示
し
、
ま

た
五
峰
が
横
一
列
に
並
ぶ
こ
と
に
よ
っ
て
、
空
間
を
平
板
に
す
る
こ
と
で
あ
ろ

う
。
保
延
二
年
（
一
一
三
六
）
に
宮
廷
絵
所
の
藤
原
宗
弘
が
製
作
し
た
「
両
部
大

経
感
得
図
」（
藤
田
美
術
館
）
で
も
、
近
景
な
い
し
中
景
と
み
な
さ
れ
る
部
分
に
、

本
図
に
近
い
形
の
山
が
見
ら
れ
る
が
、
前
後
の
重
な
り
を
か
な
り
極
端
に
表
し

て
い
る
の
は
、
鳳
凰
堂
扉
絵
の
表
現
が
形
式
化
し
た
も
の
と
み
な
さ
れ
よ
う
。

十
二
世
紀
前
半
と
推
定
さ
れ
る
「
源
氏
物
語
絵
巻
」
の
う
ち
「
関
屋
図
」（
徳
川

美
術
館
）
の
山
も
近
景
か
ら
中
景
に
属
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
形
態
や
並
列
的

な
構
成
法
は
本
図
と
よ
く
似
て
お
り
、
濃
厚
な
彩
色
法
も
基
本
的
に
共
通
し
て

い
る
。
ま
た
一
方
で
叢
林
に
関
し
て
は
、
形
式
や
山
の
輪
郭
に
多
く
重
ね
ら
れ

る
配
し
方
が
、
十
一
世
紀
後
半
と
見
ら
れ
る
東
寺
伝
来
「
山
水
屏
風
」（
京
都
国

立
博
物
館
）
の
遠
景
に
お
け
る
も
の
と
明
か
な
共
通
性
を
示
す
も
の
の
、
本
図

の
方
が
量
が
多
く
、
山
を
覆
う
度
合
い
が
強
い
た
め
、
山
を
近
く
見
て
い
る
よ

う
に
感
じ
さ
せ
る
効
果
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、「
法
華
経
」
見
返
絵
に
お

け
る
霊
鷲
山
は
、
幾
層
も
の
深
い
霞
の
上
に
山
頂
部
ば
か
り
を
断
片
的
に
覗
か

せ
て
、
か
な
り
遠
い
感
じ
に
表
す
こ
と
が
多
い
の
に
比
べ
る
と
、
本
図
の
場
合

は
、
全
体
が
横
に
連
な
る
一
つ
の
山
脈
と
し
て
描
く
た
め
存
在
感
が
強
く
、
ま

た
霞
は
二
三
層
が
重
な
る
も
の
の
ほ
と
ん
ど
一
条
に
見
え
る
単
純
な
も
の
で
、

そ
れ
を
挟
ん
だ
下
の
説
法
会
場
と
山
が
あ
ま
り
離
れ
た
感
じ
に
な
ら
な
い
。
つ

ま
り
、
本
図
の
霊
鷲
山
は
会
場
の
す
ぐ
後
に
屏
風
の
よ
う
に
広
が
っ
て
お
り
、

そ
れ
以
上
奥
へ
視
線
を
導
く
も
の
が
な
い
た
め
、
本
図
の
空
間
全
体
を
近
く
感

じ
さ
せ
る
要
素
に
な
っ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

�
空

山
の
上
に
広
が
る
空
は
三
層
に
彩
ら
れ
、
下
か
ら
順
に
、
白
っ
ぽ
い
青
の
顔

料
に
よ
る
彩
色
が
見
ら
れ
る
が
現
状
で
は
褐
色
に
近
い
部
分
、
顔
料
は
確
認
し

が
た
い
が
白
っ
ぽ
く
見
え
る
部
分
、
青
い
顔
料
の
彩
色
が
あ
り
下
の
部
分
よ
り

は
黒
っ
ぽ
い
褐
色
に
見
え
る
部
分
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
境
目
を
柔
ら
か
く
暈
さ
れ

て
い
る
。
鳳
凰
堂
扉
絵
や
東
寺
伝
来
「
山
水
屏
風
」
、
さ
ら
に
は
「
源
氏
物
語
絵

巻
」
の
「
柏
木
二
」（
徳
川
美
術
館
）
の
画
中
屏
風
絵
山
水
図
に
到
る
ま
で
諸
遺
品

を
見
る
と
、
唐
朝
絵
画
の
伝
統
を
引
く
空
の
表
現
は
、
下
部
を
白
っ
ぽ
く
、
上

部
を
青
く
す
る
二
層
で
、
境
を
暈
し
て
彩
る
の
を
常
と
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ

れ
る
。
そ
し
て
鎌
倉
時
代
に
な
る
と
、
天
空
は
下
が
白
、
上
が
青
の
二
段
に
、

し
か
も
形
式
化
し
画
然
と
分
け
て
彩
ら
れ
る
こ
と
も
多
く
な
る
。
そ
れ
ら
の
中

に
あ
っ
て
、
本
図
の
よ
う
に
三
層
を
な
す
の
は
か
な
り
異
例
と
い
え
よ
う
。
下
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の
青
い
部
分
は
、
山
裾
を
籠
め
て
三
段
ほ
ど
の
帯
を
な
し
て
棚
引
く
霞
と
色
が

共
通
す
る
こ
と
か
ら
、
空
そ
の
も
の
の
色
と
い
う
よ
り
は
、
山
際
に
漂
う
霞
を

表
す
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
鳳
凰
堂
扉
絵
の
場
合
、
天
空
の
下
方
部
分
は
白

下
地
上
に
何
段
か
に
藍
を
淡
く
刷
い
て
い
た
と
さ（
４３
）

れ
、
そ
れ
は
お
そ
ら
く
霞
の

か
か
っ
た
よ
う
な
空
気
の
感
じ
を
微
妙
に
表
現
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
な
お
、

空
の
最
下
層
に
霞
を
配
す
る
こ
と
は
、
時
代
の
降
る
例
と
し
て
、
室
町
時
代
初

期
こ
ろ
の
個
人
蔵
の
板
絵
「
春
日
宮
曼
荼
羅
（
裏
面
仏
涅
槃
図
）」
や
奈
良
国
立

博
物
館
本
「
春
日
宮
曼
荼
羅
」
な
ど
に
も
見
ら
れ
、
こ
の
後
も
伝
統
と
し
て
一

部
で
受
け
継
が
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
本
図
の
場
合
、
そ
の
よ
う
な
古
様
な
表

現
法
を
採
り
な
が
ら
も
、
微
妙
さ
を
失
い
形
式
化
が
進
ん
で
い
る
た
め
に
、
空

の
色
が
か
な
り
は
っ
き
り
と
三
段
に
変
化
す
る
か
の
よ
う
な
様
相
を
呈
し
て
い

る
点
に
、
若
干
時
代
の
下
降
が
窺
わ
れ
、
か
つ
各
層
を
画
然
と
塗
り
分
け
る
段

階
よ
り
は
前
に
位
置
す
る
と
認
め
ら
れ
よ
う
。

な
お
、
空
に
付
加
さ
れ
た
要
素
と
し
て
、
左
上
の
上
空
部
に
、
鮮
や
か
な
赤

に
彩
ら
れ
た
帯
が
飛
ん
で
い
る
の
が
認
め
ら
れ
る
（
図
１４
）。
墨
で
輪
郭
線
の
間

に
も
う
一
本
線
を
引
く
と
い
う
丁
寧
な
描
写
を
し
て
お
り
、
損
傷
の
た
め
全
形

は
明
確
で
な
い
が
、
翻
転
す
る
数
個
の
断
片
が
見
ら
れ
る
。
そ
の
少
し
左
下
に
、

同
様
の
形
の
痕
跡
が
あ
る
よ
う
に
も
見

え
、
赤
い
顔
料
が
わ
ず
か
に
存
在
す
る

が
、
帯
を
表
し
て
い
た
か
ど
う
か
明
確

で
な
い
。
構
図
の
均
衡
上
、
右
方
の
空

に
も
あ
っ
て
し
か
る
べ
き
か
と
思
わ
れ

る
が
、
画
絹
が
細
か
く
損
傷
し
て
い
る

た
め
、
そ
れ
ら
し
く
見
え
る
痕
跡
が
な

く
も
な
い
も
の
の
、
明
ら
か
に
は
確
認
し
難
い
。
霊
山
説
法
図
の
上
空
に
飛
ぶ

も
の
と
い
え
ば
、
天
衣
を
ま
と
う
飛
天
、
ま
た
は
結
び
つ
け
ら
れ
た
帯
を
翻
ら

せ
る
楽
器
が
あ
る
。
例
え
ば
清
凉
寺
の
版
画
「
霊
山
変
相
図
」
に
は
そ
の
両
方

が
表
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
本
興
寺
本
「
紺
紙
金
字
法
華
経
」
巻
第
一
見
返
絵
に

は
奏
楽
飛
天
が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
そ
れ
ら
両
者
は
親
密
な
関
係
に
あ
る
と

い
え
よ
う
。
延
暦
寺
本
「
紺
紙
金
銀
交
書
法
華
経
」
を
は
じ
め
と
す
る
法
華
経

見
返
絵
の
多
く
に
は
、
単
純
な
棒
に
近
い
形
の
笛
を
主
と
す
る
、
帯
付
き
の
楽

器
が
飛
ん
で
い
る
。
本
図
の
場
合
は
、
形
か
ら
見
て
楽
器
の
方
に
あ
た
る
か
と

思
わ
れ
る
も
の
の
、
そ
の
周
辺
の
絵
絹
が
細
か
く
損
傷
し
て
い
る
た
め
に
、
楽

器
の
存
在
は
確
認
し
が
た
い
。
霊
山
説
法
図
で
は
な
い
が
本
興
寺
本
「
紺
紙
金

字
法
華
経
」
八
巻
の
う
ち
巻
第
四
見
返
絵
に
は
、
釈
迦
・
多
宝
二
仏
が
並
坐
す

る
宝
塔
の
上
部
左
右
に
、
蝶
結
び
の
帯
の
み
が
飛
ぶ
様
が
描
か
れ
て
い
る
と
こ

ろ
か
ら
す
れ
ば
、
こ
の
図
の
場
合
も
、
帯
の
み
と
い
う
可
能
性
が
な
く
は
な
い
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
仏
の
説
法
を
讃
歎
供
養
す
る
要
素
に
は
違
い
な
い
で
あ
ろ
う

が
、
小
さ
く
控
え
め
な
表
現
と
思
わ
れ
、
殊
更
に
空
間
を
荘
厳
す
る
意
図
は
窺

え
な
い
。

（
三
）
下
部
の
風
景

以
上
見
て
き
た
上
部
の
風
景
は
、
霊
鷲
山
と
し
て
、
霊
鷲
山
説
法
図
に
は
付

き
も
の
の
要
素
で
あ
り
、
中
央
部
の
諸
像
と
合
わ
せ
て
、
一
般
的
な
図
様
を
形

作
る
の
に
対
し
、
そ
れ
よ
り
も
下
部
に
風
景
を
配
す
る
の
は
、
そ
れ
ほ
ど
一
般

的
で
は
な
い
。
し
か
も
本
図
に
お
い
て
は
、
下
部
が
全
体
の
三
分
の
一
強
も
占

め
て
お
り
、
そ
こ
に
負
わ
さ
れ
た
意
味
は
小
さ
く
な
い
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

下
部
の
風
景
も
、
や
は
り
中
央
部
と
は
霞
で
隔
て
ら
れ
て
展
開
す
る
。
構
成

の
概
略
は
、
左
右
に
山
の
一
部
が
現
れ
、
中
間
に
は
な
だ
ら
か
に
起
伏
す
る
平

図１４ 釈迦霊鷲山説法図
部分（飛ぶ帯）
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坦
地
が
あ
り
、
右
の
山
陰
か
ら
流
れ
出
た
水
が
、
下
端
部
を
左
端
ま
で
流
れ
、

途
中
に
橋
が
架
か
っ
て
、
下
端
に
わ
ず
か
に
覗
く
手
前
の
岸
と
、
平
地
部
分
と

を
結
ん
で
い
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

ま
ず
左
手
の
山
（
図
１５
）
を
見
る
と
、
一
番
高
い
部
分
か
ら
急
な
稜
線
が
右
へ

下
り
、
二
重
に
棚
引
く
厚
い
霞
に
没
す
る
。
そ
の
山
と
の
関
係
が
明
確
で
は
な

い
が
、
右
側
に
、
ご
つ
ご
つ
と
屈
曲
し
た
輪
郭
で
縦
長
の
岩
塊
が
霞
に
見
え
隠

れ
し
て
お
り
、
山
裾
は
右
下
へ
な
だ
ら
か
に
伸
び
る
。
岩
塊
の
中
央
辺
に
重
な

っ
て
立
つ
二
本
の
喬
松
は
、
淡
茶
色
の
幹
に
明
る
い
緑
と
白
茶
色
に
よ
る
苔
を

付
し
、
墨
の
裳
枝
と
緑
の
葉
部
か
ら
な
る
茂
り
を
ま
と
わ
せ
る
。
そ
の
山
下
の

平
坦
部
の
上
端
の
輪
郭
は
緩
や
か
に
う
ね
り
、
筆
の
腹
を
用
い
た
軽
い
筆
触
も

そ
の
流
れ
を
強
調
す
る
よ
う
に
施
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
部
分
は
、
明
る
い
白
茶

色
の
彩
色
も
与
っ
て
目
立
っ
て
い
る
。
そ
の
手
前
に
裾
を
な
だ
ら
か
に
引
く
山

は
、
先
の
稜
線
に
ほ
ぼ
同
形
で
重
な
る
急
な
稜
線
か
ら
、
霞
で
途
中
を
隠
さ
れ

な
が
ら
続
い
て
下
る
よ
う
で
あ
り
、
奥
の
山
と
の
間
に
や
や
広
い
谷
間
を
作
っ

て
い
る
。
さ
ら
に
そ
の
手
前
に
重
な
る
、
ご
つ
ご
つ
し
た
凹
凸
の
あ
る
輪
郭
の

急
な
斜
面
は
、
そ
の
ま
ま
平
地
ま
で
達
す
る
。
斜
面
の
途
中
に
は
、
明
る
い
緑

と
肌
色
に
よ
る
複
葉
を
付
け
た
樹
木
が
一
本
立
ち
、
ま
た
裾
近
く
に
は
灰
色
の

細
長
い
笠
塔
婆
が
一
基
建
つ
。
以
上
の
山
全
体
と
し
て
、
前
後
に
重
層
す
る
形

を
描
き
、
そ
の
層
ご
と
に
緑
を
塗
る
部
分
、
そ
の
上
に
青
を
重
ね
て
暈
し
塗
り

す
る
部
分
、
そ
し
て
緑
褐
色
と
す
る
部
分
と
、
彩
色
に
変
化
を
も
た
せ
、
立
体

感
を
強
調
す
る
表
現
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
前
後
に
わ
た
っ
て
、
上
部
で
見
た

霞
と
同
様
に
彩
色
さ
れ
た
霞
が
四
層
を
な
し
て
配
さ
れ
、
奥
行
き
の
効
果
を
高

め
る
。
な
お
、
山
の
背
後
に
廻
る
霞
の
量
は
少
な
く
、
諸
像
の
配
さ
れ
た
空
間

と
の
間
に
距
離
は
感
じ
ら
れ
な
い
。
ま
た
、
う
ね
る
土
坡
の
右
方
部
の
輪
郭
よ

り
上
の
部
分
は
、
緑
の
混
じ
る
褐
色
を
呈
し
、
そ
の
上
に
棚
引
く
霞
の
隙
間
か

ら
見
え
る
部
分
に
は
、
中
央
部
分
の
地
の
一
部
に
見
た
と
同
じ
、
明
る
い
灰
緑

色
が
施
さ
れ
て
お
り
、
会
場
の
地
面
の
続
き
が
見
え
て
い
る
と
み
な
さ
れ
る
。

つ
ま
り
、
土
坡
を
越
え
た
と
こ
ろ
は
も
う
会
場
の
始
ま
り
な
の
で
あ
る
。

右
手
の
山
（
図
１６
）
は
、
左
と
同
じ
程
度
の
高
さ
な
が
ら
、
図
中
で
の
位
置
を

か
な
り
低
く
し
て
、
手
前
に
位
置
す
る
こ
と
を
表
し
、
両
山
の
間
に
空
間
の
奥

行
き
を
作
り
出
す
。
山
は
左
と
同
様
の
輪
郭
や
襞
の
畳
み
方
を
示
す
が
、
最
も

手
前
の
塊
に
は
鋭
く
尖
る
部
分
や
洞
窟
状
の
窪
み
も
配
し
、
変
化
を
増
し
て
い

る
。
一
番
奥
の
稜
線
の
陰
か
ら
、
瀧
と
も
称
し
う
る
渓
流
が
五
段
を
な
し
て
流

れ
下
り
、
最
後
は
、
山
の
裾
に
あ
る
岩
塊
の
陰
に
注
ぎ
込
み
、
そ
こ
か
ら
水
は

岩
塊
の
左
方
へ
回
り
込
ん
で
、
下
部
の
水
面
に
つ
な
が
る
。
瀧
は
各
段
と
も
二

三
本
の
帯
に
分
か
れ
、
白
っ
ぽ
い
青
に
塗
ら
れ
た
帯
の
中
に
は
白
線
が
平
行
状

に
細
か
く
並
ん
で
、
空
隙
部
と
外
縁
部
を
黒
褐
色
に
し
た
上
に
浮
き
立
っ
て
い

る
。
こ
の
よ
う
な
段
を
な
す
瀧
の
表
現
は
、
古
く
は
「
楓
蘇
芳
染
螺
鈿
槽
琵

琶
」
の
捍
撥
画
「
騎
象
奏
楽
図
」
や
「
麻
布
山
水
図
」
な
ど
正
倉
院
宝
物
に
見

図１５ 釈迦霊鷲山説法図 部分（下部山水、左）
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ら
れ
る
の
を
は
じ
め
と
し
て
、
鳳
凰
堂
扉
絵
の
う
ち
「
上
品
下
生
図
」
に
も
見

ら
れ
る
伝
統
的
形
式
に
従
っ
て
い
る
が
、「
信
貴
山
縁
起
」
の
「
尼
公
巻
」
の
絵

の
冒
頭
部
や
、
保
延
二
年
（
一
一
三
六
）
の
作
と
考
え
ら
れ
る
「
真
言
八
祖
行
状

図
」（
出
光
美
術
館
）
の
「
一

（
４４
）

行
」
幅
な
ど
、
平
安
時
代
後
期
の
作
品
や
、
鎌
倉
時

代
初
期
と
考
え
ら
れ
る
神
護
寺
の
「
山
水
屏（
４５
）
風
」
に
お
い
て
は
、
本
図
と
一
層

共
通
す
る
、
各
段
の
水
流
を
は
っ
き
り
と
二
三
本
の
帯
に
分
け
、
暗
い
背
後
空

間
の
上
に
際
だ
た
せ
る
と
い
う
、
形
式
化
の
著
し
い
も
の
が
見
ら
れ
る
。
瀧
の

周
辺
の
地
形
は
、
墨
線
を
生
か
し
た
「
信
貴
山
縁
起
」
の
奔
放
さ
や
、「
真
言
八

祖
行
状
図
」
の
堅
固
な
構
築
性
に
比
べ
る
と
、
本
図
で
は
温
雅
で
端
正
に
整
え

ら
れ
た
印
象
が
強
い
。
瀧
の
急
流
と
周
囲
の
地
形
に
有
機
的
な
関
連
が
乏
し
い

と
い
う
こ
と
も
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
瀧
の
節
部
分
に
、
奈
良
時
代
の
作
品
に
は

あ
る
、
水
の
湧
き
返
る
様
な
形
が
認
め
ら
れ
ず
、
細
い
線
状
の
白
い
し
ぶ
き
の

み
を
表
し
て
お
り
、
簡
略
化
と
見
受
け
ら
れ
る
の
も
、
そ
れ
と
同
調
し
て
い
よ

う
。な

お
、
山
の
上
端
近
く
の
斜
面
に
、
左
の
山
裾
に
配
さ
れ
て
い
た
の
と
同
形

と
見
ら
れ
る
、
笠
塔
婆
が
一
基
立
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
霊
鷲
山
図
の
中
に

塔
婆
を
配
す
る
例
と
し
て
は
他
に
、
性
海
寺
の
「
彩
絵
舎
利
厨
子
」
側
面
扉
絵

や
、
常
楽
寺
の
「
釈
迦
八
相
図
」
第
六
幅
が
あ
り
、
ま
た
形
式
の
異
な
る
塔
で

あ
る
が
、
法
隆
寺
金
堂
の
阿
弥
陀
如
来
像
台
座
の
上
座
右
側
面
板
絵
も
類
例
に

あ
げ
ら
れ
よ
う
。
こ
の
種
の
塔
婆
描
写
の
意
味
に
つ
い
て
は
、『
法
華
経
』「
如

来
神
力
品
」
中
の
「
若
し
く
は
山
・
谷
・
曠
野
に
て
も
、
是
の
中
に
皆
応
に
塔

を
起
て
て
供
養
す
べ
し
」
に
相
当
す
る
の
で
は
な
い
か
と
す
る
、
渡
辺
里
志
氏

の
説
が
あ（
４６
）
る
。
す
な
わ
ち
、
他
の
様
々
な
場
所
と
同
様
に
山
谷
中
で
も
、
法
華

経
が
存
在
す
る
と
こ
ろ
で
は
、
塔
を
起
て
て
供
養
す
る
こ
と
を
表
す
と
見
ら
れ

る
。手

前
の
岩
塊
の
上
に
小
振
り
の
松
が
三
本
立
ち
、
青
と
緑
で
鱗
状
に
葉
叢
を

描
く
が
、
裳
枝
は
表
さ
な
い
。
右
端
に
高
い
松
も
の
ぞ
い
て
い
る
。
そ
の
奥
の

斜
面
の
裾
部
に
は
背
の
高
い
樹
木
が
一
本
立
ち
、
細
か
く
分
か
れ
た
枝
先
に
放

射
状
に
付
い
た
緑
の
広
葉
の
中
央
に
、
青
く
彩
ら
れ
た
子
房
形
の
先
端
に
淡
紫

の
よ
う
な
色
の
房
の
付
い
た
花
が
、
三
つ
ず
つ
束
を
な
し
て
付
い
て
い
る
。
ほ

っ
そ
り
と
し
た
樹
形
と
共
に
、
東
京
国
立
博
物
館
本
「
十
六
羅
漢
図
」、
東
寺
伝

来
「
山
水
屏
風
」、
金
剛
峯
寺
本
「
仏
涅
槃
図
」、「
両
部
大
経
感
得
図
」
な
ど
、

唐
風
を
引
く
平
安
時
代
の
諸
作
品
に
見
出
さ
れ
る
花
木
の
類
型
に
属
し
、
樹
種

を
特
定
で
き
る
類
の
も
の
で
は
な
い
。
中
で
も
「
吉
備
大
臣
入
唐
絵
巻
」（
ボ
ス

図１６ 釈迦霊鷲山説法図 部分（下部山水、右）
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ト
ン
美
術
館
）
第
一
段
の
高
楼
の
左
に
櫻
と
並

ん
で
立
つ
木
の
花
が
、
色
こ
そ
子
房
形
も
房
も

赤
く
て
異
な
る
も
の
の
、
本
図
と
よ
く
似
た
形

を
示
し
て
い
る
。
注
意
し
た
い
の
は
、
こ
の
木

の
下
の
地
面
に
落
花
が
多
く
見
ら
れ
る
こ
と
で

あ
る
。（
図
１７
）
木
の
根
本
の
ほ
か
、
少
し
離
れ

た
水
辺
近
く
に
も
散
在
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、

水
に
流
れ
る
こ
と
ま
で
想
像
さ
せ
る
、
細
や
か

な
気
配
り
の
窺
わ
れ
る
描
写
で
あ
る
。
人
気
の
な
い
山
中
に
ひ
そ
や
か
に
散
る

花
に
よ
っ
て
、
閑
寂
の
感
が
弥
増
す
と
思
わ
れ
る
。

落
花
の
描
写
は
、
本
図
の
よ
う
な
唐
風
の
花
の
場
合
を
い
ま
例
示
し
得
な
い

が
、「
源
氏
物
語
絵
巻
」（
徳
川
美
術
館
）
の
「
竹
河
（
二
）」
に
櫻
、
ま
た
「
真
言

八
祖
行
状
図
」
の
「
恵
果
」
幅
や
「
空
海
」
幅
に
梅
・
櫻
、
ま
た
「
粉
河
寺
縁

起
」（
粉
河
寺
）
や
「
鳥
獣
人
物
戯
画
」（
高
山
寺
）
甲
巻
に
は
灌
木
で
あ
る
が
萩

の
場
合
が
見
ら
れ
、
平
安
時
代
後
期
に
は
風
景
表
現
に
お
け
る
慣
用
的
手
法
で

あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
よ
り
も
前
の
遺
品
で
、
唐
絵
の
古

い
形
式
を
よ
り
伝
え
て
い
る
と
み
な
さ
れ
る
、
東
寺
伝
来
「
山
水
屏
風
」
に
は

見
ら
れ
な
い
と
こ
ろ
か
ら
想
像
す
る
に
、
大
和
絵
に
お
け
る
情
趣
表
現
と
し
て

始
ま
っ
た
も
の
で
、
後
に
本
図
の
よ
う
な
唐
絵
に
類
す
る
内
容
の
図
に
も
波
及

し
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。
な
お
、「
真
言
八
祖
行
状

図
」
の
「
龍
猛
」「
龍
智
」
な
ど
の
幅
や
、
平
等
院
鳳
凰
堂
の
仏
後
壁
表
面
画
、

金
剛
峯
寺
の
「
阿
弥
陀
聖
衆
来
迎
図
」、
ま
た
「
信
貴
山
縁
起
」
の
飛
倉
・
延
喜

加
持
両
巻
や
、「
葉
月
物
語
絵
巻
」（
徳
川
美
術
館
）
第
六
段
の
画
中
障
子
絵
な
ど

に
お
け
る
、
紅
葉
の
散
り
敷
く
様
子
も
、
落
花
と
類
似
の
表
現
と
言
え
よ
う
。

な
お
、
そ
の
木
の
根
本
の
右
側
に
、
尖
っ
た
山
形
に
剥
落
し
残
っ
た
明
る
い

緑
の
彩
色
が
あ
り
、
左
側
に
は
不
規
則
な
形
に
残
っ
た
白
っ
ぽ
い
彩
色
が
認
め

ら
れ
る
。
共
に
植
物
の
痕
跡
か
と
思
わ
れ
、
さ
ら
に
景
趣
を
加
え
て
い
た
か
と

推
察
さ
れ
る
が
、
明
確
で
な
い
。

左
右
の
山
の
間
の
部
分
に
は
、
本
図
の
中
で
比
較
的
大
き
い
絹
の
欠
損
が
生

じ
て
い（
４７
）
る
。
そ
の
左
方
は
、
山
裾
に
平
地
が
広
が
っ
て
お
り
、
右
方
は
、
瀧
の

四
段
目
を
受
け
る
位
置
の
岩
塊
の
左
裾
に
付
い
た
低
い
岩
が
損
傷
部
に
掛
か
っ

て
お
り
、
そ
の
下
部
の
水
面
も
や
は
り
欠
損
部
に
掛
か
り
、
も
と
は
も
っ
と
左

方
へ
入
り
込
ん
で
い
た
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
れ
以
上
に
大
き
い
地
形

の
変
化
が
こ
の
欠
損
部
に
あ
っ
た
よ
う
に
は
思
わ
れ
な
い
。
左
右
の
山
の
間
の

白
茶
色
の
平
地
は
、
現
状
で
感
じ
ら
れ
る
よ
り
も
う
少
し
狭
く
、
屈
曲
し
な
が

ら
左
下
か
ら
右
上
へ
斜
め
に
伸
び
る
感
じ
を
も
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
。

左
の
山
の
下
方
は
何
も
な
い
平
坦
地
で
あ
り
、
左
下
隅
に
は
滑
ら
か
に
曲
が

る
汀
線
が
あ
り
、
水
面
と
の
間
に
少
し
立
ち
上
が
っ
た
部
分
は
淡
い
赤
色
に
彩

ら
れ
る
。
水
面
は
染
料
系
の
青
で
彩
り
、
墨
に
よ
る
緩
や
か
な
波
の
曲
線
を
並

べ
る
の
が
か
す
か
に
認
め
ら
れ
、
そ
れ
に
重
ね
て
白
線
で
、
岸
に
打
ち
寄
せ
る

波
が
、
長
く
緩
や
か
な
波
状
線
の
先
を
巻
き
込
む
形
で
描
か
れ
て
い
る
。
汀
線

は
右
へ
向
か
っ
て
す
ぐ
に
消
え
、
岩
が
ち
の
岸
辺
が
、
墨
描
を
透
か
す
程
度
に

緑
青
を
暈
し
塗
り
し
て
表
さ
れ
る
。
中
央
部
下
端
に
わ
ず
か
に
、
緑
に
彩
ら
れ

た
対
岸
が
覗
き
、
両
岸
の
間
に
橋
が
架
か
っ
て
い
る
。（
図
１８
）
こ
ち
ら
側
の
岸

は
、
現
状
で
は
少
な
す
ぎ
て
余
裕
が
な
く
、
お
そ
ら
く
画
面
の
下
端
部
が
若
干

切
り
詰
め
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
想
像
さ
れ
る
。
橋
脚
は
、
細
か
く
変
化
す

る
輪
郭
線
と
茶
色
の
彩
色
に
白
緑
と
白
茶
色
に
よ
る
苔
を
付
し
て
、
黒
木
に
よ

る
こ
と
を
表
し
、
三
本
一
組
に
並
び
、
橋
の
裏
が
見
え
る
上
側
の
岸
近
く
と
中

央
辺
の
、
二
箇
所
に
表
さ
れ
て
い
る
。
橋
桁
も
橋
脚
と
同
様
の
材
で
三
列
に
渡

図１７ 釈迦霊鷲山説法図
部分（落花）
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さ
れ
る
の
が
裏
側
に
見
え
、
そ
の
上
に
丸
太
の

橋
板
が
並
び
、
中
央
部
は
橋
板
を
描
か
ず
白
っ

ぽ
く
し
て
、
土
が
盛
ら
れ
た
様
子
を
表
す
。
欄

干
も
な
い
素
朴
な
構
造
の
橋
で
あ
り
、
用
材
に

よ
っ
て
も
、
架
け
ら
れ
た
場
所
が
、
町
中
で
は

な
く
自
然
の
中
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

そ
し
て
、
川
を
こ
ち
ら
か
ら
橋
で
越
え
る
こ
と

に
よ
り
、
一
段
と
閑
寂
の
地
へ
入
っ
て
行
く
こ

と
が
表
現
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ

う
な
橋
の
用
法
は
、
仏
教
絵
画
に
限
ら
ず
、
あ

る
い
は
む
し
ろ
本
来
的
に
は
、
隠
棲
を
主
題
と

す
る
山
水
画
に
お
い
て
、
慣
用
さ
れ
る
要
素
で

あ（
４８
）る
。
こ
の
橋
を
渡
っ
て
図
中
に
進
入
し
、
左

右
の
山
の
間
の
狭
い
平
地
を
、
曲
が
り
く
ね
り

な
が
ら
、
上
部
の
土
坡
へ
到
る
と
い
う
、
道
筋

の
表
現
が
こ
の
部
分
に
成
さ
れ
て
い
る
。

橋
の
右
方
に
広
が
る
水
面
は
、
左
方
と
同
様

の
描
写
と
思
わ
れ
る
が
、
よ
り
明
瞭
に
窺
わ
れ

る
。
青
の
彩
色
地
に
、
細
い
墨
線
で
山
の
低
い

「
へ
」
の
字
形
を
長
く
連
ね
て
描
き
、
密
に
並

べ
た
上
に
、
岸
に
寄
せ
る
白
線
の
波
を
重
ね
て

い
る
。
二
種
の
異
な
る
波
の
重
な
り
は
、
描
写

の
混
乱
を
生
じ
て
い
る
。
こ
の
寄
せ
る
波
の
形

式
は
本
来
、「
鳥
獣
人
物
戯
画
」
乙
巻
や
、「
仏

功
徳
蒔
絵
経
箱
」（
藤
田
美
術
館
）
の
身
の
側
面
、

あ
る
い
は
安
貞
二
年
（
一
二
二
八
）
銘
の
「
住
吉
蒔
絵
手
箱
」（
輪
王
寺
）
な
ど
に

お
け
る
よ
う
に
、
頻
波
形
と
は
併
用
せ
ず
に
描
か
れ
る
こ
と
が
多
い
か
と
見
受

け
ら
れ
、
穏
や
か
な
水
面
を
表
す
頻
波
と
連
続
的
に
組
み
合
わ
せ
て
描
く
の
は

難
し
そ
う
に
思
わ
れ
る
。「
真
言
八
祖
行
状
図
」
の
龍
猛
幅
に
お
い
て
も
、
二
種

の
波
が
本
図
と
よ
く
似
た
組
み
合
わ
さ
れ
方
を
示
し
て
お
り
、
ま
た
「
吉
備
大

臣
入
唐
絵
巻
」（
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
）
に
お
い
て
は
、
山
が
尖
ら
ず
左
右
に
連
続
す

る
曲
線
に
よ
る
頻
波
に
重
ね
て
、
長
く
尾
を
引
き
な
が
ら
逆
巻
く
波
が
同
じ
く

墨
線
で
描
か
れ
て
い
る
よ
う
に
、
平
安
時
代
後
期
に
は
、
細
部
に
お
け
る
こ
の

程
度
の
描
写
の
混
乱
は
、
気
に
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

改
め
て
下
部
全
体
の
構
成
を
見
渡
す
と
、
橋
の
架
か
る
位
置
と
方
向
が
明
瞭

に
表
示
す
る
通
り
、
こ
の
図
の
空
間
へ
の
入
口
に
当
た
る
で
あ
ろ
う
下
端
中
央

か
ら
、
左
上
へ
と
進
入
路
が
設
け
ら
れ
、
橋
を
渡
っ
た
と
こ
ろ
で
右
上
方
へ
向

き
を
変
え
て
、
左
右
の
山
の
間
に
開
け
た
平
地
を
進
み
、
低
い
土
坡
を
越
え
て
、

説
法
会
場
へ
と
入
っ
て
行
く
。
土
坡
の
上
に
層
を
成
す
霞
は
、
上
部
の
一
層
が

右
か
ら
出
て
頭
を
真
ん
中
あ
た
り
で
止
め
、
左
方
に
空
間
を
開
く
こ
と
に
よ
り
、

視
線
を
左
上
へ
導
い
て
い
る
。
そ
の
流
れ
は
、
会
場
の
地
の
下
部
に
配
さ
れ
た

草
地
二
つ
の
間
に
生
ま
れ
た
、
白
く
輝
く
道
に
つ
な
が
っ
て
、
左
下
か
ら
右
上

へ
と
伸
び
、
右
端
で
左
へ
折
れ
て
、
釈
迦
の
前
ま
で
到
ら
せ
て
く
れ
る
。
つ
ま

り
下
部
の
風
景
は
、
山
中
に
位
置
す
る
中
央
部
の
会
場
へ
の
導
入
部
を
表
現
し

て
い
る
に
他
な
ら
な
い
。
こ
の
部
分
が
会
場
の
手
前
に
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

説
法
と
の
直
接
的
な
対
面
の
感
覚
が
薄
れ
る
の
は
否
め
な
い
が
、
そ
の
不
利
な

面
は
顧
み
ず
、
道
を
辿
っ
て
会
場
へ
と
確
実
に
到
達
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い

う
点
の
方
を
重
視
し
た
表
現
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

図１８ 釈迦霊鷲山説法図 部分（橋・水面）
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ま
た
、
自
然
の
表
現
法
の
面
に
眼
を
向
け
る
と
、
山
は
、
曲
線
主
体
の
柔
ら

か
い
輪
郭
を
細
い
線
で
、
ま
た
内
部
の
襞
を
側
筆
で
少
な
く
描
い
た
後
、
彩
色

で
そ
れ
ら
を
ほ
と
ん
ど
覆
う
よ
う
に
、
岩
山
と
谷
を
白
っ
ぽ
く
し
つ
つ
、
大
部

分
に
は
緑
を
施
し
て
基
調
と
し
、
そ
の
所
々
に
青
を
重
ね
て
調
子
を
付
け
て
お

り
、
穏
や
か
で
且
つ
明
快
な
装
飾
性
を
示
し
て
い
る
。
重
な
る
山
を
左
右
両
端

に
配
し
て
、
山
中
と
い
う
空
間
の
設
定
を
行
っ
て
は
い
る
が
、
そ
の
間
に
白
っ

ぽ
い
平
地
を
広
く
配
す
る
点
に
特
徴
が
よ
く
表
れ
て
い
る
よ
う
に
、
総
体
的
に

は
空
間
は
平
明
で
あ
り
、
そ
こ
に
配
さ
れ
る
景
物
の
数
が
少
な
い
た
め
、
や
や

さ
び
し
く
さ
え
感
じ
ら
れ
る
風
景
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
作
風
に
似
通
っ
た
遺

品
と
し
て
は
、
平
安
時
代
後
期
の
様
式
を
留
め
な
が
ら
鎌
倉
時
代
初
期
頃
に
製

作
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
、
神
護
寺
の
「
山
水
屏
風
」
が
挙
げ
ら
れ
よ
う
。
山

の
表
現
は
、
屏
風
の
図
の
方
が
こ
の
図
よ
り
も
、
描
線
に
よ
る
襞
の
表
現
が
多

少
目
立
ち
、
岩
山
の
嶮
し
さ
を
強
調
す
る
と
こ
ろ
が
一
部
に
あ
る
も
の
の
、
山

や
丘
の
間
に
平
坦
な
空
間
を
た
っ
ぷ
り
と
置
い
た
空
間
の
ゆ
っ
た
り
し
た
雰
囲

気
は
、
こ
の
図
の
下
部
の
空
間
と
共
通
性
が
高
い
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
「
山
水

屏
風
」
は
、
純
然
た
る
日
本
の
風
俗
を
表
す
作
品
で
あ
り
、
そ
の
環
境
と
し
て

描
か
れ
た
自
然
景
も
、
日
本
の
普
通
の
山
水
景
観
と
見
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
疑

問
は
な
い
。
日
本
と
印
度
の
相
違
を
超
え
て
両
者
の
山
水
の
表
現
が
等
質
で
あ

る
こ
と
は
、
そ
こ
に
負
わ
さ
れ
た
意
味
の
共
通
に
も
つ
な
が
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

す
な
わ
ち
こ
の
風
景
は
、
都
会
の
喧
噪
を
離
れ
、
修
行
に
打
ち
込
む
の
に
も
適

し
た
、
閑
静
な
土
地
を
表
現
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う（
４９
）
か
。

瀧
が
段
を
な
し
て
流
れ
落
ち
、
落
花
が
地
に
敷
く
な
ど
自
然
の
風
情
に
富
む
こ

の
場
所
は
、
土
橋
に
よ
っ
て
都
会
か
ら
の
遠
隔
を
示
し
、
笠
塔
婆
に
よ
っ
て
信

仰
の
行
き
渡
っ
た
地
で
あ
る
こ
と
を
示
さ
れ
て
、
釈
迦
の
説
法
の
会
座
へ
と
人

を
導
き
入
れ
る
の
に
ふ
さ
わ
し
い
雰
囲
気
を
醸
成
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

四
、
霊
鷲
山
へ
の
道

前
章
で
奈
良
国
立
博
物
館
本
「
釈
迦
霊
鷲
山
説
法
図
」
の
構
成
を
見
て
き
た

が
、
そ
こ
で
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
は
、
本
図
は
釈
迦
の
霊
鷲
山
に
お
け
る
説

法
を
表
す
図
で
あ
る
こ
と
は
勿
論
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
加
え
て
、
そ
こ
へ
行
く

道
を
表
す
こ
と
も
重
要
な
要
素
と
な
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
内

容
の
図
は
、
決
し
て
特
異
で
偶
発
的
な
も
の
で
は
な
く
、
類
例
が
時
折
見
出
さ

れ
、
本
図
を
含
め
た
諸
作
品
の
間
に
、
あ
る
程
度
の
流
れ
も
見
出
す
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
、
概
観
し
て
お
こ
う
。

（
一
）
香
川
県
歴
史
博
物
館
本
「
法
華
経
」

ま
ず
最
初
に
挙
げ
た
い
の
は
、
香
川
県
歴
史
博
物
館
本
（
以
下
で
は
香
川
県
本

と
略
称
す
る
）「
法
華
経
」
の
巻
第
一
お
よ
び
第
六
の
見
返
絵
で
あ（
５０
）
る
。
こ
の
「
法

華
経
」
の
製
作
時
期
に
つ
い
て
は
諸
説
あ
り
、
千
百
二
十
年
代
前
半
と
す
る
江

上
綏
氏
の（
５１
）

説
、
十
二
世
紀
中
葉
の
作
と
す
る
梶
谷
亮
治
氏
の（
５２
）

説
、
平
安
時
代
末

期
な
い
し
鎌
倉
時
代
初
期
と
す
る
白
畑
よ
し
氏
の（
５３
）

説
な
ど
幅
が
あ
る
が
、
い
ず

れ
に
せ
よ
十
二
世
紀
と
考
え
ら
れ
る
。

巻
第
一
（
図
１９
）
で
は
、「
序
品
」
に
説
か
れ
る
霊
山
説
法
会
の
情
景
を
表
す

が
、
画
面
の
上
部
約
三
分
の
二
が
霊
山
会
場
に
あ
て
ら
れ
る
の
に
対
し
、
下
部

は
山
で
隔
て
ら
れ
た
別
の
空
間
と
な
っ
て
い
る
。
下
端
右
寄
り
に
斜
め
に
流
れ

降
る
川
が
あ
り
、
右
下
の
地
面
と
左
上
の
地
面
を
隔
て
て
お
り
、
そ
れ
ら
を
繋

ぐ
一
本
の
土
橋
が
架
か
っ
て
い
る
。
青
緑
系
に
彩
色
さ
れ
た
山
や
土
坡
と
区
別

し
て
銀
色
に
塗
ら
れ
た
部
分
は
歩
く
こ
と
が
で
き
る
地
面
を
表
す
ら
し
く
、
右

か
ら
橋
を
経
て
左
へ
辿
る
と
、
左
端
部
で
階
段
と
な
り
、
少
し
上
っ
た
と
こ
ろ
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の
脇
に
白
い
石
幢
が
一
基
立
ち
、
そ
の
前
に
坐
っ
て
礼
拝
す
る
人
物
ら
し
い
も

の
が
認
め
ら
れ
る
。
さ
ら
に
上
っ
て
行
く
と
、
左
端
の
山
塊
の
胴
部
に
大
き
く

開
い
た
洞
窟
の
中
ま
で
も
階
段
は
続
い
て
行
き
、
剥
落
が
甚
し
い
中
に
、
人
物

と
思
わ
れ
る
彩
色
の
断
片
が
洞
窟
の
入
口
な
ど
三
箇
所
に
認
め
ら
れ
、
そ
の
う

ち
最
も
上
の
も
の
は
、
赤
い
衣
の
左
下
へ
流
れ
る
部
分
な
ど
の
形
が
、
釈
迦
の

左
下
に
居
並
ぶ
後
姿
の
人
物
と
共
通
し
、
階
段
を
さ
ら
に
上
り
行
く
姿
と
見
ら

た

れ
る
。
こ
の
部
分
に
つ
い
て
白
畑（
５４
）

氏
は
、「
方
便
品
」
の
偈
に
「
石
幢
を
起
て
る

者
の
仏
道
に
成
ず
る
」
と
い
う
の
に
当
た
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
が
、

「
岩
屋
に
通
ず
る
階
段
の
道
」
の
意
味
に
は
触
れ
て
い
な
い
。「
方
便
品
」
の
当

該
部
分
と
思
わ
れ
る
箇
所
に
は
、
万
億
種
の
塔
を
起
て
る
こ
と
は
た
し
か
に
記

さ
れ
る
も
の
の
、
そ
の
場
所
に
は
言
及
し
て
お
ら
ず
、
そ
の
行
為
と
並
ん
で

「
曠
野
の
中
に
お
い
て
土
を
積
み
て
仏
廟
を
成
す
」
こ
と
が
記
さ
れ
る
ば
か
り

で
、
洞
窟
と
い
う
特
殊
な
地
形
を
説
明
す
る
文
言
は
そ
の
前
後
に
見
出
だ
し
難

い
。
図
様
に
即
し
て
見
る
限
り
、
洞
窟
中
の
階
段
は
右
上
の
説
法
会
場
の
方
に

向
い
て
お
り
、
山
の
向
こ
う
側
は
も
う
会
場
な
の
で
、
洞
窟
は
そ
こ
へ
の
通
路

と
解
さ
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

巻
第
六
（
図
２０
）
で
は
、「
如
来
寿
量
品
」
に
説
か
れ
る
常
住
説
法
を
表
す
描

写
は
、
上
部
二
分
の
一
弱
に
押
し
や
ら
れ
、
そ
れ
よ
り
手
前
の
風
景
部
分
が
下

部
を
大
き
く
占
め
て
お
り
、
意
図
が
一
層
明
ら
か
な
構
成
に
な
っ
て
い
る
。
そ

の
部
分
は
、
面
積
が
大
き
い
分
だ
け
巻
第
一
よ
り
も
複
雑
な
が
ら
、
基
本
的
に

同
一
の
構
造
を
持
っ
て
い
る
。
右
の
山
か
ら
落
ち
る
瀧
の
近
く
に
架
か
る
欄
干

の
あ
る
木
橋
に
は
、
丁
度
渡
り
終
え
よ
う
と
す
る
、
従
者
を
伴
う
と
見
ら
れ
る

人
物
が
配
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
か
ら
す
ぐ
階
段
が
始
ま
り
、
曲
が
り
な
が
ら

延
々
と
続
い
て
、
図
の
中
央
辺
に
突
出
し
た
山
塊
に
開
い
た
洞
窟
へ
と
入
っ
て

図２０ 法華経 巻第六 見返 香川県歴史博物館

図１９ 法華経 巻第一 見返 香川県歴史博物館
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行
き
、
橋
上
の
二
人
の
う
ち
前
の
人
物
と
同
種
類
の
二
人
物
が
、
洞
窟
の
中
の

階
段
を
上
っ
て
行
く
と
こ
ろ
が
、
剥
落
し
な
が
ら
も
認
め
ら
れ
る
。
道
の
途
中

の
脇
に
、
塔
婆
が
目
立
つ
描
か
れ
方
を
し
て
い
る
の
も
注
意
さ
れ
る
。
塔
婆
は
、

渡
辺
里
志（
５５
）
氏
が
他
の
作
品
に
つ
い
て
説
く
よ
う
に
、「
如
来
神
力
品
」
に
記
さ
れ

る
起
塔
供
養
を
表
す
か
と
も
思
わ
れ
る
が
、「
神
力
品
」
が
含
ま
れ
る
巻
第
七
で

な
く
こ
の
巻
の
見
返
に
描
か
れ
る
点
で
、
経
意
の
描
写
と
し
て
は
疑
問
が
あ
る
。

む
し
ろ
、
塔
婆
を
含
め
た
諸
構
成
要
素
か
ら
、
洞
窟
を
擁
す
る
山
の
形
態
に
い

た
る
ま
で
、
巻
第
一
と
酷
似
す
る
点
か
ら
、
両
図
共
に
決
ま
っ
た
型
に
倣
っ
て

描
か
れ
て
い
る
こ
と
が
明
白
で
あ（
５６
）

る
。
釈
迦
の
膝
前
に
直
行
さ
せ
る
か
の
よ
う

な
、
洞
窟
の
位
置
と
そ
の
中
の
階
段
の
向
き
は
、
会
場
へ
の
通
路
と
い
う
意
味

を
、
巻
第
一
よ
り
も
一
層
あ
か
ら
さ
ま
に
表
し
て
い
よ
う
。

一
図
ご
と
の
山
水
構
成
の
変
化
を
重
視
す
る
と
み
ら
れ
る
本
作
品
に
お
い
て
、

巻
第
一
と
巻
第
六
に
、
両
者
の
間
に
や
は
り
変
化
の
工
夫
が
あ
る
と
は
い
え
、

基
本
的
に
同
一
構
図
が
繰
り
返
さ
れ
る
の
は
、
そ
れ
が
負
う
意
味
に
重
大
な
関

心
が
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
巻
第
一
が
法
華
経
見
返
絵
の
通
例

に
倣
い
、
全
巻
の
代
表
と
し
て
説
法
会
を
大
き
く
取
り
上
げ
る
と
い
う
制
約
の

下
で
描
か
れ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
巻
第
六
で
は
説
法
会
の
情
景
が
図
中
に
占

め
る
割
合
が
低
く
、
む
し
ろ
そ
の
手
前
の
道
の
方
に
重
点
を
置
い
た
よ
う
な
構

成
が
行
わ
れ
て
い
る
の
は
、
表
現
意
図
の
よ
り
率
直
な
表
れ
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

ま
た
、
以
下
に
取
り
上
げ
る
諸
作
と
比
べ
て
、
こ
の
「
法
華
経
」
に
お
け
る

図
様
の
特
徴
の
一
は
、
霊
山
会
場
と
手
前
の
空
間
と
を
連
絡
す
る
部
分
が
、
洞

窟
と
な
っ
て
い
る
こ
と
に
あ
る
。
結
節
点
と
し
て
顕
著
な
形
態
を
有
し
、
そ
れ

を
挟
ん
で
空
間
の
性
格
が
変
わ
る
こ
と
を
明
確
に
示
す
働
き
を
果
た
す
も
の
で

あ
る
。
し
か
し
そ
の
反
面
、
や
や
記
号
的
で
、
風
景
の
自
然
さ
を
多
少
損
な
う

と
こ
ろ
が
あ
る
こ
と
も
否
め
な
い
。
巻
第
一
・
六
両
図
に
共
通
し
て
、
洞
窟
を

擁
す
る
山
の
輪
郭
が
、
背
が
高
く
右
へ
少
し
傾
い
で
い
る
こ
と
や
、
山
の
輪
郭

に
ほ
ぼ
沿
っ
て
洞
窟
が
開
き
、
弓
形
に
な
っ
て
い
る
こ
と
と
い
う
形
式
的
特
徴

は
、
正
倉
院
の
「
麻
布
山
水
図
」
や
東
大
寺
金
堂
鎮
壇
具
の
「
銀
製
鍍
金
狩
猟

文
小
壺
」
な
ど
、
奈
良
時
代
の
遺
品
に
見
出
だ
さ
れ
る
も
の
に
相
似
す
る
の
が

注
意
さ
れ
、
観
念
性
の
強
さ
か
ら
、
き
わ
め
て
古
様
な
山
水
の
要
素
と
理
解
さ

れ
る
。
た
だ
し
奈
良
時
代
の
素
朴
な
山
水
構
成
を
行
う
作
品
で
は
、
空
洞
の
意

味
が
明
瞭
に
意
識
さ
れ
て
お
ら
ず
、
性
格
が
曖
昧
な
ま
ま
に
用
い
ら
れ
て
い
る

の
に
対
し
、
こ
こ
で
は
、
別
の
空
間
へ
の
通
路
と
し
て
明
確
に
位
置
づ
け
ら
れ

る
と
い
う
、
は
っ
き
り
し
た
相
違
が
あ
り
、
成
熟
し
た
山
水
表
現
の
要
素
と
し

て
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
に
古
様

な
形
式
を
留
め
て
い
る
こ
と
は
、
こ
の
「
法
華
経
」
の
製
作
時
期
を
十
二
世
紀

の
中
で
も
早
い
方
に
位
置
付
け
る
一
つ
の
要
素
と
な
る
か
も
し
れ
な
い
。

（
二
）
浅
草
寺
本
「
法
華
経
」

浅
草
寺
本
「
法
華
経
」
は
、
金
切
箔
撒
き
地
に
金
銀
泥
絵
と
い
う
特
異
な
技

法
と
、
図
様
も
類
品
が
な
い
こ
と
か
ら
、
位
置
づ
け
が
難
し
い
作
品
で
あ
り
、

十
一
世
紀
頃
と
見
る（
５７
）
説
や
、
千
百
五
十
年
前
後
か
ら
十
二
世
紀
第
三
・
四
半
期

ご
ろ
と
見
る（
５８
）
説
な
ど
か
な
り
幅
が
あ
る
。
詳
細
な
検
討
を
加
え
た
わ
け
で
は
な

い
が
、
唐
風
山
水
表
現
の
展
開
の
中
で
捉
え
う
る
山
塊
構
成
の
堅
実
さ
と
、
余

白
の
多
い
ゆ
っ
た
り
し
た
構
成
か
ら
、「
平
家
納
経
」
よ
り
は
早
い
、
平
安
時
代

後
期
の
作
と
捉
え
て
お
く
。

巻
第
一
の
見
返
絵
（
図
２１
）
は
、
右
下
隅
に
土
坡
が
あ
り
、
そ
の
上
に
広
が
る

平
地
か
と
思
わ
れ
る
余
白
を
経
て
、
左
上
に
図
の
主
要
部
を
成
す
山
景
が
配
さ

れ
る
。
上
端
に
鷲
の
峰
が
あ
り
、
そ
の
裾
の
霞
に
包
ま
れ
て
、
説
法
す
る
釈
迦

が
台
座
上
に
坐
し
、
そ
れ
を
取
り
巻
く
十
人
余
の
会
衆
は
す
べ
て
、
頭
頂
に
載
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せ
た
小
さ
い
帽
を
顎
に
紐
を
廻
し
て
着
け
た
、
俗
形
の
男
で
あ
る
。
手
前
に
重

畳
す
る
嶮
し
い
山
塊
の
間
の
道
の
二
箇
所
に
、
会
衆
と
同
じ
種
類
の
男
た
ち
が
、

従
者
を
伴
い
な
ど
し
て
山
中
へ
歩
み
入
る
姿
が
見
ら
れ
る
。
山
陰
に
消
え
る
道

の
先
は
、
山
が
左
右
に
開
い
て
会
場
へ
導
き
入
れ
る
形
に
な
っ
て
い
る
こ
と
か

ら
も
、
こ
れ
ら
が
霊
鷲
山
の
説
法
へ
と
参
ず
る
人
々
を
表
す
こ
と
は
明
か
で
あ

り
、
霞
に
籠
め
ら
れ
て
遠
く
に
感
じ
ら
れ
る
会
場
よ
り
も
、
こ
の
部
分
の
方
に

力
点
が
置
か
れ
て
い
る
と
さ
え
見
え（
５９
）

る
。
右
下
の
広
い
空
間
は
、
霊
鷲
山
へ
の

道
程
の
長
さ
を
強
調
す
る
よ
う
な
効
果
を
挙
げ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
つ
ま
り

こ
の
図
に
は
、
説
法
会
そ
の
も
の
よ
り
も
、
む
し
ろ
そ
こ
へ
の
道
の
方
が
主
と

し
て
描
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
会
場
と
手
前
の
道
の
間
が
、
や
や
単
純
な
図

式
性
を
有
す
る
も
の
の
、
洞
窟
の
よ
う
な
目
立
っ
た
要
素
の
な
い
、
自
然
な
地

形
に
描
か
れ
て
い
る
点
に
、
香
川
県
本
「
法
華
経
」
と
の
相
違
を
見
る
こ
と
が

で
き
る
。

（
三
）
大
長
寿
院
本
「
金
光
明
最
勝
王
経
金
字
宝
塔
曼
荼
羅
」

中
尊
寺
大
長
寿
院
の
「
金
光
明
最
勝
王
経
金
字
宝
塔
曼
荼
羅
」
は
、
十
二
世

紀
中
葉
の
製
作
と
す
る（
６０
）
説
や
、
十
二
世
紀
の
半
ば
よ
り
遡
る
と
見
る（
６１
）

説
が
あ
り
、

概
ね
十
二
世
紀
半
ば
頃
と
考
え
ら
れ
る
。

十
図
の
各
左
右
辺
上
端
部
な
ど
に
は
、
霊
山
説
法
の
場
面
が
配
さ
れ
て
い
る

が
、
そ
の
う
ち
第
九
塔
の
左
辺
や
第
十
塔
の
右
辺
（
図
２２
）
に
お
い
て
は
、
会
場

で
釈
迦
を
菩
薩
と
声
聞
た
ち
が
取
り
囲
み
、
前
に
俗
人
た
ち
が
坐
り
、
そ
し
て

土
坡
を
挟
ん
で
少
し
離
れ
た
位
置
に
、
会
場
へ
向
か
っ
て
歩
を
運
ぶ
と
こ
ろ
と

み
な
さ
れ
る
数
人
の
俗
人
が
描
か
れ
て
い
る
。
第
九
塔
で
は
、
そ
の
あ
た
り
の

風
景
は
低
い
土
坡
と
樹
林
ば
か
り
で
、
会
場
の
す
ぐ
近
く
と
い
う
感
じ
に
表
さ

れ
て
い
る
が
、
第
十
塔
で
は
、
歩
む
人
々
の
周
辺
に
そ
れ
よ
り
や
や
高
く
ち
ょ

っ
と
し
た
崖
面
を
伴
う
土
坡
や
、
洲
浜
が
広
が
り
、
長
い
道
程
を
思
わ
せ
る
表

現
に
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
海
を
隔
て
た
下
部
に
も
、
山
景
と
そ
の
麓
を
歩

む
数
人
の
人
物
が
あ
り
、
構
図
上
こ
れ
ら
も
上
の
霊
山
説
法
と
結
び
つ
く
か
と

思
わ
れ
、
そ
う
で
あ
れ
ば
さ
ら
に
遙
か
に
遠
い
道
の
り
が
表
さ
れ
て
い
る
こ
と

図２１ 法華経 巻第一 見返 浅草寺

図２２ 金光明最勝王
経金字宝塔曼荼羅
第十塔 部分
大長寿院
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に
な
り
、
浅
草
寺
本

「
法
華
経
」
と
も
近
い

構
成
が
、
よ
り
広
い
画

面
に
お
い
て
、
ゆ
っ
た

り
と
し
た
構
図
で
描
か

れ
て
い
る
と
い
え
よ（
６２
）

う
。

こ
の
「
金
光
明
最
勝

王
経
金
字
宝
塔
曼
荼

羅
」
に
つ
い
て
は
、
塔

の
下
部
に
お
け
る
、
塔

中
で
説
法
す
る
釈
迦
の

前
に
参
じ
る
人
々
の
描

写
に
も
、
霊
山
説
法
図

で
は
な
い
な
が
ら
、
触

れ
て
お
く
べ
き
で
あ
ろ

う
。
塔
よ
り
下
の
左
右

一
杯
と
い
う
、
こ
の
図

の
中
で
は
か
な
り
大
き

い
割
合
を
占
め
る
部
分

を
使
っ
て
、
十
図
に
変

化
は
つ
け
て
い
る
も
の

の
、
概
ね
同
様
の
構
成

を
行
い
、
山
や
土
坡
、

洲
浜
な
ど
か
ら
な
る
、

総
じ
て
平
坦
な
印
象
の

あ
る
広
大
な
山
水
景
観
の
中
に
、
あ
る
者
は
車
や
舟
な
ど
で
来
り
、
徒
歩
で
会

場
に
向
か
う
多
く
の
男
女
を
配
す
る
。
こ
の
部
分
の
会
衆
は
、
第
六
・
十
塔
に

の
み
、
象
頭
・
馬
頭
な
ど
を
含
み
八
部
衆
を
表
す
か
と
思
わ
れ
る
八
体
の
天
部

が
描
か
れ
る
ほ
か
は
、
俗
人
ば
か
り
で
あ
り
、
主
眼
が
彼
ら
に
あ
る
こ
と
は
明

か
で
あ
る
。
同
種
の
画
面
構
成
を
行
う
談
山
神
社
お
よ
び
立
本
寺
の
「
法
華
経

宝
塔
曼
荼
羅
」
が
、
同
部
分
を
釈
迦
説
法
図
お
よ
び
種
々
の
説
話
描
写
に
あ
て

る
の
に
比
べ
て
も
、
在
俗
信
者
の
説
法
会
場
へ
の
参
集
と
い
う
主
題
に
深
い
関

心
の
あ
る
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、
こ
の
部
分
に
展
開
す
る
変
化
に
富

む
風
景
の
中
に
、
橋
を
描
き
込
む
も
の
が
、
第
一
・
三
・
七
・
八
（
図
２３
）・
九

塔
の
五
図
も
含
ま
れ
る
の
が
注
意
さ
れ
る
。
第
一
塔
で
は
塔
の
直
前
に
近
い
位

置
へ
架
か
り
、
第
三
・
七
・
八
塔
で
は
画
面
外
に
近
い
右
下
隅
か
ら
中
央
上
部

へ
向
か
う
よ
う
に
架
か
る
。
第
九
塔
で
は
、
左
下
へ
向
い
て
架
か
る
こ
と
と
、

橋
の
両
側
に
そ
れ
ぞ
れ
橋
の
方
へ
歩
む
人
々
を
配
す
る
こ
と
と
の
た
め
に
、
意

味
が
曖
昧
に
な
っ
て
は
い
る
が
、
右
下
隅
に
乗
用
の
車
を
休
ま
せ
て
い
る
点
か

ら
、
橋
は
前
の
三
図
と
同
じ
位
置
づ
け
で
あ
る
こ
と
が
解
る
。
つ
ま
り
こ
れ
ら

の
橋
は
、
香
川
県
本
「
法
華
経
」
に
お
け
る
橋
と
同
じ
役
割
を
負
う
構
成
要
素

な
の
で
あ（
６３
）
る
。
以
上
、
下
部
の
描
写
を
も
含
め
、「
金
光
明
最
勝
王
経
金
字
宝
塔

曼
荼
羅
」
に
お
け
る
、
会
場
に
到
る
道
は
、
香
川
県
本
や
浅
草
寺
本
よ
り
も
穏

や
か
で
、
自
然
な
感
じ
を
備
え
て
お
り
、
道
程
は
長
く
と
も
支
障
な
く
到
り
着

く
こ
と
が
で
き
そ
う
に
見
え
る
表
現
に
な
っ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

（
四
）
談
山
神
社
本
「
法
華
経
宝
塔
曼
荼
羅
」

談
山
神
社
本
「
法
華
経
宝
塔
曼
荼
羅
」
は
、
平
安
時
代
末
期
の
作
と
考
え
ら

れ（
６４
）

る
。
十
図
の
う
ち
、
巻
第
一
図
の
下
辺
部
に
表
さ
れ
た
霊
山
説
法
の
場
面
で
、

釈
迦
の
前
に
居
並
ぶ
俗
人
の
男
た
ち
と
同
種
の
像
が
、
会
場
と
は
土
坡
で
軽
く

図２３ 金光明最勝王経金字宝塔曼荼羅 第八塔 部分 大長寿院
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隔
て
ら
れ
た
手
前
の
、
中
央
下
端
に
二
体
立
っ
て
い
る
の
は
、
上
の
説
法
と
結

び
つ
く
の
か
、
左
右
の
六
道
描
写
と
結
び
つ
く
の
か
、
今
ひ
と
つ
明
確
で
な
い
。

一
具
の
う
ち
開
経
の
無
量
義
経
図
も
こ
の
部
分
に
霊
山
説
法
を
表
す
が
、
左
右

一
杯
を
占
め
て
、
会
場
が
山
に
包
ま
れ
る
様
子
を
描
き
、
山
中
に
勢
い
よ
く
流

れ
落
ち
る
瀧
や
深
い
凹
部
も
あ
る
な
ど
、
嶮
し
い
山
容
を
示
す
。
そ
の
下
端
部

は
中
央
辺
か
ら
右
端
に
か
け
て
、
緩
や
か
な
起
伏
の
地
面
が
続
く
。
閉
ざ
さ
れ

た
左
方
と
異
な
る
こ
の
地
形
は
、
画
面
外
と
山
中
の
会
場
と
を
繋
ぐ
通
路
の
よ

う
に
見
え
る
。
結
経
の
観
普
賢
経
図
（
図
２４
）
で
も
や
は
り
こ
の
部
分
に
説
法
の

場
面
が
描
か
れ
、
霊
鷲
山
で
は
な
く
毘
舎
離
国
大
林
精
舎
重
閣
講
堂
に
お
け
る

も
の
で
あ
る
が
、
左
右
一
杯
に
描
か
れ
る
景
観
は
、
寺
院
の
伽
藍
で
は
な
く
、

鷲
の
峰
こ
そ
な
い
も
の
の
、
山
に
よ
っ
て
会
場
が
ほ
と
ん
ど
囲
ま
れ
る
構
成
に

な
っ
て
い
る
の
は
、
無
量
義
経
図
に
準
じ
る
と
言
え
る
。
下
端
部
の
地
形
も
似

て
お
り
、
そ
の
部
分
の
右
寄
り
に
表
さ
れ
て
い
る
、
左
方
へ
歩
む
姿
の
男
性
二

人
は
、
釈
迦
の
前
に
比
丘
と
混
じ
っ
て
居
並
ぶ
男
性
た
ち
と
同
種
と
見
ら
れ
る

の
で
、
会
場
へ
向
か
う
と
こ
ろ
と
解
さ
れ
よ
う
。
こ
れ
と
照
ら
し
合
わ
せ
る
こ

と
に
よ
り
、
無
量
義
経
図
の
下
端
右
半
部
も
、
会
場
へ
の
道
を
表
す
こ
と
が
よ

り
明
ら
か
に
な
る
。
さ
ら
に
は
巻
第
一
図
の
下
端
部
の
描
写
も
、
人
物
の
右
方

に
、
や
や
険
し
い
小
山
の
手
前
に
緩
や
か
な
起
伏
の
あ
る
地
面
が
右
端
ま
で
続

い
て
い
る
と
い
う
地
形
の
類
似
か
ら
し
て
も
、
同
じ
意
味
と
考
え
る
こ
と
が
で

き
よ
う
。
こ
れ
ら
に
お
け
る
類
型
化
し
た
描
写
は
、
会
場
へ
の
道
を
表
現
す
る

こ
と
の
、
定
着
ぶ
り
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
下
端
部
の
道
と
会
場

と
が
、
土
坡
一
つ
を
越
え
る
だ
け
で
つ
な
が
る
と
い
う
構
成
は
、
奈
良
国
立
博

物
館
本
「
釈
迦
霊
鷲
山
説
法
図
」
に
極
め
て
近
い
と
い
え
る
。

（
五
）
法
隆
寺
金
堂
「
阿
弥
陀
如
来
像
台
座
」
板
絵
「
霊
鷲
山
図
」

法
隆
寺
金
堂
の
「
阿
弥
陀
如
来
像
台
座
」
の
う
ち
上
座
は
、
貞
永
元
年
（
一
二

三
二
）
に
供
養
を
遂
げ
た
新
造
の
阿
弥
陀
三
尊
像
の
中
尊
の
た
め
に
作
ら
れ
た

図２４ 法華経宝塔曼荼羅 観普賢経 部分 談山神社
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と
み
な
さ
れ
、
鎌
倉
時
代
前
期
の
絵
画
の
基
準
作
と
し
て
重
要
な
も
の
で
あ
る
。

右
側
面
の
板
絵
は
「
霊
鷲
山
図
」（
図
２５
）
で
あ
る
。
説
法
の
場
面
は
表
さ
れ
ず
、

山
容
だ
け
で
あ
る
の
が
珍
し
く
、
奈
良
国
立
博
物
館
本
「
釈
迦
霊
鷲
山
説
法

図
」
と
と
は
や
や
異
な
る
種
類
の
図
に
な
っ
て
い
る
が
、
主
題
的
に
は
親
密
な

関
係
に
あ
る
。
他
の
面
と
の
統
一
性
の
た
め
背
景
に
水
面
が
配
さ
れ
る
の
も
霊

鷲
山
図
と
し
て
は
異
例
で
、
鷲
型
の
峯
か
ら
、
中
腹
に
棚
引
く
霞
を
挟
ん
で
、

下
部
の
嶮
し
く
そ
そ
り
立
つ
山
崖
に
連
な
る
。
山
裾
に
は
崖
下
を
回
り
込
む
よ

う
に
奥
へ
続
く
道
が
あ
り
、
手
前
へ
辿
る
と
、
山
か
ら
流
れ
出
す
川
を
渡
る
橋

が
あ
り
、
左
下
隅
に
配
さ
れ
た
こ
ち
ら
岸
か
ら
、
童
子
を
伴
っ
た
唐
装
の
一
男

子
が
、
峰
を
仰
ぎ
な
が
ら
ま
さ
に
進
み
入
ろ
う
と
し
て
い
る
。
道
の
途
中
、
崖

の
陰
に
は
塔
が
建
っ
て
お
り
、
そ
の
上
方
の
崖
面
に
、
そ
れ
と
同
様
の
も
の
と

思
し
い
台
座
の
み
が
霞
か
ら
覗
い
て
い
る
。
山
中
の
諸
処
に
配
さ
れ
た
櫻
な
ど

の
花
木
が
華
麗
な
彩
り
を
添
え
る
。
人
物
と
鷲
の
峰
と
を
結
ぶ
線
が
構
図
の
骨

格
を
成
し
て
い
る
こ
と
か
ら
直
ち
に
理
解
さ
れ
よ
う
が
、
こ
の
図
の
主
眼
は
、

こ
こ
に
は
描
か
れ
て
い
な
い
釈
迦
の
説
法
で
は
も
ち
ろ
ん
な
く
、
釈
迦
に
帰
依

す
る
人
が
説
法
の
場
へ
と
向
か
う
道
筋
そ
の
も
の
の
表
現
に
あ
る
。
そ
の
途
中

に
配
さ
れ
る
二
つ
の
塔
は
、
あ
た
か
も
信
仰
の
道
標
の
役
割
を
果
た
す
か
の
よ

う
に
も
見
ら
れ
る
。
な
お
、
上
座
正
面
に
は
、
海
辺
に
そ
び
え
る
補
陀
落
山
が

表
さ
れ
、
そ
こ
に
も
山
下
に
川
・
橋
・
道
と
い
う
同
種
の
要
素
が
用
い
ら
れ
て

い
る
が
、
道
筋
の
表
現
が
や
や
曖
昧
に
な
っ
て
お
り
、
類
型
的
な
応
用
に
す
ぎ

な
い
と
み
な
さ
れ
よ
う
。
そ
れ
は
取
り
も
直
さ
ず
こ
の
型
が
定
着
か
ら
形
式
化

に
傾
き
か
け
て
い
る
こ
と
を
示
す
も
の
に
他
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。

（
六
）
性
海
寺
「
舎
利
厨
子
」
扉
絵
「
霊
鷲
山
説
法
図
」

性
海
寺
の
「
舎
利
厨
子
」
は
、
鎌
倉
時
代
中
期
な
い
し
後
期
の
作
と
考
え
ら

れ
て
い（
６５
）
る
。
仏
伝
を
表
し
た
扉
絵
の
う
ち
一
面
に
「
霊
鷲
山
説
法
図
」（
図
２６
）

が
あ
る
。
上
部
約
五
分
の
三
に
説
法
場
面
を
描
き
、
下
部
に
山
・
川
・
橋
・
塔

婆
な
ど
か
ら
な
る
風
景
が
配
さ
れ
て
い（
６６
）
る
。
下
部
は
、
山
の
稜
線
に
よ
っ
て
上

部
と
劃
さ
れ
る
に
加
え
、
中
腹
以
下
を
隠
す
よ
う
に
棚
引
く
幅
広
い
霞
が
、
最

図２５ 阿弥陀如来像台座 上座側面（霊鷲山図） 法隆寺

図２６ 舎利厨子 扉
（霊鷲山説法図） 性海寺
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下
部
の
空
間
と
奥
と
の
距
離
感
を
生
み
出
し
て
い
る
。
香
川
県
本
「
法
華
経
」

に
通
じ
る
と
こ
ろ
も
あ
る
構
成
で
あ
る
が
、
格
段
に
単
純
化
さ
れ
て
い
る
。
小

さ
い
厨
子
の
扉
絵
と
い
う
制
約
も
あ
り
、
総
じ
て
簡
略
な
描
写
を
行
う
作
品
で

は
あ
る
も
の
の
、
橋
の
こ
ち
ら
側
の
道
が
下
端
部
で
は
極
端
に
細
く
て
通
路
と

は
見
え
ぬ
ほ
ど
で
あ
っ
た
り
、
ま
た
霞
の
た
め
に
橋
の
向
こ
う
の
進
路
が
絶
た

れ
て
し
ま
う
よ
う
な
印
象
が
あ
る
な
ど
、
下
部
の
描
写
の
意
味
が
理
解
さ
れ
て

い
な
い
か
の
よ
う
な
表
現
が
見
受
け
ら
れ
る
の
は
、
形
骸
化
と
み
な
さ
れ
ね
ば

な
ら
ず
、
製
作
時
期
が
鎌
倉
時
代
も
あ
ま
り
上
ら
な
い
こ
と
を
示
す
も
の
で
も

あ
ろ
う
。

（
七
）
常
楽
寺
本
「
釈
迦
八
相
図
」

常
楽
寺
の
「
釈
迦
八
相
図
」
は
、
伝
統
的
な
大
和
絵
様
式
の
か
な
り
整
理
が

進
ん
だ
表
現
か
ら
見
て
、
鎌
倉
時
代
末
期
頃
の
作
か
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
第
六

幅
（
図
２７
）
は
、
上
半
部
に
霊
山
説
法
の
場
面
を
表
し
、
下
半
部
に
は
、
山
頂
付

近
に
深
い
雲
霞
が
か
か
る
険
し
い
山
景
に
、
川
・
橋
・
塔
婆
を
配
し
、
山
中
の

二
箇
所
で
塔
婆
を
礼
拝
す
る
人
物
の
ほ
か
、
山
中
へ
と
道
を
進
む
多
く
の
人
物

や
、
右
下
に
控
え
る
車
・
象
・
馬
な
ど
を
、
賑
や
か
に
描
き
込
ん
で
い
る
。
こ

の
う
ち
主
に
、
説
法
の
場
へ
の
貴
人
の
往
詣
を
表
す
と
見
ら
れ
る
描
写
に
よ
り
、

こ
の
図
は
仏
伝
の
う
ち
「
頻
婆
娑
羅
王
帰
仏
」
を
表
す
と
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る

（
６７
）
が
、
図
様
の
上
で
こ
れ
と
非
常
に
親
密
な
関
係
を
示
す
、
持
光
寺
本
「
釈
迦
八

相
図
」
の
第
七
幅
に
つ
い
て
、
頻
王
帰
仏
に
限
定
せ
ず
、
初
転
法
輪
や
霊
鷲
山

説
法
な
ど
数
々
の
説
法
教
化
場
面
を
集
約
的
に
表
す
表
現
で
あ
る
と
さ
れ（
６８
）
る
の

を
、
常
楽
寺
本
に
も
適
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
と
思
わ
れ
る
。
い
ず
れ
に
せ

よ
、
霊
山
説
法
図
の
枠
組
み
の
中
で
、
し
か
も
霊
山
へ
の
道
を
伴
う
図
の
形
式

を
用
い
て
描
か
れ
た
図
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

画
面
が
大
き
い
せ
い
も
あ
っ
て
、
下
部
の
自
然
描
写
が
、
一
見
し
た
と
こ
ろ

他
の
諸
作
よ
り
は
る
か
に
複
雑
で
あ
る
が
、
骨
格
は
異
な
っ
て
い
な
い
。
右
下

か
ら
入
る
道
が
、
岩
を
回
り
込
ん
で
橋
へ
掛
か
り
、
渡
っ
た
先
で
上
っ
て
行
き
、

山
陰
に
消
え
る
。
そ
の
先
が
雲
霞
に
閉
ざ
さ
れ
、
上
部
の
会
場
と
の
関
係
が
明

確
で
な
い
点
は
、
性
海
寺
の
厨
子
扉
絵
と
共
通
す
る
が
、
こ
こ
で
は
道
が
図
の

外
方
を
向
い
て
さ
ら
に
山
中
へ
入
り
行
く
た
め
に
、
上
部
の
会
場
と
の
結
び
つ

き
が
弱
い
と
言
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
下
半
部
の
意
味
が
十
分
に
理
解
さ
れ
て

い
な
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
疑
念
を
も
抱
か
せ
る
と
こ
ろ
に
、
製
作
時
期
の

下
降
が
感
じ
ら
れ
る
。

（
八
）
持
光
寺
本
「
釈
迦
八
相
図
」

持
光
寺
の
「
釈
迦
八
相
図
」
は
、
や
や
散
漫
な
構
成
と
、
山
水
に
お
け
る
水

墨
表
現
の
強
い
作
風
か
ら
鎌
倉
時
代
末
期
な
い
し
南
北
朝
時
代
頃
の
作
と
思
わ

れ（
６９
）

る
。
そ
の
第
七
幅
（
図
２８
）
に
は
、
上
端
に
霊
鷲
山
を
配
し
、
涌
雲
を
挟
ん
で

手
前
に
、
釈
尊
の
説
法
の
情
景
が
描
か
れ
て
い
る
。
頻
婆
娑
羅
王
の
帰
仏
を
表 図２７ 釈迦八相図 第六幅 常楽寺
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す
と
す
る（
７０
）
説
も
あ
る
が
、
そ
れ
は
と
も
か
く
、
図
様
と
し
て
は
霊
山
説
法
図
の

形
式
に
倣
っ
て
い
る
。
会
場
は
上
半
部
に
ま
と
め
ら
れ
、
諸
々
の
会
衆
の
中
で

も
釈
迦
の
前
に
居
並
ぶ
俗
形
の
人
々
の
多
さ
が
目
立
つ
。
霞
を
介
し
た
下
半
部

に
は
、
嶮
し
い
山
を
右
に
寄
せ
て
配
し
、
こ
こ
が
山
中
で
あ
る
こ
と
を
表
示
す

る
。
山
下
に
会
衆
の
う
ち
の
貴
人
た
ち
の
従
者
と
み
な
さ
れ
る
男
た
ち
、
車
と

そ
れ
を
引
い
て
い
た
象
、
乗
用
の
馬
を
描
き
、
左
端
に
は
わ
ず
か
に
覗
く
山
の

裾
に
川
と
橋
を
配
し
て
、
こ
の
場
へ
の
入
口
を
示
す
。
左
右
の
山
は
上
下
の
隔

て
と
な
ら
ず
中
央
部
が
大
き
く
開
け
て
お
り
、
会
座
の
部
分
と
従
者
た
ち
の
部

分
と
は
、
霞
に
よ
っ
て
仕
切
ら
れ
て
は
い
る
が
、
平
地
と
し
て
連
続
し
て
い
る

よ
う
に
見
え
る
。
構
成
要
素
が
今
ま
で
見
て
き
た
諸
作
と
ほ
ぼ
共
通
し
、
図
様

の
伝
統
を
踏
ま
え
て
い
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
の
に
か
か
わ
ら
ず
、
諸
要
素
の

扱
い
が
異
な
る
た
め
、
表
さ
れ
る
空
間
は
霊
鷲
山
に
限
ら
れ
、
そ
こ
へ
到
る
道

の
表
現
が
ほ
と
ん
ど
な
く
な
っ
て
い
る
の
は
、
図
様
の
意
味
が
見
失
わ
れ
て
い

る
た
め
で
あ
ろ
う
。
霊
鷲
山
へ
の
道
と
い
う
主
題
が
、
鎌
倉
時
代
末
期
に
は
衰

退
し
て
い
た
こ
と
を
示
唆
す
る
作
例
と
な
る
。

五
、
お
わ
り
に

―

時
代
の
中
で

最
初
に
見
た
、
奈
良
国
立
博
物
館
本
「
釈
迦
霊
鷲
山
説
法
図
」
の
表
装
背
面

の
銘
文
の
中
か
ら
、
図
の
題
名
だ
け
を
抜
き
出
し
て
み
る
と
、「
霊
鷲
山
釈
迦

如
来
像
」「
霊
山
尊
形
」「
霊
山
会
釈
迦
像
」「
霊
山
会
尊
像
」「
霊
山
会
釈
尊
」

と
、
す
べ
て
少
し
ず
つ
異
な
り
な
が
ら
も
ほ
ぼ
同
一
の
内
容
と
い
え
、
伝
来
し

た
寺
院
に
お
い
て
は
、
き
わ
め
て
当
然
の
こ
と
と
は
い
え
、「
霊
鷲
山
の
会
座

に
お
け
る
釈
迦
如
来
像
」
と
い
う
理
解
で
一
貫
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

箱
書
の
題
名
「
霊
山
会
場
諸
尊
影
」
は
、
釈
尊
に
加
え
て
参
集
の
諸
尊
に
も

配
慮
し
て
お
り
、
画
家
ら
し
く
図
様
に
一
層
即
し
た
呼
称
で
は
あ
る
が
、
会
場

の
範
囲
を
出
て
お
ら
ず
、
尊
像
を
主
と
し
て
い
る
と
い
う
意
味
で
、
背
面
銘
文

の
呼
称
と
根
本
的
な
相
違
は
な
い
。

こ
の
よ
う
に
背
面
銘
文
と
箱
書
か
ら
、
鎌
倉
時
代
以
来
、
伝
来
の
過
程
で
は
、

霊
鷲
山
に
お
け
る
釈
迦
の
説
法
の
情
景
を
表
し
た
図
と
の
認
識
に
変
化
は
な
い

こ
と
が
知
ら
れ
、
そ
の
点
に
何
の
問
題
が
あ
る
わ
け
で
も
な
い
。

し
か
し
、
い
わ
ば
公
式
の
主
題
は
そ
の
通
り
で
あ
る
と
し
て
も
、
そ
れ
だ
け

図２８ 釈迦八相図 第七幅 持光寺
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で
は
こ
の
図
の
内
容
を
的
確
に
示
す
こ
と
に
は
な
ら
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

こ
の
図
の
構
成
上
の
特
徴
は
、
霊
鷲
山
に
お
け
る
説
法
の
場
面
だ
け
で
な
く
、

そ
れ
と
は
霞
で
隔
て
ら
れ
た
手
前
の
空
間
を
、
下
部
の
縁
取
に
し
て
は
多
す
ぎ

る
分
量
で
、
風
景
と
し
て
見
応
え
の
あ
る
豊
か
な
内
容
で
描
い
て
い
る
こ
と
に

あ
る
。
す
な
わ
ち
、
何
ら
か
の
意
味
を
負
わ
さ
れ
て
い
る
に
相
違
な
い
と
見
ら

れ
る
だ
け
の
充
実
感
を
備
え
た
こ
の
部
分
は
、
上
述
の
通
り
、
霊
鷲
山
へ
の
道

を
表
す
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
が
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
釈
迦
の
浄
土
で
あ
る

霊
鷲
山
を
、
そ
れ
だ
け
で
完
結
し
独
立
す
る
超
越
的
な
空
間
と
し
て
画
面
に
表

す
の
で
は
な
く
、
画
面
の
外
、
す
な
わ
ち
こ
の
図
を
礼
拝
す
る
者
の
属
す
る
世

界
と
連
続
し
、
道
を
辿
っ
て
行
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
、
現
実
的
な
空
間
と

し
て
表
し
得
て
い
る
と
言
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

同
じ
主
題
を
扱
う
、
平
安
時
代
後
期
か
ら
鎌
倉
時
代
に
か
け
て
の
緒
遺
品
の

中
に
置
い
て
見
る
と
、
画
風
か
ら
鎌
倉
時
代
初
頭
頃
の
作
と
推
定
さ
れ
る
こ
の

図
は
、
主
題
が
定
着
し
、
図
様
が
整
理
さ
れ
た
時
期
に
お
け
る
、
こ
の
主
題
を

単
独
に
扱
う
大
作
と
し
て
、
重
要
な
存
在
と
み
な
さ
れ
る
。

鎌
倉
時
代
初
期
に
釈
迦
信
仰
を
標
榜
し
た
高
僧
の
一
人
で
あ
る
解
脱
上
人
貞

慶
（
一
一
五
五
〜
一
二
一
三
）
が
、
釈
尊
常
在
の
浄
土
と
さ
れ
る
霊
鷲
山
に
つ
い

て
、
建
久
七
年
（
一
一
九
六
）
に
草
し
た
『
欣
求
霊
山
講
式
』
に
お
い
て
、
霊
鷲

山
は
、
極
楽
や
兜
率
天
と
異
な
り
、
人
間
界
で
あ
る
閻
浮
提
の
中
に
あ
る
こ
と

が
述
べ
ら
れ
、「
山
川
遙
か
な
り
と
い
へ
ど
も
、
煙
霞
こ
れ
同
じ
」
と
、
は
る
か

遠
隔
の
地
で
は
あ
る
も
の
の
、
そ
の
煙
霞
す
な
わ
ち
風
景
は
、
我
々
の
住
む
と

こ
ろ
と
異
な
ら
な
い
と
い
う
理
解
が
示
さ
れ
て
い
る
。
現
実
の
宮
殿
を
超
越
す

る
壮
麗
な
建
築
群
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
、
阿
弥
陀
浄
土
や
弥
勒
浄
土
の
光
景

と
は
全
く
異
質
な
、
目
慣
れ
た
自
然
と
等
質
の
風
景
が
そ
こ
に
は
思
い
描
か
れ

て
い
る
と
言
い
換
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
同
講
式
に
は
、『
智
度
論
』
を
引
い
て

「
好
き
林
水
多
く
、
聖
人
住
処
と
す
、
ま
た
余
国
の
精
舎
、
平
地
多
き
ゆ
ゑ
、

雑
人
入
出
し
、
往
来
易
き
ゆ
ゑ
、
閑
静
な
ら
ず
」
と
、
他
の
釈
迦
の
遺
跡
と
異

な
り
、
霊
鷲
山
は
人
里
離
れ
た
深
い
山
中
で
、
山
水
の
美
に
富
み
、
閑
寂
な
と

こ
ろ
で
あ
る
こ
と
も
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
言
葉
に
従
っ
て
導
き
出
さ

れ
る
霊
鷲
山
の
様
子
は
、
奈
良
国
立
博
物
館
本
「
釈
迦
霊
鷲
山
説
法
図
」
に
表

さ
れ
た
も
の
と
同
じ
種
類
の
風
景
と
言
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

同
時
期
に
釈
迦
信
仰
を
鼓
吹
し
た
一
方
の
雄
、
明
恵
上
人
高
弁
（
一
一
七
三
〜

一
二
三
二
）
の
遺
品
に
は
、「
大
唐
天
竺
里
程
書
」（
高
山
寺
）
と
称
さ
れ
る
有
名

な
も
の
が
あ
る
。
超
越
的
な
仏
で
は
な
く
現
実
に
生
き
た
師
父
と
し
て
の
釈
迦

を
思
慕
す
る
あ
ま
り
、
遺
跡
を
訪
問
し
た
い
と
願
い
、
中
国
の
長
安
か
ら
イ
ン

ド
の
王
舎
城
ま
で
の
徒
歩
旅
行
の
日
数
を
試
算
し
記
し
た
も
の
で
、
崇
敬
す
る

春
日
明
神
の
意
向
や
病
に
よ
り
旅
行
を
断
念
し
て
の
ち
も
、
こ
れ
を
携
帯
し
て

い
た
と
い
う
。
王
舎
城
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
霊
鷲
山
の
所
在
す
る
地
で
あ
る
。

こ
の
旅
行
計
画
は
、
明
恵
上
人
の
個
人
的
で
き
ま
ぐ
れ
な
夢
想
だ
っ
た
の
で
は

な
い
。
上
人
が
建
仁
三
年
（
一
二
〇
三
）
に
草
し
た
『
十
無
尽
院
舎
利
講
式
』
に

は
、
そ
の
天
竺
旅
行
断
念
の
一
件
の
記
述
も
あ
る
が
、
全
体
を
通
じ
て
や
は
り
、

数
万
里
を
隔
て
て
は
い
る
も
の
の
、
天
竺
へ
は
歩
い
て
行
く
こ
と
が
で
き
る
と

い
う
考
え
を
踏
ま
え
て
書
か
れ
て
い
る
。
た
ち
ま
ち
広
範
に
普
及
す
る
こ
と
に

な
っ
た
講
式
の
、「
鷲
峯
山
上
、
仏
法
花
を
説
く
の
霊
跡
、
猶
ほ
在
り
」
な
ど
と

い
う
文
言
に
よ
っ
て
、
霊
鷲
山
は
現
に
実
在
す
る
遺
跡
だ
と
い
う
意
識
が
、
幅

広
い
講
の
参
加
者
た
ち
に
共
有
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
奈
良
国
立
博
物
館
本

「
釈
迦
霊
鷲
山
説
法
図
」
は
、
こ
の
よ
う
な
実
感
的
で
生
き
生
き
し
た
思
潮
が

人
々
の
心
に
浸
透
し
て
い
た
世
に
、
似
つ
か
わ
し
い
作
品
と
思
わ
れ
る
。
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【
注
】

（
１
）『
玄
庵
鑑
賞
』（
大
正
三
年
六
月
、
國
華
社
）
に
、
筆
頭
の
有
名
な
「
涅
槃
図
」
に

続
い
て
、「
霊
鷲
山
説
法
図

筆
者
不
詳
」
と
し
て
掲
載
さ
れ
る
。
し
か
し
、
あ
ま

り
注
目
は
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
ら
し
く
、『
村
山
龍
平
伝
』（
昭
和
二
十
八
年
十
一

月
、
朝
日
新
聞
社
）
第
二
十
四
章
「
朝
日
新
聞
と
美
術
・
村
山
上
野
の
趣
味
」
に

挿
入
さ
れ
た
春
山
武
松
氏
に
よ
る
「
村
山
翁
の
絵
画
蒐
集
」
に
は
、
十
点
ほ
ど
取

り
上
げ
ら
れ
る
が
、「
霊
鷲
山
説
法
図
」
は
言
及
さ
れ
て
い
な
い
。

（
２
）
修
復
は
平
成
十
四
・
十
五
年
度
に
奈
良
国
立
博
物
館
文
化
財
保
存
修
理
所
で
行
わ

れ
、
施
工
は
株
式
会
社
文
化
財
保
存
で
あ
る
。
本
稿
を
な
す
に
あ
た
っ
て
、
文
化

財
保
存
よ
り
調
査
記
録
写
真
等
の
資
料
を
提
供
頂
い
た
。

（
３
）
初
度
の
み
が
一
紙
、
第
二
度
か
ら
第
四
度
ま
で
は
初
度
と
同
質
の
紙
で
一
紙
、
第

五
度
が
異
質
の
紙
で
一
紙
。
初
度
か
ら
第
四
度
ま
で
は
同
筆
と
見
受
け
ら
れ
、
第

四
度
の
修
復
時
に
そ
れ
ま
で
の
分
を
写
し
て
書
き
直
し
た
と
み
な
さ
れ
る
。
な
お
、

今
回
の
修
復
に
あ
た
り
、
背
面
貼
り
付
け
紙
片
が
画
面
の
保
存
に
及
ぼ
す
影
響
を

避
け
る
た
め
、
新
し
い
背
面
に
貼
り
込
む
こ
と
を
や
め
、
別
途
保
存
と
し
た
。

（
４
）
覚
深
編
の
『
日
吉
山
王
権
現
知
新
記
』（『
天
台
宗
全
書
』
所
収
）
巻
上
に
お
い
て
、

「
日
吉
山
王
権
現
二
十
一
社
御
神
影
」
を
描
き
連
ね
た
後
に
、「
右
山
王
二
十
一
社

画
図
一
軸
山
門
横
川
鶏
頭
院
大
僧
都
厳
覚
所
持
也
」
と
あ
り
、
そ
れ
に
続
け
て

「
裏
書
云
」
と
し
て
、
現
在
こ
の
図
に
付
属
し
て
い
る
、
文
安
四
年
か
ら
寛
永
三

年
に
わ
た
る
旧
裏
書
銘
文
が
写
さ
れ
て
い
る
。

（
５
）「
和
泉
国
松
尾
寺
展�

い
ま
中
世
の
風
景
が
見
え
て
き
た�

」
企
画
展
図
録
、
和
泉

市
い
ず
み
の
国
歴
史
館
、
二
〇
〇
〇
年
二
月
。『
和
泉
市
史

第
二
巻
』
昭
和
四
十

三
年
五
月
、
和
泉
市
史
編
纂
委
員
会

（
６
）
企
画
展
「
天
台
を
護
る
神
々�

山
王
曼
荼
羅
の
諸
相�

」
展
示
解
説
図
録
（
大
津

市
歴
史
博
物
館
、
平
成
十
八
年
十
月
）
に
、「
紙
本
淡
彩
日
吉
山
王
垂
迹
神
曼
荼
羅

図

大
阪
・
嵯
峨
井
氏

Ａ
本
」
と
し
て
掲
載
。

（
７
）『
日
吉
山
王
権
現
知
新
記
』
巻
上
に
、
注
４
に
挙
げ
た
二
十
一
社
神
影
の
前
に
収
め

ら
れ
た
、
別
の
二
十
一
社
神
影
の
後
に
、
こ
れ
と
ほ
ぼ
同
内
容
の
弘
治
三
年
の
修

復
銘
を
記
し
、
そ
れ
に
続
け
て
、
宝
永
元
年
（
一
七
〇
四
）・
享
保
七
年
（
一
七
二

二
）・
寛
政
元
年
（
一
七
八
九
）
に
次
々
に
転
写
さ
れ
た
折
の
銘
文
も
収
載
さ
れ
て

い
る
。

（
８
）
寺
島
典
人
氏
か
ら
の
間
接
的
な
ご
示
教
に
よ
り
、
園
城
寺
と
思
い
こ
ん
で
い
た
誤

解
か
ら
離
れ
得
た
。
氏
は
、
企
画
展
「
回
峰
行
と
聖
地
�
川�

比
叡
山
・
明
王
院

の
寺
宝�

」
展
示
解
説
図
録
（
大
津
市
歴
史
博
物
館

平
成
十
六
年
十
月
）
の
作

品
解
説
１９
「
絹
本
著
色
不
動
明
王
立
像
」（
井
深
觀
譲
師
蔵
）
に
お
い
て
、
無
動
寺

と
黄
不
動
と
の
結
び
つ
き
を
説
く
中
で
、
園
城
寺
と
の
山
号
の
共
通
に
も
触
れ
て

い
る
。
氏
に
よ
れ
ば
こ
の
山
号
は
史
料
に
頻
出
す
る
由
で
あ
る
が
、
筆
者
が
遇
目

し
た
例
と
し
て
は
、『
校
訂
増
補
天
台
座
主
記
』（
比
叡
山
延
暦
寺
開
創
記
念
事
務

局
、
昭
和
十
年
八
月
）
の
「
序
縁
起
」
奧
書
に
、「
享
保
五
年
（
一
七
二
〇
）
庚
子

四
月

長
等
山
無
動
寺
住
什
善
坊
中
興
第
八
世
僧
重
華
書
」
と
あ
る
の
が
、
本
図

裏
書
の
享
保
三
年
に
近
く
、
ま
た
明
和
四
年
（
一
七
六
七
）
の
奧
書
が
あ
る
『
山

門
堂
舎
由
緒
記

明
和
本
』（『
天
台
宗
全
書
』
所
収
）
に
は
、「
巻
第
一

比
叡
山

延
暦
寺
御
由
緒
書
」
の
「
東
塔
」
の
う
ち
「
無
動
寺
」
の
項
に
「
天
台
別
院
故
名

南
山
旧
名
長

等
山

無
動
寺
息
障
明
王
院
今
属
東
塔
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

（
９
）
注
７
の
、
三
番
目
の
記
に
あ
た
る
。

（
１０
）
今
回
の
修
復
に
際
し
、
太
巻
き
添
え
軸
を
新
調
し
た
こ
と
に
伴
い
、
一
回
り
大
き

い
保
存
箱
を
新
調
し
た
た
め
、
別
途
保
存
と
な
っ
た
。

（
１１
）
松
村
政
雄
「
為
恭
落
款
年
譜
」『
国
華
』
八
四
四
号
、
一
九
六
二
年
七
月

（
１２
）
嘉
永
七
年
（
一
八
五
四
）
の
作
で
、
為
恭
と
親
交
が
深
く
、
為
恭
に
依
頼
し
て
製

作
し
た
仏
画
の
遺
品
も
あ
る
、
比
叡
山
で
千
日
回
峰
行
を
満
し
た
高
僧
願
海
に
贈

ら
れ
、
の
ち
慶
応
三
年
（
一
八
六
七
）
に
願
海
が
隠
棲
し
た
明
王
院
へ
奉
納
し
た

も
の
で
あ
る
。
企
画
展
「
回
峰
行
と
聖
地
�
川�

比
叡
山
・
明
王
院
の
寺
宝�

」

展
示
解
説
図
録
、
作
品
解
説
１３

（
１３
）
安
政
二
年
（
一
八
五
五
）
の
作
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。「
為
恭
落
款
年
譜
」

（
１４
）
安
政
六
年
（
一
八
五
九
）
の
年
記
が
あ
り
、
の
ち
慶
応
元
年
（
一
八
六
五
）
に
願

海
が
為
恭
の
菩
提
の
た
め
に
奉
納
し
た
旨
の
銘
記
も
あ
る
。「
為
恭
落
款
年
譜
」

（
１５
）
寺
島
典
人
氏
（
注
８
作
品
解
説
）
に
よ
れ
ば
、
�
川
明
王
院
や
か
つ
て
無
動
寺
の

末
寺
で
あ
っ
た
百
済
寺
な
ど
に
黄
不
動
尊
画
像
が
伝
来
し
て
い
る
こ
と
、
山
号
が

共
通
す
る
こ
と
、
無
動
寺
明
王
堂
か
ら
下
界
正
面
に
園
城
寺
が
眺
め
ら
れ
る
こ
と

な
ど
が
、
無
動
寺
と
園
城
寺
の
関
連
を
思
わ
せ
る
。

（
１６
）
柳
澤
孝
氏
に
よ
れ
ば
、
平
安
時
代
の
如
来
絵
像
に
は
見
ら
れ
ず
、
鎌
倉
時
代
の
作

品
に
広
範
囲
に
用
い
ら
れ
て
い
る
形
式
で
あ
り
、
お
そ
ら
く
宋
画
の
影
響
に
よ
る

と
考
え
ら
れ
て
い
る
。『
大
和
古
寺
大
観

第
五
巻
』「
阿
弥
陀
三
尊
及
び
童
子

像
」
解
説
、
一
九
七
八
年
三
月
、
岩
波
書
店

（
１７
）
有
賀
祥
隆
氏
は
、
平
安
末
期
か
ら
鎌
倉
初
期
（
十
二
世
紀
）
の
作
と
し
、「
画
趣
は

平
安
後
期
の
繊
細
優
美
な
も
の
か
ら
脱
し
、
明
快
な
彩
色
を
基
調
に
し
た
特
徴
あ

る
も
の
で
、
時
代
の
新
傾
向
が
う
か
が
わ
れ
る
」
と
す
る
。
特
別
展
「
平
安
仏
画

�

日
本
美
の
創
成�

」
解
説
目
録
、
奈
良
国
立
博
物
館
、
昭
和
六
十
一
年
四
月
、
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各
個
解
説
７３

（
１８
）
有
賀
祥
隆
氏
は
、
鎌
倉
時
代
（
十
三
世
紀
）
の
作
と
す
る
も
の
の
、「
装
身
具
、
持

物
な
ど
の
金
具
類
に
裏
箔
を
用
い
、
文
様
や
衣
文
線
に
切
金
を
使
用
し
な
い
線
描

と
彩
色
に
よ
る
い
わ
ゆ
る
藤
末
鎌
初
の
天
台
仏
画
の
作
風
を
伝
え
る
」
と
す
る
。

特
別
展
「
浄
土
曼
荼
羅�

極
楽
浄
土
と
来
迎
の
ロ
マ
ン�

」
解
説
目
録
、
奈
良
国

立
博
物
館
、
昭
和
五
十
八
年
四
月
、
各
個
解
説
９６

（
１９
）
有
賀
祥
隆
氏
は
、
平
安
時
代
後
期
（
十
二
世
紀
）
と
し
、「
描
線
は
や
わ
ら
か
く
穏

和
で
、
す
で
に
和
様
化
が
い
ち
ぢ
る
し
い
。
こ
う
し
た
画
趣
は
、
例
え
ば
談
山
神

社
の
紺
紙
金
銀
泥
法
華
曼
荼
羅
に
ち
か
く
、
さ
ら
に
は
当
代
に
き
わ
め
て
大
量
に

制
作
さ
れ
た
『
法
華
経
』
を
は
じ
め
と
す
る
紺
紙
金
字
経
の
見
返
絵
と
の
関
係
も

考
察
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
」
と
す
る
。
特
別
展
「
平
安
仏
画�

日
本
美
の
創
成

�

」
解
説
目
録
、
各
個
解
説
７０

（
２０
）
有
賀
祥
隆
氏
は
、
古
い
唐
本
画
像
に
基
づ
い
て
描
か
れ
た
と
考
え
て
い
る
。
特
別

展
「
浄
土
曼
荼
羅�

極
楽
浄
土
と
来
迎
の
ロ
マ
ン�

」
解
説
目
録
、
各
個
解
説
９２

（
２１
）
例
え
ば
、
応
徳
三
年
（
一
〇
八
六
）
作
の
高
野
山
金
剛
峯
寺
所
蔵
「
仏
涅
槃
図
」

は
、
裏
彩
色
を
用
い
ず
、
専
ら
画
絹
の
表
か
ら
の
み
彩
色
し
て
い
る
こ
と
が
、
解

体
修
理
時
の
裏
面
の
観
察
に
よ
り
確
認
さ
れ
て
い
る
。『
国
宝
応
徳
仏
涅
槃
図
の

研
究
と
保
存
』
高
野
山
文
化
財
保
存
会
編
、
昭
和
五
十
八
年
二
月

（
２２
）『
法
華
経
（
中
）』
岩
波
文
庫
、
一
九
七
六
年
改
版

以
下
、『
法
華
経
』
の
引
用
は

同
書
に
よ
る
。

（
２３
）『
法
華
経
義
疏
』
等
と
も
称
さ
れ
、
聖
徳
太
子
の
『
法
華
義
疏
』
の
本
に
な
っ
た
注

釈
書
。『
大
正
新
修
大
蔵
経
』
第
三
十
三
に
収
め
ら
れ
る
が
、
そ
の
脚
注
に
よ
れ
ば
、

東
大
寺
に
嘉
禄
三
年
（
一
二
二
七
）
お
よ
び
寛
喜
二
年
（
一
二
三
〇
）
の
写
本
が

所
蔵
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
、
鎌
倉
時
代
初
期
に
も
盛
ん
に
用
い
ら
れ
て
い

た
と
推
察
さ
れ
る
。

（
２４
）「
法
華
経
」
見
返
絵
等
に
つ
い
て
は
、『
法
華
経�

写
経
と
荘
厳�

』（
奈
良
国
立
博

物
館
編
、
昭
和
六
十
二
年
三
月
）
を
参
照
し
た
。
以
下
の
考
察
に
お
い
て
も
同
様
。

（
２５
）
岩
波
文
庫
本
『
法
華
経
』
の
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
原
典
訳
本
で
は
、
同
箇
所
に
二

十
七
人
の
名
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

（
２６
）
我
が
国
に
伝
来
し
た
南
宋
仏
画
の
う
ち
、
新
知
恩
院
本
「
六
道
絵
」
中
の
天
道
図

に
お
い
て
は
、
塔
を
捧
げ
る
毘
沙
門
天
を
は
じ
め
、
弓
矢
を
執
る
像
、
槍
を
執
る

像
と
並
ん
で
、
武
装
形
の
四
像
の
一
つ
が
韋
駄
天
と
見
ら
れ
、
四
天
王
の
仲
間
に

入
れ
ら
れ
て
い
る
と
解
す
る
こ
と
が
で
き
そ
う
に
思
わ
れ
る
。
し
か
し
一
方
で
、

満
願
寺
本
「
諸
尊
集
会
図
」
に
お
い
て
は
、
下
半
部
の
四
隅
の
像
が
四
天
王
と
見

ら
れ
、
左
下
隅
近
く
の
韋
駄
天
と
見
ら
れ
る
像
は
、
四
天
王
の
中
に
含
め
ら
れ
て

い
な
い
よ
う
で
あ
る
。

（
２７
）
興
福
寺
の
「
八
部
衆
像
」
中
、
摩
�
羅
伽
と
考
え
ら
れ
る
像
は
、
蛇
を
頭
上
か
ら

肩
、
胸
へ
と
巻
き
付
け
て
い
る
。
現
図
胎
蔵
曼
荼
羅
で
は
、
摩
�
羅
伽
の
脇
侍
の

一
が
頭
上
に
蛇
を
巻
く
。

（
２８
）
日
本
の
比
較
的
古
い
例
と
し
て
、
鎌
倉
時
代
後
期
の
作
と
見
ら
れ
る
醍
醐
寺
の

「
山
水
屏
風
」
で
は
、
主
人
公
を
訪
ね
て
来
る
隠
者
と
見
ら
れ
る
老
人
に
従
う
童

子
の
一
人
が
肩
に
担
い
で
い
る
。

（
２９
）
旧
裏
書
の
安
永
七
年
（
一
七
七
八
）
の
修
復
銘
中
に
あ
る
、
建
武
二
年
（
一
三
三

五
）
の
年
記
が
製
作
時
期
を
示
す
と
解
さ
れ
る
。
奈
良
県
田
原
本
の
楽
田
寺
伝
来
。

（
３０
）
雲
龍
院
の
「
細
字
法
華
経
」
は
、「
呂
斌
刀
」
と
い
う
銘
が
あ
り
、
宋
版
と
見
ら
れ

る
が
、
見
返
の
釈
迦
説
法
図
の
多
数
の
会
衆
の
う
ち
、
釈
迦
の
直
前
で
舎
利
弗
と

向
か
い
合
っ
て
合
掌
し
坐
る
像
に
「
阿
闍
世
王
」
と
い
う
名
札
が
付
い
て
お
り
、

高
い
冠
を
着
け
て
い
る
。

（
３１
）
妙
法
院
の
彫
像
「
二
十
八
部
衆
像
」
の
う
ち
摩
�
羅
伽
王
は
、
菩
薩
形
で
は
な
く

五
目
の
忿
怒
相
像
で
あ
る
が
、
上
半
身
裸
形
と
い
う
点
で
は
共
通
し
、
琵
琶
を
持

つ
。
常
楽
寺
の
彫
像
「
二
十
八
部
衆
像
」
中
の
摩
�
羅
伽
王
も
、
五
目
で
頭
上
に

蛇
を
戴
く
が
柔
和
な
相
で
、
上
半
身
裸
形
に
琵
琶
を
持
つ
。

（
３２
）
伝
源
信
作
『
二
十
五
菩
薩
和
讃
』（『
恵
心
僧
都
全
集
』
第
一
所
収
）
に
お
い
て
、

各
尊
の
持
物
を
記
し
、
そ
の
意
味
を
説
く
中
に
、「
光
明
王
の
琵
琶
の
撥
、
無
明
の

ま
よ
ひ
を
驚
か
す
」
と
あ
る
。

（
３３
）
神
母
天
は
鬼
子
母
神
の
別
称
と
さ
れ
る
が
、
妙
法
院
の
「
二
十
八
部
衆
像
」
で
は

や
や
怒
り
を
示
す
相
で
男
性
形
と
見
え
、
宝
冠
を
着
け
全
身
を
ほ
っ
そ
り
と
包
む

衣
を
ま
と
い
、
鐃
鉢
を
持
つ
。
常
楽
寺
の
「
二
十
八
部
衆
像
」
の
神
母
天
も
鐃
鉢

を
持
つ
が
、
着
甲
の
武
将
形
で
あ
る
。
慈
照
院
本
「
二
十
八
部
衆
像
」
で
も
、
鐃

鉢
を
持
つ
像
は
武
将
形
に
描
か
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
、
本
図
の
像
と
は
持
物
以

外
に
似
る
と
こ
ろ
が
な
い
。

（
３４
）
阿
修
羅
は
三
面
六
臂
が
普
通
で
あ
る
が
、
四
臂
の
阿
修
羅
と
み
な
さ
れ
る
例
と
し

て
は
、
宋
版
に
基
く
正
嘉
元
年
（
一
二
五
七
）
の
「
観
音
経
絵
巻
」（
メ
ト
ロ
ポ
リ

タ
ン
美
術
館
）
の
巻
首
に
あ
る
「
仏
説
法
図
」
の
会
衆
中
に
、
三
面
四
臂
で
第
一

手
は
合
掌
し
第
二
手
は
日
月
を
捧
げ
持
つ
像
が
あ
り
、
ま
た
北
宋
の
雍
煕
二
年

（
九
八
五
）
に
造
立
さ
れ
た
清
凉
寺
の
「
釈
迦
如
来
立
像
」
の
納
入
品
「
霊
山
説

法
図
」
に
は
、
一
面
な
が
ら
四
臂
で
、
左
右
第
一
手
は
胸
前
に
組
ん
で
曲
尺
状
の

も
の
を
持
ち
、
第
二
手
は
挙
げ
て
日
月
を
捧
げ
持
つ
像
が
見
い
だ
さ
れ
る
。
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（
３５
）『
大
正
新
修
大
蔵
経
』
第
十
六
巻

（
３６
）
象
頭
像
に
つ
い
て
は
、
興
福
寺
の
八
部
衆
像
に
象
頭
冠
で
五
部
浄
と
伝
え
ら
れ
る

像
が
含
ま
れ
、
本
来
の
尊
名
は
明
確
で
は
な
い
も
の
の
、
八
部
衆
の
一
に
は
違
い

な
い
と
思
わ
れ
る
の
で
、
こ
の
図
の
像
も
八
部
衆
の
一
と
判
断
さ
れ
る
。

（
３７
）
海
住
山
寺
本
「
法
華
経
曼
荼
羅
」
で
は
、
釈
迦
の
両
脇
に
十
六
羅
漢
と
六
菩
薩
が

立
ち
、
そ
れ
以
外
の
多
数
の
衆
は
、
釈
迦
か
ら
視
線
を
外
し
対
面
し
て
立
つ
天
部

形
の
二
像
を
除
き
、
坐
し
て
拝
礼
す
る
と
い
う
、
類
の
な
い
構
成
に
な
っ
て
い
る

が
、
立
像
と
坐
像
の
組
み
合
わ
せ
の
点
で
は
、
こ
の
類
に
属
す
る
で
あ
ろ
う
。

（
３８
）
秋
山
光
和
「
法
華
堂
根
本
曼
陀
羅
の
構
成
と
表
現
」『
美
術
研
究
』
三
二
三
号
、
一

九
八
三
年
三
月

（
３９
）
比
較
的
近
い
例
と
し
て
、「
玉
虫
厨
子
」
の
宮
殿
部
背
面
板
絵
の
霊
山
浄
土
と
み
な

さ
れ
る
図
は
、
山
頂
部
を
奇
怪
な
獣
頭
形
に
描
い
て
お
り
、
こ
れ
を
、
平
安
期
の

紺
紙
金
泥
経
に
出
現
す
る
霊
鷲
山
の
形
式
の
先
駆
を
な
す
も
の
と
す
る
説
も
あ
る

が
、
獣
頭
と
鳥
頭
と
の
相
違
に
つ
い
て
は
言
及
が
な
い
。
林
良
一
『
奈
良
六
大
寺

大
観

第
五
巻

法
隆
寺
五
』「
玉
虫
厨
子
（
絵
画
）」
解
説
、
一
九
七
一
年
九
月

（
４０
）『
法
華
経�

写
経
と
荘
厳�

』
作
品
五
四

（
４１
）
霊
鷲
山
の
形
式
的
変
遷
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
次
に
述
べ
る
左
右
対
称
性
も
含
め
、

紙
数
の
都
合
で
省
略
し
た
。

（
４２
）
描
写
さ
れ
た
建
造
物
の
考
証
か
ら
、
保
元
二
年
（
一
一
五
七
）
か
ら
治
承
四
年
（
一

一
八
〇
）
の
間
と
考
え
ら
れ
、
様
式
観
を
加
味
し
て
一
一
六
〇
年
代
と
考
え
ら
れ

て
い
る
。
秋
山
光
和
「
信
貴
山
縁
起
絵
巻
に
お
け
る
伝
統
と
創
造
」『
平
安
時
代
世

俗
画
の
研
究
』
昭
和
三
十
九
年
三
月
、
吉
川
弘
文
館

（
４３
）『
平
等
院
大
観
』
第
三
巻
「
平
等
院
鳳
凰
堂
絵
画
の
研
究
」（
風
景
表
現
は
秋
山
光

和
氏
執
筆
）
第
二
章
第
一
節
等
、
一
九
九
二
年
一
月
、
岩
波
書
店

（
４４
）
柳
澤
孝
「
真
言
八
祖
行
状
図
と
廃
寺
永
久
寺
真
言
堂
障
子
絵
（
四
）」『
美
術
研

究
』
三
三
二
号
、
一
九
八
五
年
六
月

瀧
水
の
彩
色
は
青
で
は
な
く
、
白
緑
に
よ

る
淡
緑
色
と
確
認
さ
れ
て
お
り
、
唐
代
の
技
法
の
伝
統
を
遺
す
と
指
摘
さ
れ
て
い

る
。
本
図
や
神
護
寺
「
山
水
屏
風
」
の
瀧
水
が
青
く
彩
ら
れ
る
の
は
、
そ
の
点
で

新
し
い
傾
向
と
い
え
る
か
も
し
れ
な
い
。

（
４５
）
神
護
寺
所
蔵
「
山
水
屏
風
」
の
製
作
時
期
に
つ
い
て
は
、
作
風
か
ら
推
定
す
る
し

か
な
く
、
比
較
す
る
適
当
な
基
準
作
に
も
あ
ま
り
恵
ま
れ
な
い
が
、
鎌
倉
時
代
初

期
、
十
二
世
紀
末
か
ら
十
三
世
紀
は
じ
め
頃
と
い
う
見
解
が
一
般
に
認
め
ら
れ
て

い
る
。
例
、
千
野
香
織
「
神
護
寺
蔵
「
山
水
屏
風
」
の
構
成
と
絵
画
史
的
位
置
」

『
美
術
史
』
百
六
号
、
一
九
七
九
年
二
月

（
４６
）「
仏
伝
図
を
描
い
た
舎
利
厨
子
（
性
海
寺
蔵
）
と
二
・
三
の
携
帯
用
舎
利
厨
子
に
つ

い
て
」『
美
学
美
術
史
研
究
論
集
』（
名
古
屋
大
学
文
学
部
美
学
美
術
史
研
究
室
）

八
号
、
一
九
九
〇
年
八
月

（
４７
）
修
復
前
は
、
こ
の
欠
損
部
の
う
ち
左
半
分
位
の
範
囲
に
画
絹
の
断
片
が
貼
り
込
ま

れ
て
い
た
が
、
修
復
時
の
調
査
に
よ
り
、
輪
郭
と
織
斑
の
特
徴
か
ら
、
四
天
王
の

う
ち
右
の
二
体
の
上
辺
の
地
面
部
分
に
生
じ
て
い
た
欠
損
部
の
大
半
に
該
当
す
る

と
判
明
し
た
た
め
、
本
来
の
位
置
に
戻
さ
れ
た
。
そ
の
部
分
に
は
描
か
れ
た
形
な

ど
は
な
く
、
全
体
に
淡
褐
色
を
呈
す
る
が
、
下
部
の
山
水
の
地
面
と
は
異
り
、
中

央
部
の
地
面
に
施
さ
れ
て
い
る
銀
泥
の
彩
色
が
確
認
で
き
る
。

（
４８
）
日
本
の
遺
品
で
は
、
奈
良
時
代
の
「
麻
布
山
水
図
」
を
早
い
例
と
し
、
鎌
倉
時
代

で
は
聖
衆
来
迎
寺
の
「
六
道
絵
」
の
う
ち
「
譬
喩
経
所
説
念
仏
利
益
図
」
、
文
永
八

年
（
一
二
七
一
）
の
「
行
基
菩
薩
像
」（
唐
招
提
寺
）
の
画
中
水
墨
山
水
図
、
醍
醐

寺
の
「
山
水
屏
風
」
な
ど
に
見
ら
れ
る
。

（
４９
）
神
護
寺
「
山
水
屏
風
」
の
性
格
に
つ
い
て
は
、
筆
者
な
り
の
理
解
を
提
示
し
た
こ

と
が
あ
る
。「
隠
棲
の
風
景�

神
護
寺
所
蔵
「
山
水
屏
風
」
と
そ
の
周
辺
」『
講
座

日
本
美
術
史

第
三
巻

図
像
の
意
味
』
二
〇
〇
五
年
六
月
、
東
京
大
学
出
版
会

（
５０
）
巻
第
二
に
も
霊
鷲
山
説
法
が
表
さ
れ
て
い
る
が
、
会
衆
が
少
な
く
、
端
に
寄
っ
て

い
る
な
ど
、
中
心
に
据
え
ら
れ
た
巻
第
一
・
六
と
は
扱
い
に
相
違
が
あ
り
、
異
種

の
図
様
と
み
な
さ
れ
る
。

（
５１
）「
浅
草
寺
所
蔵
国
宝
法
華
経
の
見
返
し
絵
」『
国
華
』
一
二
八
二
号
、
二
〇
〇
二
年

八
月

天
永
三
年
（
一
一
一
二
）
作
と
考
え
ら
れ
る
西
本
願
寺
本
「
三
十
六
人
家

集
」
よ
り
も
や
や
後
で
、
色
彩
感
覚
や
細
密
さ
へ
の
好
み
が
大
治
二
年
（
一
一
二

七
）
の
「
十
二
天
画
像
」（
京
都
国
立
博
物
館
）
に
通
じ
る
も
の
が
あ
る
な
ど
と
す

る
。
な
お
、
本
文
も
絵
も
白
河
天
皇
の
皇
女
、
�
子
内
親
王
（
一
〇
八
一
〜
一
一

五
六
）
の
手
に
な
る
と
推
定
し
て
い
る
。
ま
た
そ
の
作
風
に
つ
い
て
は
、「
…
北
宋

か
ら
南
宋
に
か
け
て
の
中
国
の
作
品
を
連
想
さ
せ
る
所
が
あ
る
。
特
に
、
全
体
の

色
調
、
一
部
の
山
や
木
の
形
態
感
覚
、
人
物
が
山
水
中
に
小
さ
く
描
か
れ
る
点
な

ど
に
、
そ
れ
が
見
ら
れ
る
。
様
式
は
全
く
異
な
っ
て
い
る
が
、
そ
の
こ
ろ
の
中
国

で
行
わ
れ
て
い
た
青
緑
山
水
か
ら
想
を
得
て
、
や
ま
と
絵
的
な
伝
統
と
融
合
さ
せ

て
い
る
と
思
わ
れ
る
」
な
ど
と
、「
宋
の
影
響
」
を
見
て
い
る
。

（
５２
）
梶
谷
亮
治
『
法
華
経�

写
経
と
荘
厳�

』「
収
録
作
品
解
題
」
九
四
、「
平
家
納
経

雑
感
」『
鹿
園
雜
集
』
二
・
三
合
併
号
、
平
成
十
三
年
三
月

長
寛
二
年
（
一
一
六

四
）
製
作
の
平
家
納
経
に
先
行
す
る
と
見
る
。
後
者
の
論
文
に
お
い
て
は
、
本
文

の
書
写
を
出
家
後
の
建
礼
門
院
に
よ
る
と
推
定
し
、
先
に
製
作
さ
れ
て
い
た
見
返
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絵
を
そ
れ
に
付
け
た
、
と
い
う
特
殊
な
成
り
立
ち
を
考
え
て
い
る
。

（
５３
）「
松
平
伯
爵
家
蔵
法
華
経
見
返
に
就
い
て
」『
美
術
研
究
』
一
三
七
号
、
昭
和
十
九

年
七
月

「
山
皴
や
樹
木
の
描
法
と
共
に
、
全
体
的
に
も
」、「
平
家
納
経
」
や

「
中
尊
寺
経
（
大
般
若
経
）」
に
比
し
て
、「
写
実
味
が
加
わ
り
、
少
し
く
動
的
な

趣
が
仄
見
え
る
こ
と
と
共
に
素
樸
味
の
あ
る
表
現
」
か
ら
、
同
じ
頃
か
或
い
は
一

歩
降
る
と
す
る
。

（
５４
）
注
５３
論
文

（
５５
）
注
４６
論
文

（
５６
）
白
畑
氏
は
注
５３
論
文
に
お
い
て
、
本
図
の
「
高
峰
の
連
る
態
」
を
重
視
し
、「
法
師

功
徳
品
」
に
説
か
れ
る
、『
法
華
経
』
を
説
く
者
が
そ
の
功
徳
に
よ
り
見
う
る
悉
く

の
世
界
の
う
ち
彌
樓
山
以
下
の
諸
山
に
当
た
る
と
す
る
が
、「
橋
を
渡
っ
て
山
洞

に
通
じ
る
階
段
が
あ
り
、
そ
の
間
二
三
の
人
物
を
配
す
る
」
部
分
に
意
味
を
認
め

て
い
な
い
の
は
不
備
で
あ
ろ
う
。

江
上
氏
は
注
５１
論
文
に
付
し
た
註
４４
に
お
い
て
、
白
畑
氏
の
説
に
賛
同
し
、
そ

れ
を
補
強
す
る
も
の
と
し
て
、「
窟
の
中
に
…
経
巻
を
置
い
た
机
ら
し
い
も
の
の

わ
き
に
、
こ
ち
ら
を
向
い
て
立
つ
持
経
者
…
、
そ
れ
を
訪
ね
る
人
物
が
、
す
ぐ
手

前
に
一
人
跪
き
…
橋
の
上
を
二
人
そ
の
方
向
へ
進
む
」
図
様
を
挙
げ
る
が
、
洞
窟

中
の
図
様
に
つ
い
て
は
誤
認
が
あ
る
と
思
う
。
筆
者
の
観
察
す
る
と
こ
ろ
で
は
、

洞
中
は
、
本
経
の
巻
第
五
見
返
絵
に
も
あ
る
よ
う
な
持
経
者
の
住
ま
い
に
適
う
平

坦
な
場
所
に
は
な
っ
て
お
ら
ず
、
階
段
が
洞
中
で
も
右
上
へ
と
続
い
て
お
り
、
そ

の
段
の
一
つ
を
氏
は
机
と
見
誤
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
持
経
者
を
立

つ
姿
で
描
く
伝
統
が
な
い
こ
と
に
も
注
意
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
に
い
る
人
物

は
二
人
と
も
、
衣
の
裾
や
領
巾
様
の
帯
を
曳
き
な
が
ら
階
段
を
上
る
、
後
ろ
姿
と

見
ら
れ
る
。
な
お
、
階
段
の
途
中
の
傍
ら
の
山
腹
で
、
塔
婆
の
右
側
の
樹
木
の
根

本
に
、
人
物
ら
し
い
も
の
の
剥
落
し
た
痕
が
認
め
ら
れ
、
歩
む
人
々
と
は
別
種
の
、

何
ら
か
の
説
話
的
表
現
が
あ
っ
た
か
と
思
わ
れ
る
も
の
の
、
明
確
で
な
い
。

（
５７
）『
法
華
経�

写
経
と
荘
厳�

』
収
録
作
品
解
題
３３
（
見
返
絵
等
に
つ
い
て
は
梶
谷

亮
治
氏
執
筆
）

山
塊
や
土
坡
の
柔
ら
か
い
量
感
表
現
や
、
細
く
丈
高
い
樹
木
の

姿
な
ど
か
ら
、
平
安
時
代
中
期
（
十
一
世
紀
）
頃
の
や
ま
と
絵
の
展
開
期
に
、
本

文
と
同
時
に
製
作
さ
れ
た
と
み
な
し
て
い
る
。

（
５８
）
注
５１
江
上
氏
論
文

平
家
納
経
と
も
関
係
の
深
い
、
宋
画
の
影
響
を
受
け
た
と
み

な
さ
れ
る
斬
新
な
画
風
と
、
十
二
世
紀
初
め
か
十
一
世
紀
と
も
見
ら
れ
う
る
古
様

な
料
紙
装
飾
や
書
風
と
い
う
二
面
の
見
解
の
矛
盾
を
解
く
た
め
に
、
古
い
経
巻
に

新
た
に
絵
を
加
え
た
と
し
て
い
る
。
ま
た
そ
の
関
与
者
を
、
香
川
県
本
「
法
華

経
」
と
同
じ
く
�
子
内
親
王
と
も
想
定
し
て
い
る
。

（
５９
）
江
上
綏
氏
（
注
５１
論
文
）
は
、「
序
品
に
述
べ
ら
れ
る
説
法
会
の
有
様
を
描
く
」
図

と
し
、「
中
景
の
山
路
を
霊
鷲
山
に
向
か
っ
て
歩
を
進
め
る
三
人
の
人
物
は
、
数

え
切
れ
な
い
程
の
様
々
な
会
衆
が
集
ま
っ
た
と
い
う
記
述
を
象
徴
的
に
表
現
す

る
」
と
、
下
部
の
人
物
の
意
味
を
指
摘
し
な
が
ら
も
、
会
衆
の
種
類
に
触
れ
て
い

な
い
た
め
、
解
釈
に
不
十
分
の
感
が
あ
る
。

（
６０
）
宮
次
男
『
金
字
宝
塔
曼
陀
羅
』

文
様
帯
の
宝
相
華
唐
草
文
は
、
中
尊
寺
経
の
う
ち
、

永
久
五
年
（
一
一
一
七
）
か
ら
元
永
二
年
（
一
一
一
九
）
の
間
に
千
部
一
日
経
が

製
作
さ
れ
、
以
後
も
続
行
さ
れ
た
清
衡
経
よ
り
も
、
安
元
二
年
（
一
一
七
六
）
頃

に
は
書
写
が
行
わ
れ
て
い
た
秀
衡
経
に
近
似
す
る
と
し
、
絵
の
表
現
に
つ
い
て
は
、

宋
風
を
指
摘
す
る
も
の
の
、
時
期
の
特
定
に
は
到
ら
ず
、
細
部
の
形
式
で
唐
装
束

の
女
性
の
裳
裾
の
形
式
が
、
保
元
三
・
四
年
（
一
一
五
八
・
五
九
）
に
行
わ
れ
た

光
景
を
描
い
た
と
さ
れ
る
「
年
中
行
事
絵
巻
」
の
仁
寿
殿
・
内
宴
東
庭
に
お
け
る

妓
女
の
舞
の
場
面
に
近
い
の
が
製
作
年
代
の
参
考
に
な
る
と
す
る
。

（
６１
）「
新
指
定
の
文
化
財
」『
月
刊
文
化
財
』
四
五
三
号
、
平
成
十
三
年
六
月

香
川
県

本
「
法
華
経
」
見
返
絵
と
山
岳
表
現
な
ど
が
相
似
し
、
文
様
帯
の
宝
相
華
文
は
保

延
六
年
（
一
一
四
〇
）
の
奧
書
が
あ
る
基
衡
願
経
法
華
経
の
表
紙
と
近
似
す
る
と

見
る
。

（
６２
）
宮
次
男
氏
（『
金
字
宝
塔
曼
陀
羅
』）
は
、
右
辺
全
体
が
捨
身
品
に
あ
て
ら
れ
て
い

る
と
見
て
、
説
法
場
面
の
下
の
二
部
分
を
、
薩
�
王
子
が
山
に
入
り
捨
身
に
到
る

ま
で
の
二
場
面
と
し
て
い
る
が
、
そ
の
た
め
に
は
人
物
の
進
む
向
き
な
ど
図
様
の

流
れ
に
無
理
が
あ
り
、
ま
た
「
捨
身
品
」
の
題
箋
は
上
部
で
な
く
捨
身
の
場
面
に

付
け
ら
れ
て
お
り
、
他
の
品
の
題
箋
の
付
け
方
を
参
照
し
て
も
、
そ
の
上
の
二
部

分
を
捨
身
品
の
描
写
と
は
み
な
し
難
い
。

（
６３
）
第
九
図
の
右
辺
中
ほ
ど
に
表
さ
れ
た
、
善
生
転
輪
聖
王
が
山
中
の
宝
積
法
師
を
訪

ね
て
行
く
と
い
う
本
生
譚
の
場
面
で
、
道
の
始
ま
り
に
近
い
位
置
に
橋
が
架
け
ら

れ
る
の
も
、
同
趣
旨
で
あ
り
、
こ
れ
が
汎
用
性
を
も
っ
た
要
素
で
あ
る
こ
と
を
示

し
て
い
る
。

（
６４
）
宮
次
男
氏
（『
金
字
宝
塔
曼
陀
羅
』）
は
、
十
一
世
紀
の
高
麗
画
を
原
本
と
し
て
、

藤
原
時
代
の
紺
紙
経
見
返
絵
の
描
法
で
、
十
二
世
紀
末
期
に
描
か
れ
た
と
考
え
て

い
る
。
た
だ
し
、
一
種
の
合
理
精
神
は
藤
原
的
と
い
う
よ
り
は
む
し
ろ
鎌
倉
に
近

い
と
も
言
う
。
多
武
峯
の
末
寺
で
あ
る
紫
葢
寺
伝
来
と
知
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
そ

れ
が
創
建
さ
れ
た
と
推
定
さ
れ
る
文
治
三
年
（
一
一
八
七
）
と
結
び
つ
く
可
能
性

も
考
え
て
い
る
。
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（
６５
）
渡
辺
里
志
氏
（
注
４６
論
文
）
は
、
携
帯
用
厨
子
と
し
て
先
駆
的
な
構
造
や
絵
画
の

様
式
か
ら
、
十
三
世
紀
に
遡
る
作
と
み
な
し
て
い
る
。
内
藤
榮
氏
は
、
厨
子
の
金

具
が
鎌
倉
時
代
後
期
の
西
大
寺
所
蔵
「
大
神
宮
御
正
体
」
な
ど
に
似
る
こ
と
や
、

厨
子
の
形
態
が
鎌
倉
時
代
か
ら
南
北
朝
時
代
の
特
徴
を
見
せ
る
こ
と
か
ら
、
鎌
倉

時
代
後
期
と
推
定
し
て
い
る
。
特
別
展
「
仏
舎
利
と
宝
珠�

釈
迦
を
慕
う
心
」
目

録
、
奈
良
国
立
博
物
館
、
平
成
十
三
年
七
月
、
作
品
解
説
８８

（
６６
）
渡
辺
里
志
氏
（
注
４６
論
文
）
は
こ
の
図
に
つ
い
て
、
常
楽
寺
の
「
釈
迦
八
相
図
」

第
七
幅
（
仏
伝
の
内
容
と
、
景
物
が
示
す
四
季
の
順
か
ら
判
断
し
て
、
普
通
は
第

六
幅
と
さ
れ
て
い
る
も
の
を
指
す
。
特
別
展
「
ブ
ッ
ダ
釈
尊�

そ
の
生
涯
と
造
形

�

」
目
録
、
昭
和
五
十
六
年
四
月
、
奈
良
国
立
博
物
館
）
と
同
様
に
「
霊
鷲
山
説

法
図
と
険
峻
な
山
岳
が
大
き
く
扱
か
わ
れ
、
橋
の
か
か
る
渓
流
や
山
中
に
幾
本
も

の
塔
婆
が
立
っ
て
い
る
光
景
が
描
か
れ
て
い
る
」
と
記
し
、
そ
の
う
ち
特
に
塔
婆

に
注
目
し
て
、『
法
華
経
』「
如
来
神
力
品
」
の
文
章
中
、「
若
山
谷
曠
野
、
是
中
皆

応
、
起
塔
供
養
」
に
相
当
す
る
と
し
、「
塔
婆
の
立
つ
山
岳
風
景
」
と
要
約
す
る
一

方
、
空
間
構
成
全
体
に
は
眼
を
向
け
て
い
な
い
。

（
６７
）
特
別
展
「
ブ
ッ
ダ
釈
尊�

そ
の
生
涯
と
造
形�
」
目
録
、
各
個
解
説
〈
絵
画
〉
４９

で
は
、「
頻
王
帰
仏
と
成
道
観
照
」
と
す
る
が
、
霊
山
説
法
を
成
道
観
照
に
当
て
る

理
由
は
示
し
て
い
な
い
。

（
６８
）
特
別
展
「
ブ
ッ
ダ
釈
尊�

そ
の
生
涯
と
造
形�

」
目
録
、
各
個
解
説
〈
絵
画
〉
４８
。

百
橋
明
穂
『
仏
伝
図
』（『
日
本
の
美
術
』
第
二
六
七
号
）
六
九
頁
、
昭
和
六
十
三

年
八
月

（
６９
）
百
橋
明
穂
氏
（『
仏
伝
図
』）
は
、
常
楽
寺
本
を
鎌
倉
時
代
後
期
と
し
た
上
で
、
持

光
寺
本
は
そ
れ
よ
り
さ
ら
に
時
代
が
下
る
と
し
な
が
ら
、「
裏
書
に
永
徳
三
年
（
一

三
八
三
）
の
修
理
銘
が
あ
る
た
め
、
そ
の
制
作
は
十
三
末
十
四
世
紀
は
じ
め
で
あ

ろ
う
」
と
述
べ
る
。

（
７０
）
関
口
正
之
「
尾
道
持
光
寺
所
蔵
釈
迦
八
相
図
に
つ
い
て
（
三
）」『
美
術
研
究
』
三

二
一
号
、
一
九
八
二
年
九
月
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Light of the Victorious Kings in Gold Ink) at Daichōju-in and Hokekyō kinji hōtō mandara (Mandala
of the Stupa of the Lotus Sutra in Gold Ink) at Tanzan Jinja the element of climbing the mountain
has almost been completely eliminated, and the road to the location of preaching is gently sloping,
giving the sense of leading the viewer on in a more gentle manner. As the Kamakura period dawned,
in the images such as those on the wooden panels of the pedestal of the statue of Amida nyorai at
the Kondō of Hōryūji, which is thought to have been created in 1232, and the images on the doors

´of the portable shrine reliquary from Shōkaiji, and the Eight Events in the Life of Sākyamuni(Shaka
hassōzu) at Jōrakuji and Jikōji, the bridge and mountain path have become fixed compositional ele-

´ments, indicating that there was a tendency for their relationship with the site of Sākyamuni’s preach-
ing to become ambiguous. It appears that the significance of this portion of these images was gradu-
ally lost.

Nara National Museum painting can be seen in this way to be located within the stream of these
types and fits therein on the basis of style, and it can thus be understood as a work from the early
Kamakura period. The profoundly interesting historical background suggests at that time Vulture
Peak was not understood as some conceptual Pure Land far removed from the real world, but was
seen instead to be a site to which one might actually travel.
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THE ROAD TO GRIDHRAKŪTA: REGARDING THE

SHAKA RYŌJUSEN SEPPŌ-ZU IN THE COLLECTION

OF THE NARA NATIONAL MUSEUM

NAKASHIMA Hiroshi
Nara National Museum

´he scene of Sākyamuni (J. Shakamuni) preaching at Gridhrakūta (E. Vulture Peak. J. Ryōjusen),
the mountain said to be his Pure Land, is a common theme, frequently depicted in a wide va-
riety of Buddhist paintings; extant images on hanging scrolls and illustrated frontispieces to

sutras are plentiful. The Nara National Museum painting has recently once again come to the atten-
tion of the public, and it is one of the largest in scale among the type and the iconography is unique.

In the upper portion of the painting a peak in the shape of a vulture, conforming to the standard
iconography, rises in the center, and lesser promontories stretch to right and left, forming Vulture
Peak. There are many figures concentrated in the central portion of the painting, and at the very cen-
´ter Sākyamuni is represented in the traditional manner, facing straight forward. Flanking him to the

left and right are eighteen seated figures, which are not found in any other example of this type,
but which are thought to be based directly on descriptions in the Lotus Sutra. Seated in the foreground

´are the ten major disciples of Sākyamuni, who seem to have been modeled on Song images of the
Arhats. They are among the most vividly depicted groupings in the painting. The replacement of
one of four Celestial Kings by Skanda (J. Idaten) is also thought to show the influence of Song paint-
ings. The depiction of the two figures waiting among the standing Deva and lay believers directly
before the Buddha is unusual as they carry a lute (biwa) and a koto in sacks in preparation for a
musical offering. This is thought to represent the fact that they have just arrived on the scene.

Below this group is a landscape separated by mist. It conforms to the tradition of the Yamato-e
style, which had developed from Chinese painting, and uses smooth curving lines to create explicit
forms and bright colors, mainly a fresh green here. The impression of the quite stylized scenery is
similar to the landscape screen at Jingoji, which is thought to have been produced at the start of the
Kamakura period. There are few objects in the rather forlorn landscape, but when the locations of
two erect stupas are discovered, one realizes the space depicted here is one suited to the practice
of Buddhist austerities. At the bottom edge of the painting there is a bridge that serves as the entry-
way from the viewer’s point of view, crossing into the center of the painting. The road stretches into
the distance between mountains on right and left, and finally reaches the location of the sermon on
Vulture Peak.

There are several similar examples from the late-Heian to the Kamakura period of the imagery
of the preaching at Vulture Peak whose composition includes, in this fashion, the road that leads
there. Among the eight frontispieces of the 12th-century Lotus Sutra of the Kagawa Prefectural His-
tory Museum for example, there are two whose composition depicts the crossing of a bridge, climb-
ing a mountain, and going through a cave to reach the place of the sermon. Since the people on the

´road appear to be the same type as those sitting before Sākyamuni, the significance of the depiction
of the road is clear. In the case of one of frontispieces from the twelfth-century Lotus Sutra at Sen-
sōji, the scene of preaching at Vulture Peak has been rendered in minuscule in a corner of the com-
position, and instead the empty space before it is emphasized as the main image. There are no con-
trived elements such as the cave included, and the end of the road, which is shrouded in shadows,
soon opens to the site of the preaching in a naturalistic manner.

In the Konkōmyō saishōōokyō kinji hōtō mandara (Mandala of the Stupa of the Sutra of the Bright
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